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本ユーザーズガイドについて

RAIDWatchを使用すると、LAN経由でローカルホストからLDA-ASシリーズのコントロー
ルとモニタが可能になります。
本ガイドでは、RAIDWatchのインストール手順と、（RAIDWatchを使用した）LDA-ASシ
リーズのディスクアレイの管理手法についてご紹介します。

※RAIDWatchはその他のメーカーより発売されているJBODケースの表示はサポートして
いません。

LDA-ASシリーズは、RAIDWach以外にも、RS232C経由でのターミナルエミュレーショ
ンや、前面部の液晶パネルから各種の設定を行うことができます。これらについては
「LDA-ASシリーズ取扱説明書」または「参考：LCDスクリーンについて」をご参照くだ
さい。

本ユーザーズガイドは、本ユーザーズガイドは、本ユーザーズガイドは、本ユーザーズガイドは、本ユーザーズガイドは、Eonstor社の社の社の社の社の「「「「「RAIDWach User’’’’’s Manual」」」」」を日本語化し、を日本語化し、を日本語化し、を日本語化し、を日本語化し、LDA-

ASシリーズ用に編集しております。シリーズ用に編集しております。シリーズ用に編集しております。シリーズ用に編集しております。シリーズ用に編集しております。RAIDWachソフトウェアの中では、ソフトウェアの中では、ソフトウェアの中では、ソフトウェアの中では、ソフトウェアの中では、LDA-ASシリーシリーシリーシリーシリー
ズではサポートしていない機能や、ズではサポートしていない機能や、ズではサポートしていない機能や、ズではサポートしていない機能や、ズではサポートしていない機能や、実行できない機能も含まれております。実行できない機能も含まれております。実行できない機能も含まれております。実行できない機能も含まれております。実行できない機能も含まれております。本マニュアル本マニュアル本マニュアル本マニュアル本マニュアル
の中ではソフトウェアの使用方法という観点より、の中ではソフトウェアの使用方法という観点より、の中ではソフトウェアの使用方法という観点より、の中ではソフトウェアの使用方法という観点より、の中ではソフトウェアの使用方法という観点より、これらの未サポートの機能についても、これらの未サポートの機能についても、これらの未サポートの機能についても、これらの未サポートの機能についても、これらの未サポートの機能についても、
ご紹介しておりますが、ご紹介しておりますが、ご紹介しておりますが、ご紹介しておりますが、ご紹介しておりますが、これは、これは、これは、これは、これは、弊社として機能をサポートするという意味ではないこと弊社として機能をサポートするという意味ではないこと弊社として機能をサポートするという意味ではないこと弊社として機能をサポートするという意味ではないこと弊社として機能をサポートするという意味ではないこと
にご注意ください。にご注意ください。にご注意ください。にご注意ください。にご注意ください。
なお、未サポートの機能については、該当セクション内に、未サポートとである旨の注意を
記しておりますので、この注意がある項目を実行する場合は、お客様の責任において行っ
てください。
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ユーザーズガイドの構成と各章の概要

RAIDWatch ユーザーズガイドは内容により分類された3つのパートと付録により構成さ
れています。

パート１：RAIDWatchの開始

第１章　イントロダクション第１章　イントロダクション第１章　イントロダクション第１章　イントロダクション第１章　イントロダクション

この章は、製品の概要や機能についての総論や重要点などRAIDWatchについての
事前情報と基本的なコンセプトについてのセクションで構成されています。

第２章　インストール第２章　インストール第２章　インストール第２章　インストール第２章　インストール

ご使用のシステムへのRAIDWatchのインストール方法について述べます。また、
説明の中では、システムの必要条件、ハードウェアの設定、ソフトウェアのイン
ストールについても言及します。

第３章　第３章　第３章　第３章　第３章　Configuration Client オプションオプションオプションオプションオプション

RAIDWatchの e-Mail等によるイベント通知機能の設定方法について説明します。
また、ユーティリティのその他の機能についても詳述します。これらの機能の説
明を補足するために、サポートする通知レベルの情報もご提供します。

第４章　第４章　第４章　第４章　第４章　RAIDWatchアイコンアイコンアイコンアイコンアイコン

RAIDWatchのグラフィカルユーザーインターフェース上で使用されている各アイ
コンについて説明します。

第５章　基本操作第５章　基本操作第５章　基本操作第５章　基本操作第５章　基本操作

システム運用開始時の基本的な操作について説明します。この中では、RAID

Watchの起動・ディスクアレイシステムへの接続 /解除・システムセキュリティの
設定・多様なディスクアレイウィンドウ上で動作するディスプレイのコントロー
ルおよび、プログラムの終了方法について述べます。

パート２：RAIDWatchをシステムの管理に使用する

第６章　検討事項第６章　検討事項第６章　検討事項第６章　検討事項第６章　検討事項

この章では、いくつかのRAIDのバックグラウンド情報について説明し、本マニュ
アルの、この章以降で使用される何添加のタームについて定義します。また、ス
ペアドライブの使用方法や使用可能なスペアドライブがない場合にドライブを交
換する方法についても説明します。章の最後では、RAIDWatchの準備について短
く説明します。

第７章　設定パラメータ第７章　設定パラメータ第７章　設定パラメータ第７章　設定パラメータ第７章　設定パラメータ
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コントローラ /サブシステムの設定オプションと、使用可能なさまざまなRAIDの
設定オプションへのアクセス方法について説明します。ここでは、異なるパラメー
タの簡単な説明と共に、これらのオプションを詳細に説明します。

第８章　チャネル構成第８章　チャネル構成第８章　チャネル構成第８章　チャネル構成第８章　チャネル構成

ここでは、チャネル構成のオプションへのアクセス方法について説明し、ユーザー
が構成することのできる、設定可能なチャネルオプションについて詳しく述べます。
また、チャネル構成の設定とホストチャネルの構成方法についても説明されていま
す。

第９章　ドライブ管理第９章　ドライブ管理第９章　ドライブ管理第９章　ドライブ管理第９章　ドライブ管理

この章では論理ドライブ（LD）と論理ボリューム（LV）作成・拡張・削除につい
て説明します。異なる LDと LVのオプションについて説明し、異なるオプション
をどのように設定するかについて詳しく述べます。また、LDとLVのパーティショ
ン方法についても述べています。

第１０章　第１０章　第１０章　第１０章　第１０章　LUNのマッピングのマッピングのマッピングのマッピングのマッピング

ここでは、異なるLUNに対して、論理ドライブ（LD）または論理ボリューム（LV）
の全てまたはパーティションをマップする方法について説明します。マッピング手
順について詳細に説明します。また、LUNマッピングの削除方法についてと LUN

マッピングテーブルについての詳細についても説明しています。

パート３：RAIDWatchをシステムの管理に使用する

第１１章　システムのモニタリングと管理第１１章　システムのモニタリングと管理第１１章　システムのモニタリングと管理第１１章　システムのモニタリングと管理第１１章　システムのモニタリングと管理

ストレージシステムの各コンポーネントの最新の状態を確認するために、SAF-TE、
I2C、S.E.Sのモニタリングデバイスの使用方法について説明します。

第１２章　本体の表示第１２章　本体の表示第１２章　本体の表示第１２章　本体の表示第１２章　本体の表示

この章では Enclosure Viewのカスタマイズについて全て述べています。Enclosure

Viewへのアクセス方法と Enclosure Viewの使用方法についても詳しく述べていま
す。状態に関するメッセージの例を示し、その状態に関するメッセージに対しての
説明がされています。

付録

付録付録付録付録付録A 　コマンド要約　コマンド要約　コマンド要約　コマンド要約　コマンド要約

RAIDWatchと Configuration Client ユーティリティの使用可能なコマンドと、コマ
ンドボタンについて要約しています。
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付録付録付録付録付録 B　グロサリー　グロサリー　グロサリー　グロサリー　グロサリー

本書で使用されている重要なテクノロジに対しての用語を説明しています。

付録付録付録付録付録 C　　　　　RAIDレベルレベルレベルレベルレベル

RAIDレベルとその内容について説明しています。
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用語について

本書内では、以下のように用語について定義します。

・・・・・コントローラコントローラコントローラコントローラコントローラ

LDA-ASシリーズの RAIDアレイコントローラを指します。

・・・・・サブシステムサブシステムサブシステムサブシステムサブシステム

LDA-ASシリーズの RAIDアレイサブシステムを指します。

・RAIDWatch

付属のCD-ROMからインストールする全てのプログラムとプログラムのモ
ジュールを指します。

・RAIDWatchマネージャマネージャマネージャマネージャマネージャ

RAIDWatchのプログラムのうち、管理インターフェースにあたる部分につ
いてのみを指します。ソフトウェエアのそれ以外の部分はのぞきます。

・Root Agent

任意の管理クライアントから、複数のRAIDシステムの稼動状況を監視する
ことを許可するかどうかを決定する、独立したエージェントです。

・RAID Agent

RAIDコントローラまたはサブシステムが、RAIDWatchマネージャや Root

Agentと対話を行うことを可能にするソフトウェアの一部分です。RAID

Agentは In-bandプロトコルを使用して、SCSIバス経由または、LAN経由で
RAID アレイとコミュニケーションをとります。RAID AgentはRAIDシステ
ムと RAIDWatchプログラムを仲介します。

・Configuration Client

ソフトウェアユーティリティに、管理されているRAIDシステムのイベント
をアドミニストレータへ通知するかを、問い合わせます。また、単一のワー
クステーションを使用して、複数のアレイの集中管理を許可します。
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パート 1 RAID Watchの開始

パート 1：RAIDWatchの開始

　パート 1では、RAIDWatchのシステム、プラットフォームの必
要条件、インストール方法についてご説明します。ここでは、また、
Configuration Client のオプションの詳細、RAIDWatchの基本的な
操作についてもご説明します。

本セクションは、以下の各章により構成されています。

第１章　イントロダクション第１章　イントロダクション第１章　イントロダクション第１章　イントロダクション第１章　イントロダクション
第２章　インストール第２章　インストール第２章　インストール第２章　インストール第２章　インストール
第３章　第３章　第３章　第３章　第３章　Configuration Clientのオプションのオプションのオプションのオプションのオプション
第４章　第４章　第４章　第４章　第４章　RAIDWatchアイコンアイコンアイコンアイコンアイコン
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第１章　イントロダクション

第１章　イントロダクション

　本章はRAIDWatch管理プログラムについての情報をご提供します。以下の各トピックに
ついて本章では説明しております。

◆ RAIDWatchの概要の概要の概要の概要の概要 －セクション１．１

このセクションでは以下について詳述します。

１．１．１　製品解説
１．１．２　機能のまとめ

◆特徴特徴特徴特徴特徴 －セクション１．２

このセクションでは以下について詳述します。

１．２．１　視覚的なユーザインターフェース
１．２．２　筐体監視
１．２．３　強力なイベント告知機能
１．２．４　Javaベースでのリモート管理
１．２．５　パスワードによる保護

◆概念の基礎◆概念の基礎◆概念の基礎◆概念の基礎◆概念の基礎 －セクション 1.3

このセクションでは以下について詳述します。

１．３．１　集中管理インストール
１．３．２　（ホストへの）単独インストール
１．３．３　（サブシステムへの）単独インストール
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１．１　RAIDWatchの概要

イントロダクション

１．１　RAIDWatchの概要

１．１．１　製品解説

GUI RAIDマネージャ「RAIDWatch」は、Java-BASEのRAIDサブシステム監視
プログラムです。

RAIDWatchは、RAIDの構成要素をディスプレイ上に表示して通常は複雑なアレ
イの構成プロセスを簡略化する、ユーザフレンドリーなインターフェースをご提
供します。また、全てのアレイの状態をリアルタイムでレポートするので、ディ
スクアレイのモニタリングが簡単に行えます。

RAIDWatchはLDA-ASシリーズのRAIDコントローラ上にあるオンボードの制御
インターフェースの機能を補完します。一連のホストベースまたはテキストベー
スの RAIDマネージャと同じ機能を供給しますが、それよりもより簡単に使用で
きるようになっています。以降のセクションではRAIDWatchのすばらしい機能に
ついて説明し、概念的な枠組みについてご紹介します。

１．１．２　機能のまとめ

以下のリストは RAIDWatchの機能についての要約です。

◆ Java Runtime Enviromentに対応したWindowsオペレーションシステム上で動作
するユーザフレンドリーなグラフィカルインターフェース

◆インターネットブラウザ経由での全てのプログラム機能へのアクセスは、ワー
ルドワイドでの管理を可能にします。

◆コントローラとはインバンドコマンドプロトコルを使用して SCSIバスを経由
し、LAN（帯域外）経由での通信を行います。

◆ディスクアレイシステムとの複数の管理セッションを許容して、ネットワーク
上での RAIDマネージャの多数の要求をサポートします。

◆常に、多様なディスクアレイの操作状況を、視覚的に説明します。

◆ RAIDWatchは一目見ただけで全てのディスクアレイの状況がわかります。Con-

figuration Clientは複数のシステムを常にモニタリングしています。

◆ TCP/IPプロトコルを使用してWindows 2000,XP上で動作するRAIDエージェン
トが、ネットワーク上でのリモートマネージメントをサポートします。（将来の
バージョンではその他のプロトコルもサポートする予定です）
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１．１　RAIDWatchの概要

イントロダクション

◆以下のような標準的なディスクアレイ機能を提供します。

・ コントローラの構成の検証と修正
・ 物理ドライブの構成と状況の確認とモニタリング
・ 新しい物理ドライブのスキャニング
・ 論理ドライブの作成・削除および構成と状態のモニタリング
・ 論理ドライブのリビルド
・ スペアドライブの設定
・ 論理ボリュームの作成・削除・パーティションの作成
・ 論理ドライブとボリュームパーティションを特定のホストチャネルID/LUN

へマッピング

◆筐体管理機能（エンクロージャマネジメント機能）では、複数の筐体とドライブ
を表示し、物理ドライブ、電源供給、ファン、温度状況をモニタリングします。
障害の発生した物理ドライブを相対的に表示することにより誤って別のドライブ
を交換するリスクを低減します。

◆重要なRAIDWatchモジュールの冗長構成をサポートすることにより、単一障害
点を回避します。RAIDWatchエージェントはサブシステムファームウェアのス
タンダードです。

◆ RAIDコントローラのリアルタイムイベント通知機能は、いつイベントが起こっ
たか・イベントの重大度・イベントの詳細を含む多様なイベントの発生について
の情報を提供します。

◆サブシステムによって現在処理中の複数タスクは、パーセンテージインジケータ
で確認のできるウィンドウにそれぞれ別々に表示されます。

◆ E-mailを経由した、イベント通知機能では、重大度に応じてイベントが表示され
ます。

◆入出力スループットとキャッシュヒット率を表示して統計値のモニタリングをサ
ポートします。

◆ユーザが設定可能な革新的な（コンピュータ上で動作するコンフィギュレーショ
ンクライアントユーティリティを通してマネジメントセンターとして選択され
た）イベント通知機能を供給します。

・ Windows 2000/XPのMAPIサービス経由の E-mail通知
・ LAN経由でのブロードキャスト通知
・イベントの記述とともにユーザが設定可能なメッセージの送信

・ ディスク構成に対する許可されていない変更へのパスワードによる保護
の提供；パスワードはメンテナンス時（ユーザ）と構成時（管理者）の
ログインの際に使用します。
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１．２　特徴

イントロダクション

１．２　特徴

１．２．１　視覚的なユーザインターフェース

RAIDWatchの視覚的なインターフェースは簡単に使用することができるようにデ
ザインされています。構成されている RAIDレベルや、物理ドライブ、論理ドラ
イブ、論理ボリュームをスクリーン上で分かるような象徴的なアイコンを使用し、
現在のディスクアレイシステムの構成を識別します。プルダウン、右クリック、
ポップアップの各メニューは全てのコマンドオプションに使用されます。

ユーザはマウスボタンでポイントしてクリックするだけでアイコンやコマンドを
選択できます。プログラムはまた、多様なディスクドライブや本体の各部品の現
在の状況をそれらの個別の LEDアイコンの色によって特定します。

簡単で使いやすいインターフェースにより、論理ドライブや論理ボリュームの作
成、ドライブのパーティションの作成、ドライブのパーティションへのホスト
チャネル /LUNのマッピングといった複雑なディスクアレイの操作が、たったの2

－ 3回のマウスのクリックだけで終えることができいます。

１．２．２　筐体監視機能（エンクロージャビュー）

図1-1 Enclosure Viewウィンドウ

 図 1-1で示される本体のウィンドウ（Enclosure Windows）は、接続されている物
理ドライブを含む本体の各コンポーネントの状態をリアルタイムにリポートしま
す。ドライブに障害が発生したら、システムは障害が発生したドライブに対応す
るLEDアイコンを表示色の変化によってハイライトします。ドライブを取り外す
と、本体からドライブのアイコンが取り外されたように表示されます。この機能
はドライブに障害が発生した時に障害が発生したドライブを特定し交換する際に
役に立ちます。
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１．２　特徴

イントロダクション

図 1-2インストールオプション

本体のウィンドウ（Enclosure Windows）にはまた、論理的に構成されたドライブの
メンバー間の論理的な関係を示す別の構成ウィンドウも現れます。同じ論理ドライ
ブに属するドライブは簡単に確認できるように同じ色で表示されます。縦列になっ
ている本体の様子を見るには、「enclosure」画面の上の「JBOD」タブをクリックし
てください。

１．２．３　強力なイベント通知機能

RAIDWatchはディスクアレイシステムにイベントが起こり状態が変化したことをシ
ステム管理者に通知することができます。イベントの通知は別のGUIベースのユー
ティリティ「Configuration Client」によって管理されています。「Configuration Client」
は管理ステーションにインストールされ、本製品のメイン管理プログラムからは独
立して動作します。通知は、インターネット経由のE-mailメッセージ、LAN経由の
ブロードキャストメッセージ、SNMPトラップ、ICQ、MSNメッセンジャー、FAX/

モデム経由の FAXメッセージで送ることができます。

１．２．４　JAVAベースのリモート管理

RAIDWatchはTCP/IPプロトコルを使用してLAN経由でLDA-ASシリーズのローカ
ルまたはリモートでの管理をサポートしています。RAIDWatchのRAIDアレイへの
アクセスは極めて柔軟に行うことができます。異なるストレージ環境へのインス
トールを簡単にするため、インストールシールド使用時に出てくるメッセージプロ
ンプト内で選択することのできる３つのインストールスキームをデザインしました。

集中管理集中管理集中管理集中管理集中管理：：：：：モードモードモードモードモード 1　　　　　（本機能は未サポートとなっております）

集中化または１対多の構成では、イーサネットまたはRAIDコントローラと
のインバンドホスト接続を使用します。ルートエージェントとConfiguration

Clientを含むイベント通知ユーティリティが含まれます。必要なRAIDエー
ジェントは管理コンピュータにインストールされます。
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１．２　特徴

イントロダクション

スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン（（（（（on Host）））））：モード２

構成は、RAIDWatchとRAID間のコミュニケーションのための既存のSCSI

またはファイバホスト接続に依存します。DAS（Direct Attached Storage；
例 SCSI ホストモデル）環境のサーバは、RAIDエージェントに対して、
RAIDアレイを通してコミュニケーションをとるRAIDWatchコマンドを必
要とします。RAIDエージェントは、RAIDサブシステムに直接接続されて
いるサーバ上にインストールされます。

スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン（（（（（on Subsystem）））））：モード 3

リモートおよびサーバトランスペアレント管理では、LDA-ASシリーズ内
の RAIDサブシステムとイーサネット接続を使用します。管理プログラム
はRAIDサブシステム自身にインストールされます。RAIDサブシステムは
プログラムファイルを保持するために「リザーブスペース（rese rved

space）」と呼ばれる分離したディスクスペースを使用します。アレイへのア
クセスはネットワーク上で起動している任意のWebブラウザ上で Java

Appletを呼び出して行います。

ポイント

RAIDエージェントはRAIDサブシステムファームウェアに組み込まれています。
モード 2またはモード 3のRAIDWatchコンポーネントと一緒にインストールさ
れたRAIDサブシステムは、管理ステーションで稼動しているモード1のコンポー
ネントで管理することができます。

異なるアクセス要件による３つのインストールスキームは以下の図により示します。
これらの図は全ての可能性について示しきれていないことを留意してください。
RAIDWatchは、異なる３つのモードのいずれかがインストールされているコンポー
ネントが稼動している多様な構成や機器の組み合わせをサポートしています。

１ .集中管理ステーションとして選択された集中管理ステーションとして選択された集中管理ステーションとして選択された集中管理ステーションとして選択された集中管理ステーションとして選択されたRAIDサーバサーバサーバサーバサーバ：：：：：

複数のアレイが、異なるホスト /アプリケーションを供給し、離れた場所に
散在している異機種混合環境に適用されます。ネットワーク経由でのアク
セス管理は、ローカルまたはリモートのRAIDWatchマネージャステーショ
ン（RAIDサーバまたはそれ以外）と、RAIDサーバまたはRAIDサブシス
テムにインストールされた RAIDエージェント間でのデータ交換を通して
行われます。管理センターとRAIDWatchステーションには２つの異なるマ
シンを使用することができます。Root Agentは管理センターに選ばれたコ
ンピュータ上にインストールされます。図1-4は典型的な接続形態を示して
います。また、以下の表はインストールするモジュールとインストールの
モード条件について示しています。
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１．２　特徴

イントロダクション

２２２２２ .管理センターとしてワークステーションを使用する管理センターとしてワークステーションを使用する管理センターとしてワークステーションを使用する管理センターとしてワークステーションを使用する管理センターとしてワークステーションを使用する：：：：：
（本機能は未サポートとなります）

SAN（Storage Area Network）環境に適用されます。LAN経由でのアクセス
管理は、リモート管理ステーションとアレイのドライブ上にインストールさ
れている RAIDWatch間での交換を通して行われます。

イベント通知は、管理ステーションにインストールした「Configuration

Client」と「Root Agent」によって可能となります。また、エージェントの
冗長性はこれらのモジュールを２つ以上の管理コンピュータにインストール
することによりサポートされます。

※詳細は図 1-4をご参照ください

ソフトウェアモジュール インストール

・管理センター：
　Root Agent+Configuration Client utility

モード　1

・インバンド経由でのRAID サーバ
　（サーバA、B、C）

モード 2

・独立したアレイ モード 3

・管理ステーション Java Runtime

表　1-1　ソフトウェアモジュール：異機種混合下のRAIDWatch接続

図 1-3　典型的なRAIDWatch接続　－異機種混合

DAS環境でのRAIDWatch
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１．２　特徴

イントロダクション

３．３．３．３．３．スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン /アウトオブバンドアウトオブバンドアウトオブバンドアウトオブバンドアウトオブバンド（（（（（on Host）））））インストールインストールインストールインストールインストール：：：：：

この方法でインストールすると、集中管理ユーティリティやイベント通知なしに
RAID管理へアクセスできるようになります。RAIDWatchは、管理ステーション
と、アレイのハードドライブにインストールされているRAIDWatchのプログラム
間でのコマンドの交換を介してLAN経由でRAIDサブシステムにアクセスします。

※詳細は図 1-5をご参照ください。

ソフトウェアモジュール インストール

・管理センター：
　Root Agent+Configuration Client utility

モード　1

・RAID アレイ モード 3

・管理ステーション Java Runtime

表 1-2　ソフトウェアモジュール：Java Applet経由でのRAIDWatch接続

図　1-4　典型的なRAIDWatchの接続－　Appletモード

ソフトウェアモジュール インストール

・RAID アレイ モード 3

・管理ステーション Java Runtime

表 1-3：ソフトウェアモジュール：管理のみ

SAN環境でのRAIDWatch
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１．２　特徴

イントロダクション

ポイント

LDA-ASシリーズは、出荷時にこの形式で RAIDWatchを本体内にインストールして
います。

１．２．５　パスワードによる保護

RAIDWatchは、権限のないユーザーがディスクアレイシステムの構成を変更するの
を防ぐためにパスワードによる保護機能を搭載しています。パスワードセキュリ
ティ機能によって、それぞれのアクセスレベルに応じた正しいパスワードを入力し
なければいけないので、現在管理しているディスクアレイシステムに不正な変更を
行われる心配なしに、アレイの管理を行うことができます。

RAIDWatchの管理画面には、「Information（情報）」「Maintenance（メンテナンス）」「Configuration

（設定 /構成）」の３つのカテゴリに分かれる機能的なウィンドウへのアクセスを行うことのでき
る、３つのナビゲーションパネルがあります。レベル１のユーザは「Information」のみログイン
可能です。レベル２のユーザ（user）は「Maintemance」がログインしメンテナンスのタスクを行
うことが可能です。「Configuration」へは Administoratorのみアクセスできます。Administratorは
全てのウィンドウにアクセスすることができます。

　これら３つのレベルでアクセスするためのパスワードは C o n f i g u r a t i o n カテゴリにある
「Configuration Parameters」で設定する事ができます。

図 1-5：典型的なRAIDWatch接続：管理のみ

RAID上にインストールされたRAIDWatch
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１．３　概念の基礎

イントロダクション

１．３　概念の基礎

１．３．１　集中管理インストール：
（エージェントベース）

RAIDWatchが適切に機能するために、異なるソフトウェアモジュールは一定範囲
内のLANまたはWAN内にある異なるサーバとステーションに正しくインストー
ルしなければなりません。

1. RAIDWatchはRAIDサブシステムとファームウェアに組み込まれたRAIDエー
ジェント、または RAIDアタッチドサーバに手動でインストールされたエー
ジェントを使用して、コミュニケーションをとります。ネットワークに複数の
RAIDシステムがある場合、RAIDWatchはそれらのサーバまたはRAIDサブシ
ステムにインストールされたRAIDエージェントとコミュニケーションをとり
ます。

2. サーバをメイン管理サーバとして選択します。最初のインストールスキームを
使用してこのサーバにRAIDWatchをインストールした時、Configuration Client

とRoot Agentの二つの重要なモジュールが含まれます。Configuration Clientは
システムイベントの自動通知を可能にします。Root Agentは直接このサーバに
接続されていない複数のRAIDサブシステムとコミュニケーションをとります。

3. メイン管理サーバには、システム管理者がそのサーバからアレイを構成する必
要がある場合は Java Run-time Enviroment（JRE）をインストールしておく必要
があります。

4. 次ページの表 1-1では、これらのサーバにどのモジュールをインストールする
必要があるかを定義しています。

5. 特定のプラットフォームでの必要な条件についての更なる情報は、第 2章　セ
クション 3の「プラットフォームの必要条件」をご参照ください。
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表 1-1 RAIDWatchモジュールの必要条件

１．３．２　（ホストへの）単独インストール

RAIDベースのインストール手法の主な特徴は以下の通りです。　

・ 通常、RAIDサブシステムとインバンド接続を通してコミュニケーションを行う
「RAIDWatchのメインプログラム」と「RAIDエージェント」がインストールさ
れます。

・ RAIDWatchは Javaプログラムとして、RAIDアタッチドサーバ上で動作します。

スキーム　1
集中管理

全てのスキーム

スキーム２
ホスト単体
Stand-alone
on Host

スキーム3
サブシステム単体
Stand-alone on
Subsystem

Install Elements 集中管理サーバ
リモートブラウザ
ステーション

サーバw /
RAID直接接続
( In-band ）

RAID サブシステム
（Applet モード ）

Root Agent Yes

RAID Agents Yes Yes

RAIDWatch
Manager

Yes
RAIDWatchが動作している場
合はYes

Yes

Configuration
Client

Yes

JRE
RAIDWatchが動
作している場合
はYes

Yes Yes

Web Browser Yes Yes Yes

Web Server Yes 組み込み
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１．３　概念の基礎

イントロダクション

１．３．３　（サブシステムへの）単独インストール

RAIDベースのインストール手法の主な特徴は以下の通りです。　

・ RAIDWatch 2.0以降はアレイのハードドライブへのインストールをサポー
トしています。（アレイを構成する）それぞれのハードディスクドライブ内
のドライブ容量の一部分（256MB）は、分離してフォーマットされます。
インストールが始まると、RAIDWatchのメインプログラムは、自動的に予
約されていたスペースへ展開されます。

・ 自分が管理しているコンピュータへはRAIDWatchプログラムをインストー
ルする必要はありません。

・ アレイが二重化されたコントローラで管理されていれば、片方のコント
ローラに障害が発生したときに、管理インターフェースがもう片方のコン
トローラにフェイルオーバをすることができますので、システムへのアク
セスが阻害されることがありません。

・ その結果、RAIDサブシステムはwebブラウザ上で操作しているリモート
ステーションからアクセスすることができます。RAIDWatchは Javaアプ
レットモードで動作します。アプレットはリモードブラウザとRAIDサブ
システム間の接続が確立されたときに実行されます。Java仮想マシンに多
くの場合実装されているWebブラウザは、webサーバからアプレットを解
釈することができます。

・ コントローラのファームウェアはHTTPサーバにエンベッドされています。
一度適切に配置されれば、コントローラとサブシステムのイーサネット
ポートはHTTPサーバのように機能します。
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第２章　インストール

第２章　インストール

本章では RAIDWatchに必要な条件とインストール手順についてご説明します。
本章内は、以下の各節によって構成されています。

◆システム必要条件システム必要条件システム必要条件システム必要条件システム必要条件　－セクション２．１

２ .１．１　RAID Watchが動作するコンピュータ
２ .１．２　RAID Watchマネージャが動作するローカルクライアント

◆RAIDチャートチャートチャートチャートチャート　－セクション２．２

◆プラットフォームの必要条件プラットフォームの必要条件プラットフォームの必要条件プラットフォームの必要条件プラットフォームの必要条件　－セクション２．３

２ .３．１　プラットフォームの制限事項
２ .３．２　Windowsのプラットフォーム

◆ソフトウェアのセットアップソフトウェアのセットアップソフトウェアのセットアップソフトウェアのセットアップソフトウェアのセットアップ

２ .４．１　はじめる前に
２．４．２　RAID Watchのインストール
２．４．３　ソフトウェアコンポーネントのインストール
２．４．４　（ホストまたはサブシステムへの）単独でのインストール

◆プログラムアップデートプログラムアップデートプログラムアップデートプログラムアップデートプログラムアップデート　－セクション２．５

◆インバンドインバンドインバンドインバンドインバンド SCSI　－セクション２．６

２ .６．１　インバンド SCSIの概念と役割
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2．１　システム必要条件

インストール

２．１　システム必要条件
RAIDWatchのインストールに最低限必要なハードウェアとソフトウェアの条件は
以下の通りです。

２ .１．１　RAIDWatchが動作するコンピュータ

◆Windows 2000/XP/2003が稼動しているPentiumまたはそれ以上に準拠（または
同等の）パソコン

このコンピュータは、集中管理センターとして選択されます。管理センターは、最
初のインストールスキーム（集中管理）を使用して RAIDWatchがインストールさ
れたコンピュータで、Configuration Client utilityを使用します。

◆少なくとも１つのRS-232Cポートがあること（電話回線を使用しての遠隔イベ
ント通知を希望する場合）

◆ヘイズ社のコンパチブルモデム（ポケットベルや電話、携帯電話でのイベント
通知を希望する場合）または、FAX/モデム（FAXによるイベント通知を希望
する場合）。[注：FAXコマンドは class 2.0のサポートのみです）

◆Windows への *SNMPサービス（SNMP遠隔管理を希望する場合）
－本機能は未サポートとなっております。

◆Windows版 Windowsメッセージ（MAPI）（ポケットベルまたは FAX通知が必
要な場合）
－本機能は未サポートとなっております。

◆Windows への*NetBEUIのサポート（ネットワークブロードキャストサポート
通知が必要な場合）
－本機能は未サポートとなっております。

２ .１．２　RAIDWatch マネージャが動作するローカル
クライアント

◆Windows 2000/XP/2003が稼動しているPentiumまたはそれ以上に準拠（または
同等の）パソコン

◆Windows向けSNMPサービス（SNMPエージェントがWindows環境にある場合）
－本機能は未サポートとなっております。

◆Windows 2000/XP/2003用Windows Messaging（MAPI）（ポケットベルまたは
FAX通知が必要な場合）
－本機能は未サポートとなっております。

◆Windows へのNetBEUIのサポート（ネットワークブロードキャストサポート
通知が必要な場合）が絶対に必要です。詳細についてはWindowsのドキュメ
ントをご参照ください。
－本機能は未サポートとなっております。
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2．2　RAIDチャート

インストール

２．２　RAIDチャート

RAIDWatchとその多様なエージェントモジュールをインストールする前に、それら
の RAIDシステムについて計画を立てることはユーザにとって非常に重要です。
ローカルまたはリモートワークステーションからシングル RAIDを操作している
ユーザは、このセクションは飛ばしてかまいません。複数のRAIDを使用するユー
ザには、既存のRAIDシステムを計画するためのガイドラインを提供している表2-

1内で情報を示します。

表 2-1　RAIDチャートテーブル

◆ ID/名前名前名前名前名前　 －ユーザ指定；IDまたは名前には固有の識別ラベルをつけます。

◆場所場所場所場所場所 － 特定の地理的な参照先（例：本部、ビルディング 3、機械室 100、等）

◆OS － 特定のシステム中で動作しているオペレーションシステム

◆ IP アドレスアドレスアドレスアドレスアドレス－ 使用可能な場合

◆役割役割役割役割役割 － RAIDの運用に関して、特定のシステムで実現する目的

◆インターネットケーブルインターネットケーブルインターネットケーブルインターネットケーブルインターネットケーブル－ サーバがインターネットサーバの場合は「はい」と
なります。ワークステーションがブラウザを経由してRAIDシステムを管理する
場合は、そのブラウザソフトウェアの名前とバージョンを記入してください。

RAID システム RAID システム 1 RAID システム 2 RAID システム 3

ID / Namee 例 例 ・・・

場所所 HQ ストレージ ・・・

OSS Win 2000 非適用 ・・・

IP アドレスス 205.163.164.111 xxx.xxx.xxx.xxx ・・・

役割割 集中管理センター Storage pool ・・・

インターネットケーブルル はい いいえ ・・・
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2．3　プラットフォームの必要条件

インストール

２．３　プラットフォームの必要条件

RAIDWatch 2.0はWindowsオペレーションシステムのサーバ製品群（RAID管理
ホストまたはWebサーバ）とクライアント管理ステーション（RAIDWatchマネー
ジャ ワークステーション）の両方をサポートしています。ただし、Javaのサポー
トは、それぞれのOSにインストールされた Java Runtimeに依存します。このセ
クションでは、使用しているOSに依存して選択する必要のあるステップについて
ご説明します。

２．３．１　プラットフォームの制限事項

Windows XP/2000環境下では Javaのインストールプログラムは installshield.jarの
みサポートします。

◆ Netscape 4.5以降

◆ Internet Explorer 6.0以降

２．３．２　Windowsプラットフォーム

RAID WatchはWindows 2000をサーバとして、Windows XP/2000/2003をワーク
ステーションとしてサポートします。

ステップステップステップステップステップ 1 .

Window環境で環境で環境で環境で環境でNetscapeを使用するために、を使用するために、を使用するために、を使用するために、を使用するために、以下の以下の以下の以下の以下の stringを追加してください。を追加してください。を追加してください。を追加してください。を追加してください。

追加する string

user_pref(“igned.applets.codebase_principal_support”， true);

to

C:¥Winnt¥profiles¥<username>

(Windows NT or Windows 2000)

or

 C:¥WINDOWS¥Profiles¥<username>

 (for Windows XP/2003)

ステップステップステップステップステップ 2．．．．．SNMPサービスサービスサービスサービスサービス

Windows では（SNMPエージェントがWindows 環境にある場合は）、SNMP

サービスは必ず使用できなくてはなりません。

Windowsのコントロールパネルから「サービス」を選択し、「SNMPサービ
ス」を有効にするか、インストールしてください。この方法については
Windowsのドキュメントをご参照ください。
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2．3　プラットフォームの必要条件

インストール

ステップステップステップステップステップ 3．．．．．　　　　　MAPI for Windows

Windows には（Windows 環境下でFAXまたはE-mailによる通知が必要な場
合）、Windows Messaging（MAPI）は必ず使用できなければなりません。詳
細についてはWindowsのドキュメントをご参照ください。

ステップステップステップステップステップ 4 ．．．．．NetBEUIサポートサポートサポートサポートサポート

Windows 200/XP/2003では（ネットワークブロードキャストサポート通知が
必要な場合）、Windows NetBEUIが必ず使用できなくてはいけません。詳細
についてはWindowsのドキュメントをご参照ください。
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2．4　ソフトウェアのセットアップ

インストール

２．４　ソフトウェアのセットアップ

このセクションでは、システムにRAIDWatchをインストールする方法について説
明します。セットアップ手順に入る前に、「はじめる前に」のセクションをご一読
ください。

２．４．１　はじめる前に

インストールをはじめる前に、以下に記す注釈のリストをご一読ください。

・ TCP/IPプロトコルが必ずインストールされサーバに割り当てられた有効なIPア
ドレスで動かなければなりません。サーバは、リモートクライアントがブラウ
ザを使用してアレイにアクセスする集中管理ステーションとして使用すること
も、またはインバンドプロトコルを使用して RAIDシステムに接続することも
できます。

・ ディスプレイの解像度は 256色以上のモードでなければ幾つかの構成アイテム
を見ることができません。

・「システム必要条件」で示された最低限のハードウェアとソフトウェアの条件を
満たしていることを確認してください。

・ RAIDディスクアレイとコントローラは適切に設置されていることを確認してく
ださい。これらの設置方法についてはRAIDコントローラとサブシステムのド
キュメントをご参照ください。

・ 異なるOS環境下でのインストールと操作に備えて、「プラットフォームの必要
条件」のセクションで定められた指示に従ってください。

２．４．２　RAIDWatchのインストール

RAIDWatchをサーバと RAIDシステムにインストールには以下の手順に従ってく
ださい。

ステップステップステップステップステップ 1

ご使用のパソコンの CD-ROMドライブに付属の CD-ROMをセットしてく
ださい。

ステップステップステップステップステップ 2

他のプログラムが動いている場合はセットアッププロセスに進む前に終了
させておいてください。これはセットアップ中にシステムエラーが起こる
可能性を最低限にするためです。

ステップステップステップステップステップ 3

RAIDWatchインストールプログラムは、本製品付属のCD-ROMに含まれて
います。インストールプログラムを起動すると、オートランスクリーンが
現れます。
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2．4　ソフトウェアのセットアップ

インストール

ステップステップステップステップステップ 4　　　　　
インストールをはじめるにあたって、画面右側にあるサポートするプラット
フォームをクリックしてください。

ステップステップステップステップステップ 5

インストールシールドが起動すると、図2-3で示される画面が表示されます。
（インストールを行っている）サーバまたはワークステーションに Java

Runtime（1.4.2以降）が用意されていない場合は、自動的にインストールし
ます。このインストール手順については画面の指示に従ってください。

ステップステップステップステップステップ 6

RAIDWatchのインストールを進めるために、画面の「Next」ボタンをクリッ
クしてください。インストールを中止したい場合は「Stop」ボタンをクリッ
クします。

図 2-1：付属CD初期画面

図 2-2：プラットフォーム画面
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ステップステップステップステップステップ 7

License Agreementの画面が表示されます。内容をご確認の上、「Accept」ボ
タンをクリックしてください。

図 2-3Install Shield 起動画面

ステップステップステップステップステップ 8

インストールオプションを次の 3つの中から選択するウィンドウが表示さ
れます。

◆ Centrized Management（（（（（集集集集集中中中中中管管管管管理理理理理）））））　－　このオプションを選択すると、
管理センターとして選択されたコンピュータ上に、必要なドライバとと
もに RAIDWatch GUI/Root Agent/RAID Agent/Configuration Client ユー
ティリティをインストールすることが許可されます。

図 2-4使用権許諾画面

（本機能は未サポートとなっております）
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◆ Stand-alone（（（（（on Host）））））（（（（（（（（（（ホホホホホススススストトトトトへへへへへののののの）））））単独インストール）単独インストール）単独インストール）単独インストール）単独インストール）－
このオプションを選択すると、ローカルコンピュータに、直接RAIDサブ
システムを接続しているサーバのためのインバンドドライバと
RAIDWatch GUIがインストールされます。

◆ Stand-alone（（（（（on Subsystem）））））（（（（（（（（（（サササササブブブブブシシシシシススススステテテテテムムムムムへへへへへののののの））））））））））単独インストール単独インストール単独インストール単独インストール単独インストール－
このオプションを選択すると、コントローラ/サブシステムに直接GUIが
インストールされます。サブシステムは、ファームウェアに埋め込まれ必
要なRAIDエージェントが搭載されています。RAIDサブシステムはGUI

ファイルを保存しておくためにリザーブスペースと呼ばれるフォーマット
されたディスクスペースを一部使用します。このモードでインストールを
行うと、RAIDWatchはリモートブラウザ経由で、サブシステムのイーサ
ネットポートに割り当てられたIPアドレスへのアクセスを開始すること
ができます。

（サブシステムへの）インストールを選んだ場合、ユーザはRAIDWatchプ
ログラムに接続するためにwebブラウザを使用する必要があります。こ
れを実行するためには、webブラウザが起動し、コントローラ /サブシス
テムの IPアドレスを入力する必要があります。それによってRAIDWatch

プログラムへアクセスし、ストレージのアレイを管理することができるよ
うになります。

２．４．３　ソフトウェアコンポーネントのインストール

RAIDWatchは 2つの異なるサーバへ重複して自身の管理ユーティリティのインス
トールを可能にします。これは、何らかの理由により片方のサーバに障害が発生し
たり電源がOFFになったりする場合に、空白の時間を作ることを防ぎます。他のコ
ンピュータをマスタかスレーブのホストとして選択した場合、RAIDWatchは手動で
そのコンピュータにインストールしなければいけないことに留意してください。

図 2-5 インストールオプション
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RAIDWatchはインストール中にコンポーネントを選択することができますが、特
に理由がない限り、デフォルトでのインストールをお勧めします。

図 2-6　インストールオプション

必要な場合は、追加のコンポーネントにチェックを入れ「Next」ボタンをクリッ
クしてインストールを進めてください。

図 2-7　オプションのコンポーネント



-35-

RAIDWatch ユーザーズガイド

2．4　ソフトウェアのセットアップ

インストール

ステップステップステップステップステップ 5

インストールが実行され、進行状況がパラメータ表示されます。（中止したい場合
は「Stop」ボタンをクリックします。）

ステップステップステップステップステップ 6

ソフトウェアが正常にインストールされると、その旨のメッセージが表示されます。
「OK」ボタンをクリックしてください。

図 2-8　インストール中画面

図 2-9　インストール終了画面
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２．４．４　（ホストまたはサブシステムへの）単独での
インストール

ステップステップステップステップステップ 7

図2-10を参考に、画面内のテキストボックスにIPアドレスまたはコントローラの
ホスト名とパスワードを入力します。コントローラのデフォルト値は空白となっ
ていますので、RAIDWatchで構成する必要があります。

IP（またはホスト名）とコントローラのパスワードを入力したら、「Next」ボタン
をクリックします。

図 2-10　IPとコントローラのパスワード入力画面
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ステップステップステップステップステップ 8

インストールが実行され、進行状況がパラメータ表示されます。（中止したい場合
は「Stop」ボタンをクリックします。）

ステップステップステップステップステップ 9

アプレットのコンポーネントがインストールされると、終了の画面が表示されます
ので「OK」ボタンをクリックしてください。

図 2-11　インストール中画面
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ステップステップステップステップステップ 10

すぐに RAIDWatchマネージャにアクセスしたい場合は、webブラウザを起動し、
関連するファイル名とともに、インストール時に使用した IPアドレスを入力して
ください。

コントローラからRAIDWatchマネージャを起動するには、webブラウザのアドレ
スパーに以下のように入力してください。

http://www.xxx.yyy.zzz

また、

www.xxx.yyy.zzz は、インストール時に入力した IP addressです

図 2-12　インストール終了画面
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２．５　プログラムのアップデート

プログラムがアップデートされた場合は弊社ホームページより公開いたします。詳しくは弊社
ホームページをご参照ください。

http://www.logitec.co.jp
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２．６　インバンド SCSI

２．６．１　インバンドSCSIの概念と役割

今日、デバイスのモニタリングや管理のために多くの外付け機器がホストコンピュー
タとのコミュニケーションを必要としています。このコミュニケーションは通常RS-

232Cポートやイーサネットなどのアウトオブバンド接続で行われてきました。

その代わりとなるコミュニケーションが、インバンドSCSIです。インバンドSCSI

は設定のためのコマンドをサポートされたSCSIコマンドに転送し、それらを使用
して、機器が備えているSCSIまたはファイバホスト接続経由でRAIDアレイとコ
ミュニケーションを行います。コントローラにとっては、RS-232C 接続で、
RAIDWatch等のソフトウェアを使用してホストコンピュータをコミュニケーショ
ンを行う事が今までの手段でした。インバンドSCSIを使用すれば、RS-232Cやホ
スト接続の代わりにインバンドSCSIを使用できますので、システムインテグレー
タはより柔軟性を持つことになります。

インバンドプロトコルを使用するには幾つかの制限事項があります。ホストから
RAIDコントローラ /サブシステムを確認するためには、少なくともひとつの論理
ドライブが存在し、ホスト IDまたは LUNがマッピングされてなくてはいけませ
ん。そうでなければ、RAIDコントローラ /サブシステム自身がホストコンピュー
タから周辺デバイスとして認識されるように構成されてなくてはいけません。
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第３章　Configuration Client オプション

この章ではRAIDWatchの構成オプションについて説明します。RAIDWatchではユーザーが構
成することができる項目がたくさんあります。その中には、Root AgentとRAID Agentの関係
やイベント通知に関してのオプションも含まれます。

◆The Configuration Client Utility　－セクション３．１

３．１．１ Windowsを使用する－集中管理ステーションにインストールされた Con-

figuration Client

◆Configuration Clientの機能的なパネルとの機能的なパネルとの機能的なパネルとの機能的なパネルとの機能的なパネルとGUIスクリーンスクリーンスクリーンスクリーンスクリーン　－セクション３．２

３．２．１　GUIスクリーンの構成

◆Root Agentの構成の構成の構成の構成の構成　－セクション３．３

３．３．１　Root Agentの設定
３．３．２　Root Agentログの設定

◆イベント通知設定イベント通知設定イベント通知設定イベント通知設定イベント通知設定　－セクション３．４

３．４．１　通知機能を有効にする
３．４．２　SNMPトラップ設定
３．４．３　Eメール設定
３．４．４　LANブロードキャスト設定
３．４．５　FAX設定
３．４．６　ICQ設定
３．４．７　MSN設定

◆イベントの重要度に応じたレベルイベントの重要度に応じたレベルイベントの重要度に応じたレベルイベントの重要度に応じたレベルイベントの重要度に応じたレベル　－セクション３．５

３．５．１　レベル 1　
３．５．２　レベル 2

３．５．３　レベル 3

◆イベントログ画面イベントログ画面イベントログ画面イベントログ画面イベントログ画面
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３．１　The Configuration Client Utility

３．１．１　Windowsを使用する－集中管理ステーショ
ンにインストールされた Conf igu ra t ion

Client

第2章で説明したインストール中に集中管理オプションを選択した場合、エージェ
ントと Configuration Client Utilityに関連した Root Agentドライバがコンピュータ
上にインストールされます。多数のRAID環境における集中管理は、Configuration

Client Utilityを通して行います。

Configuration Client インターフェースにアクセスするには以下をご参照ください。

RAIDWatch GUIがインストールされているディレクトリを開いてください。デ
フォルトでインストールした場合ディレクトリは

C:¥PROGRAM FILES¥Infotorend.inc¥RAID GUI Tools¥

になります。

W i n d o w s を使用している場合は「スタート」－「プログラム」と選択して
「Infotrend.inc」を選択して「Configuration Client」を起動します。

図 3-1　起動ディレクトリ

ステップステップステップステップステップ 1

「Configure」を選択すると、Configuration Client ウィンドウが表示されます（図
3-2参照）。ユーザは以下のアイテムを構成することができます。

・Root Agent（管理的な設定）

・通知の構成オプション
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図 3-2 Configuration Client ウィンドウ
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Configuration Client オプション

３．２　Configuration Clientの機能的なパネルとGUIスク
リーン

３．２．１　GUIスクリーンの構成

図 3-3　使用可能な冗長オプション

コマンドメニューコマンドメニューコマンドメニューコマンドメニューコマンドメニュー：：：：：
Fileコマンドには「Add Host」と「Exit」があります。「Add Host」コマンドはRoot

Agentトホストと接続します。Root Agentホストとは管理センターとして選択さ
れているものです。Root Agentは異なるアレイへのアクセスに使用されている複
数の RAIDAgentを管理することができます。Root Agentの IPアドレスに接続す
ることにより、従属しているRAIDが管理センターで管理されるようになります。

Helpコマンドは現在のソフトウェアのバージョンを表示します。

ツールバーボタンツールバーボタンツールバーボタンツールバーボタンツールバーボタン
以下のツールバーボタンの説明では、左から右へ説明します。

「「「「「Open Bookmark File」」」」」ボタンボタンボタンボタンボタン
複数のアレイを同時に監視しなければならない環境で、このボタンは、以前に保
存した（Root AgentとRAID Agent経由で）複数のアレイへアクセスしたプロファ
イルを開きます。

「「「「「Save Bookmark File」」」」」ボタンボタンボタンボタンボタン
このボタンは、（ナビゲーションパネルで表示されているような）現在接続してい
るプロファイルをファイルとしてご使用のコンピュータのシステムドライブに保
存するときに使用します。このボタンを押すとファイルパスのダイアログボック
スが表示されます。

「「「「「Connect Root Agent Server」」」」」ボタンボタンボタンボタンボタン
監視をはじめる時や、手動で接続が解除された場合に、このボタンを押すと
RootAgentサーバに接続されます。

Root Agentの IPアドレスは Configuration Client Utilityをインストールしたコン
ピュータの IPアドレスとなります。

コマンドメニュー

ツールバーボタン

ナビゲーションパネルの
コネクションビュー



-45-

RAIDWatch ユーザーズガイド

3．2　Configuration Clientの機的なパネルとGUIスクリーン

Configuration Client オプション

「「「「「Disconnect Root Agent Server」」」」」ボタンボタンボタンボタンボタン
このボタンを押すと、Root Agentサーバとの接続を解除します。

Connection View Navigation パネルパネルパネルパネルパネル
このパネルでは、複数の異なる RAID Agentサーバへの現在の接続について表示し
ます。

パネル内でRoot Agentアイコンを右クリックすると、コマンドメニューが表示され
ます。

図 3-4：接続：右クリックメニュー

このコマンドメニューからは、Root Agentの登録を削除したり、現在の接続状態か
ら、接続 /解除 /リフレッシュできます。Connection Viewはアレイの電源ON/OFF

を反映します。また、自動的に状態の変更を促します（例：管理下の接続が解除さ
れていたアレイが再接続された場合等）

Module Configuration

「Module Config」パネルは、多様な通知方法の作成または修正を行うことができる
プルダウンメニューを含みます。また、ここからは、管理者の設定と、管理者が常
にアレイの状態を監視できるように設定する事ができます。

図 3-5 実行可能な管理者のオプション

Module Config パネルからは 8つの設定可能な項目へのアクセスできます。それぞ
れの項目には 2つ以上の設定オプションが含まれます。そのうちの 6つは、通知方
法（障害が発生したときのユーザーへの通知方法）の設定に関するものです。全て
の設定オプションはCorrent Valueフィールドでダブルクリックをすると修正するこ
とができます。
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３．３　Root Agent の構成
　

Root agentを設定するには「Configuration Client」スクリーン右側の「Module Config」を選択し
てください。

３．３．１　Root Agentの設定

図 3-6は「Root Agent Setting」オプションを示しています。

図 3-6 Root Agent Setting

◆ Administrator Password

ここでは、管理者のパスワードを設定する事ができます。
デフォルトのユーザ名とパスワードは root/rootです。

このパスワードは RAIDWatch管理プログラムを起動する際の「Configuration」
ログインのパスワードの設定とは異なることにご注意ください。

◆Guest Password

Configuration Client Utilityを使用して、現在管理されている RAIDアレイの状
態を確認するためにユーザがゲストとしてログインできるようにするときに選
択します。

RAID Agentににににに IPを追加するを追加するを追加するを追加するを追加する
（（（（（Root Agentと複数のと複数のと複数のと複数のと複数のRAIDアレイを関連付ける）アレイを関連付ける）アレイを関連付ける）アレイを関連付ける）アレイを関連付ける）

RAIDAgentは、RAIDWatchまたはConfiguration ClientユーティリティがRAIDサ
ブシステムとコミュニケーションを行うために使用するサブモジュールです。複
数の RAID AgentはRoot Agentと関連付けることができます。RAID Agentは、こ
れらのアレイに何か異常があったときにシステム管理者がシステムの警告通知を
受けられるように、関連付けを要約して Configuration Clientに送ります。
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ステップステップステップステップステップ 1

GUIスクリーンの右下に、Root Agentによって現在管理されているRAID Agentが
リストアップされます。

ステップステップステップステップステップ 2

RAID Agentを追加または削除する場合は、Root Agentプルダウンリストの横にあ
る「Create」ボタンをクリックして、「Add Monitor Controller」プロンプトを表示
させます。

ステップステップステップステップステップ 3

Root Agentで確認したいアレイの IPアドレスを入力し、「OK」ボタンをクリックし
てプロセスを終了します。

図 3-7 RAID Agent IPの追加

３．３．２　Root Agent ログ の設定

管理者が常に管理下にあるアレイの状態の通知を受けるには以下の手段を用います。
図 3-8に示されるように正しく設定を行うと、Root Agent ログは、管理下にあるア
レイに起こったイベントのログを、全ての時間で管理者が受け取れるようにします。

Root Agent ログの設定方法

ステップステップステップステップステップ 1

Status フィールド内のCurrent Valueフィールドをダブルクリックして、「Enable」を
選択します。

ステップステップステップステップステップ 2

管理者にイベントログの E-mailが届くように、SMTPサーバの IPアドレスの設定
をします。

ステップステップステップステップステップ 3

送信側のアドレスに有効なメールアドレスを設定し、受信者側のメールアドレスに
管理者の E-mailアドレスを設定します。

ステップステップステップステップステップ 4

管理者がどれくらいの頻度でイベントログ通知を受け取るか、送信間隔（時間）を
決めます。
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図 3-8：　ルートエージェントログ設定
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Configuration Clientの通知方法の通知方法の通知方法の通知方法の通知方法（（（（（※※※※※）））））

※弊社では、イベント通知の設定に関しては E-Mailのみのサポートとなります。

Configuration Clientは通知を行うのに次の方法を使用します；SNMPトラップ、E-

mail、LANブロードキャスト、Fax、ICQ、MSNメッセンジャー。Faxへの接続な
ど、いくつかの通知方法は、Configuration Clientがプラットフォームに使用してい
るサーバがWindows MAPIをサポートしてなければいけません。

イベント通知の設定を行うには、GUIスクリーンの右側から「Module Config」を
選択してください。プルダウンメニューをスクロールして、多様な通知方法の作成
や修正ができるようになります。

プルダウンメニューには7つの通知方法があります。イベント発生時にRAIDマネー
ジャに通知すする 6つの異なった方法（Fax、ブロードキャスト、E-mail、SNMPト
ラップ、ICQ、MSNメッセンジャー）に加え、それらの通知方法を使用して、イベ
ントの重要度を知らせることもユーザによって設定可能です（*）。

FAX通知を使用するためには、メイン管理ステーションでモデムのパラメータを正
しく設定しなくてはいけません。NTサーバを使用している場合は、その通知方法を
機能させるために、Windows MAPIサービス、モデム、FAXが準備され、動作して
いなければなりません。イベント通知を使用しない場合は、このステップはスキッ
プしてください。

はじめる前にはじめる前にはじめる前にはじめる前にはじめる前に：イベントの重要度レベル

ユーザーは、全ての通知方法で、重要度を示すパラメータ（1,2,3）を選択しなけれ
ばなりません。パラメータは、受信者に通知するイベントの重要度のレベルを決定
します。

1. 全ての重要度のレベル

2. 2つのレベル：注意と警告

3. 最も重大な警告：警告のメッセージ

３．４．１　通知機能を有効にする

全ての通知設定を適切に行ったら、忘れずに「Status」フィールドにある、「Current

Value」フィールドをダブルクリックして、それぞれの通知手法を有効（Enable）に
してください。

３．４　イベント通知設定

図 3-9 通知手法を有効にする
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３．４．２　SNMPトラップ設定
（本機能は未サポートとなっております）

受信側受信側受信側受信側受信側

クライアントが SNMPトラップを受ける（Listen）ための設定
ステップステップステップステップステップ 1： Module Config スクリーンの右上にある「Create」ボタンをクリッ

クしてください。
ステップステップステップステップステップ 2：：：：：「Add reciever」プロンプトが表示されます。SNMPエージェント

の IPアドレスを入力すると、トラップ通知を受けられるようにな
ります。

ステップステップステップステップステップ 3：：：：： SNMPエージェントに送るために、イベントの需要度のレベルを
選択します。

ステップステップステップステップステップ 4：：：：： さらに SNMPエージェントを追加するために、この手順を繰り返
します。

図 3-10 SNMPトラップの設定

送信側送信側送信側送信側送信側

Module Configウィンドウから
ステップステップステップステップステップ 1：：：：： プルダウンリストから SNMP trapを選択します。
ステップステップステップステップステップ 2：：：：： SNMPトラップ通知を有効にするために、Statusの列のCurrent Value

フィールドでダブルクリックし、「Enable」を選択します。
ステップステップステップステップステップ 3：：：：： 受信者側のステーションに送られるイベントの重要度のレベルを選

択します。
ステップステップステップステップステップ 4：：：：： SNMPトラップを配信するために使用する有効な出力ポート IPを規

定します。

通常、Root Agentによって検索されるデフォルトの IPは十分に確保されています。
2つ以上のイーサネットポートを装備している場合は、設定を行うためにダブルク
リックしてください。
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３．４．３　E-mail設定

受信側受信側受信側受信側受信側

E-mailでの通知を受けるために、E-mailアドレスの設定を行います。
ステップステップステップステップステップ 1：：：：： Module Configスクリーンの右上にある「Create」ボタンをクリック

します。
ステップステップステップステップステップ 2：：：：：「Add recipient」のプロンプトが表示されます。E-mail通知を受ける

アドレスを入力してください。
ステップステップステップステップステップ 3：：：：： 受信者のE-mailアドレスに送られるイベントの重要度のレベルを選

択して「Create」ボタンをクリックしてください。
ステップステップステップステップステップ 4：：：：： 更に E-mailアドレスを追加する場合は、この手順を繰り返します。

　図 3-12　E-mail設定

送信側送信側送信側送信側送信側

「Module Config」ウィンドウで、
ステップ 1： プルダウンリストから E-mailの設定を探します。
ステップ 2： E-mail通知を可能にするため、「Status」列の「Current Value」フィー

ルドをダブルクリックします。
ステップ 3： 受信者側のステーションに送られるイベントの重要度のレベルを選択

します。
ステップ 4：「Current Value」フィールドをダブルクリックして、（送信に付けられ

る）サブジェクト名を入力します。
ステップ 5： E-mailが送られる SMTP メールサーバを設定してください。
ステップ 6： 送信者のアドレスとして、有効なE-mailアドレスを設定してください。

　図 3-13 E-mail設定
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３．４．４　LANブロードキャスト設定
（本機能は未サポートとなっております）

受信側受信側受信側受信側受信側

ブロードキャストメッセージを受信するために、コンピュータの設定をします。
ステップステップステップステップステップ 1：：：：：「Module Config」スクリーンの右上にある「Create」ボタンをクリッ

クします。
ステップステップステップステップステップ 2：：：：：「Add receiver」プロンプトが表示されます。構成しているネット

ワーク上にあるステーションの IPアドレスを入力してください。
ステップステップステップステップステップ 3：：：：： 受信側のステーションに送られるイベントの重要度のレベルを選択

してください。
ステップステップステップステップステップ 4：：：：： 受信者を更に追加する場合は、この手順を繰り返します。

メッセージの送信のためには、集中管理ステーションのNETBUESとTCP/IPサー
ビスが有効でなければいけない点をご留意ください。

　図 3-14　Broadcast Settings

送信側送信側送信側送信側送信側

「Module Config」ウィンドウで、
ステップステップステップステップステップ 1：：：：： プルダウンリストから「Broadcast」の設定を探します。
ステップステップステップステップステップ 2：：：：： LANブロードキャストを有効にするため、「Status」列にある、

「Current Value」フィールドをダブルクリックします。
ステップステップステップステップステップ 3：：：：： 受信ステーションに送信するイベントの重要度レベルを選択します。

　図 3-15　ブロードキャスト設定
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３．４．５　FAX設定
（本機能は未サポートとなっております）

受信側受信側受信側受信側受信側

FAXでイベントの通知を受けるようにするためには：
ステップステップステップステップステップ 1：：：：：「Module Config」スクリーンの右上にある「Create」ボタンをクリッ

クします。
ステップステップステップステップステップ 2：：：：：「Add receiver」プロンプトが表示されます。イベント通知を受ける

ファクシミリの電話番号を入力します。
ステップステップステップステップステップ 3：：：：：「Outside（外線）」のダイヤルアウト番号を入力します。
ステップステップステップステップステップ 4：：：：：「Delay Second（待機時間）」を入力します。
ステップステップステップステップステップ 5：：：：： FAXで送られるイベントの重要度のレベルを入力します。
ステップステップステップステップステップ 6：：：：： 受信側を追加する場合は、この手順を繰り返します。

　図 3-16 FAX設定

送信側送信側送信側送信側送信側

「Module Config」ウィンドウで、
ステップステップステップステップステップ 1：：：：： プルダウンリストから「Fax」の設定を探します。
ステップステップステップステップステップ 2：：：：： FAX通知を有効にするため、「Status」列にある、「Current Value」

フィールドをダブルクリックします。
ステップステップステップステップステップ 3：：：：： 受信ステーションに送信するイベントの重要度レベルを選択します。
ステップステップステップステップステップ 4：：：：：「Fax device」の列に現在使用可能なファクシミリが表示されます。

Windowsのコントロールパネルで、適切に設定されていることをご
確認ください。

ステップステップステップステップステップ 5：：：：：「Queue size」では、単独のFAX転送で送られるイベントの蓄積数を
決定します。

　図 3-17　ブロードキャスト設定
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３．４．６　ICQ設定
（本機能は未サポートとなっております）

受信側受信側受信側受信側受信側

通知メッセージを受けるために ICQコンタクトの設定をするには、
ステップステップステップステップステップ 1：：：：：「Module Config」スクリーンの右上にある「Create」ボタンをクリッ

クします。
ステップステップステップステップステップ 2：：：：：「Add receiver」プロンプトが表示されます。イベントメッセージを

受ける窓口となる ICQユーザ名を入力します。
ステップステップステップステップステップ 3：：：：： 受信ステーションに送信するイベントの重要度レベルを選択します。
ステップステップステップステップステップ 4：：：：： 更に受信者を追加する場合は、この手順を繰り返します。

　図 3-18 ICQ設定

送信側送信側送信側送信側送信側

「Module Config」ウィンドウで、
ステップ 1： プルダウンリストから「ICQ」の設定を探します。
ステップ 2： ICQ通知を有効にするため、「Status」列にある、「Current Value」

フィールドをダブルクリックします。
ステップ 3： 受信側のステーションに送信するイベントの重要度レベルを選択し

ます。
ステップ 4： ICQへのログイン IDを入力します。
ステップ 5： ICQへのログインパスワードを入力します。

　図 3-19　ICQ設定
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３．４．７　MSN設定
（本機能は未サポートとなっております）

受信側受信側受信側受信側受信側

メッセージの通知を受けるためにMSNメッセンジャーのアドレスを設定するには：
ステップステップステップステップステップ 1：：：：：「Module Config」スクリーンの右上にある「Create」ボタンをクリッ

クします。
ステップステップステップステップステップ 2：：：：：「Add receiver」プロンプトが表示されます。イベントメッセージを受

ける窓口となるMSNアカウントを入力します。
ステップステップステップステップステップ 3：：：：： 受信側に送信するイベントの重要度レベルを選択します。
ステップステップステップステップステップ 4：：：：： 更に受信者を追加する場合は、この手順を繰り返します。

図 3-20 MSN Messenger 設定

送信側送信側送信側送信側送信側

「Module Config」ウィンドウで、
ステップ 1： プルダウンリストから「MSN Messenger」の設定を探します。
ステップ 2： MSN通知を有効にするため、「Status」列にある、「Current Value」

フィールドをダブルクリックします。
ステップ 3： 受信側のステーションに送信するイベントの重要度レベルを選択します。
ステップ 4： 正しいユーザ名を入力て、MSNで正しくコンタクトができるように

します。
ステップ 5： 正しいパスワードを入力します。

図 3-21  MSN Messenger 設定
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３．５ イベントの重要度レベル

RAID Watchはディスクアレイに起こったイベントを重要度に応じて3つのレベルに分
類しています。レベル1は、コントローラの初期化やリビルドプロセスの開始等、それ
ほど危機的ではない情報が含まれます。レベル2は、警告のメッセージの発信を必要と
するイベントが含まれます。レベル3は、もっとも深刻なレベルで、即座に注意を払う
必要のあるイベントが含まれます。以下に、各レベルでのイベントの例を示します。

３．５．１　レベル 1 （イベント例）

・コントローラの初期化の完了
（（（（（Controller Initialization Complete）））））

・リビルドの開始
（（（（（Rebuild Initiated）））））

・リビルドの完了
（（（（（Rebuild Complete）））））

・リビルドの失敗
（（（（（Rebuild Faild）））））

・論理ドライブの初期化の開始
（（（（（Logical Drive Initialization Started）））））

・論理ドライブの初期化の完了
（（（（（Logical Drive Initialization Complete）））））

・論理ドライブの初期化の失敗
（（（（（Logical Drive Initialization Failed）））））

３．５．２　レベル 2 （イベント例）

・SCSIターゲットがタイムアウトを選択しました
（（（（（SCSI Target Select Timeout）））））

・SCSIターゲットのフェーズ /信号エラー
（（（（（SCSI Target  Phase/Signal Error）））））

・SCSIターゲットが予期せずに接続解除されました
（（（（（SCSI Tatget Unexpected Disconnect）））））

・SCSIターゲットのネゴシエーションエラーです
（（（（（SCSI Target Negotiation Error）））））

・SCSIターゲットのタイムアウト
（（（（（SCSI Target Timed Out）））））

・SCSIターゲットのパリティエラー
（（（（（SCSI Target Parity Error）））））

・SCSIバスのリセットが行われました
（（（（（SCSI Bus Reset Issued）））））

・SCSIターゲット準備エラーです
（（（（（SCSI Target Not Ready Error）））））

・SCSIターゲットメディアエラーです
（（（（（SCSI Target Media Error）））））
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・SCSIターゲットハードウェアエラーです
（（（（（SCSI Target Hardware Error）））））

・SCSIターゲットユニットの警告です
（（（（（SCSI Target Unit Attention）））））

・SCSIターゲットが予期しない日付です
（（（（（SCSI Target Unexpected Sence Date）））））

・SCSIターゲットブロックの再割り当ての失敗
（（（（（SCSI Target Block Reassignment Failure）））））

・SCSIターゲットの予期しないデータオーバ /機能低下
（（（（（SCSI Target Unexpected Data Over / Underrun）））））

・SCSIドライブの識別不能なイベント
（（（（（Drive SCSI Unrecognized Event）））））

３．５．３　レベル 3 （イベント例）

・ドライブの障害（（（（（Drive Failure）））））
・電源供給の障害（（（（（Enclosure Power Supply Failure）））））
・冷却ファンモジュールの障害（（（（（Cooling Fan Module Failure）））））
・RAIDコントローラユニットの障害（（（（（RAID Controller Unit Failer）））））

注釈：
現在のバージョンはイベントの重要度をベースにした通知設定が組み込まれ
ています。
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３．６　イベントログ表示画面

RAID Agentの IPがRoot Agentに関連付けられたら、そのアイコンと名前が Conection

Viewパネルに表示されます。

Configuration Clientが起動してから発生したイベントをチェックするには、接続されて
いる RAIDをクリックします。

図 3-22 イベントログ表示画面

イベントログ画面はGUIスクリーンの右側に表示されます。ユーティリティが起
動する前に発生したイベントについては表示されない点をご留意ください。
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第４章　RAID Watchアイコン

　本章ではメイン構成画面のアクセス分類に使用しているアイコンについて説明します。

◆ ３種類のナビゲーションアイコン －セクション４．１

◆ アレイ情報アイコン －セクション４．２

◆ メンテナンスアイコン －セクション４．３

◆ 設定アイコン－セクション４．４

◆ イベントログアイコン －セクション４．５

４．１　３種類のナビゲーションアイコン

結合した結合した結合した結合した結合したRAIDアレイアレイアレイアレイアレイ

アレイ情報アレイ情報アレイ情報アレイ情報アレイ情報

エンクロージャー（筐体）ビュー
　
実行中のタスク

論理ドライブ情報

論理ボリューム情報

システム情報

統計

メンテナンスメンテナンスメンテナンスメンテナンスメンテナンス

論理ドライブ
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　物理ドライブ

設定設定設定設定設定

論理ドライブの作成

現在ある論理ドライブ

論理ボリュームの作成

現在ある論理ボリューム

ホストチャネル

ホスト LUNマッピング

設定パラメータ
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４．２　アレイ情報アイコン

Enclosure View

正常なドライブ

ドライブが失われた、または不良である

グローバルスペアドライブ

いずれのドライブアイコンも論理ドライブのメンバーであることや専用の
スペアドライブであることを表すために黒色とは異なった色で表示されま
す。黒色は新しいドライブまたは使用中のドライブのデフォルト時の色で
す。使用中のドライブとは、論理ドライブのメンバーとして使用されてい
るドライブのことです。

RAIDWatchは、サブシステムをコント
ローラ内にある製品ナンバーにより識
別し、パネルビュー画面でサブシステ
ムの正確な形を画像で示します。

Enclosure View画面で表示される表
示ランプは、実際のサブシステムの
リアパネルの表示ランプとまったく
同じです。

障害の発生したコンポーネントに対応する表示ランプが赤色に点滅した
ら、カーソルをエンクロージャーパネルに移動させ、カーソルをそこに
合わせると、そのコンポーネントの状態の要約が示されます。

空のトレイ；ディスクドライブがインストールされていない状態

実行中のタスク実行中のタスク実行中のタスク実行中のタスク実行中のタスク

サブシステムで実行中のタスクのタイプ
が表示されます。タスクステータスウィ
ンドウに表示されているアイコンは設定
状態をあらわします。

進行状況インジケータ
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論理ドライブ情報論理ドライブ情報論理ドライブ情報論理ドライブ情報論理ドライブ情報

論理ドライブ

パーティションで分けられた論理ドライブの
ボリュームは多くのセグメントに分割可能な
カラーバーとして表示されます。それぞれの
色の部分は構成されているアレイのパーティ
ションを示します。

論理ボリューム情報論理ボリューム情報論理ボリューム情報論理ボリューム情報論理ボリューム情報

論理ボリューム

パーティションで分けられた論理ボリューム
は多くのセグメントに分割可能なカラーバー
として表示されます。それぞれの色の部分は
構成されているボリュームのパーティション
を示します。

論理ドライブを表す、論理ボリュームのメンバー。異なる論理ドライブ
は、違う色を使用したアイコンで表示されます。

システム情報システム情報システム情報システム情報システム情報

電源モジュール

RAIDコントローラユニット

電流センサー

冷却ファン

I2Cバスで接続されているエンクロージャデバイス

パワーサプライ
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4.3 　メンテナンスアイコン

RAIDWatchアイコン

SAF-TE（SCSI bus）で接続されているエンクロージャデバイス

SES（Fibre link）で接続されているエンクロージャデバイス

ドライブトレイスロット

温度センサー

UPSデバイス

電圧センサー

４．３　メンテナンスアイコン

メンテナンスメンテナンスメンテナンスメンテナンスメンテナンス

このカテゴリは、論理ドライブ情報画面と同じアイコンを使用します。

４．４　設定アイコン

論理ドライブの作成論理ドライブの作成論理ドライブの作成論理ドライブの作成論理ドライブの作成

この画面は、論理ドライブ情報画面と同じアイコンを使用します。

現在ある論理ドライブ現在ある論理ドライブ現在ある論理ドライブ現在ある論理ドライブ現在ある論理ドライブ

構築済みのアレイ（論理ドライブ）

論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成

論理ドライブを表す、論理ボリュームのメンバー。異なる論理ドライブ
は、違う色を使用したアイコンで表示されます。

現在ある論理ボリューム現在ある論理ボリューム現在ある論理ボリューム現在ある論理ボリューム現在ある論理ボリューム
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4.4　設定アイコン

RAIDWatchアイコン

論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム

パーティションで分けられた論理ボリューム
は多くのセグメントに分割可能なカラーバー
として表示されます。それぞれの色の部分は
構成されているアレイのパーティションを示
します。

論理ドライブを表す、論理ボリュームのメンバー。異なる論理ドライ
ブは、違う色を使用したアイコンで表示されます。

論理ボリューム

チャネルチャネルチャネルチャネルチャネル

入出力チャネル

ホストホストホストホストホストLUNマッピングマッピングマッピングマッピングマッピング

論理ドライブ。異なる論理ドライブは、違う色で表示されます。

論理ボリューム

パーティションで分けられたアレイボ
リュームは多くのセグメントに分割可能
なカラーバーとして表示されます。それ
ぞれの色の部分は構成されているアレイ
のパーティションを示します。

　

設定パラメータ設定パラメータ設定パラメータ設定パラメータ設定パラメータ

画面にはアイコンは使用しません。
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4.5 　イベントログアイコン

RAIDWatchアイコン

４．５　イベントログアイコン

イベントメッセージイベントメッセージイベントメッセージイベントメッセージイベントメッセージ

重要度のレベル

通知メッセージ：ファームウェアから送られるコマンド処理されたメッ
セージ

注意のメッセージ：システムの障害

警告のメッセージ：即座に対応が必要なメッセージ

イベントタイプイベントタイプイベントタイプイベントタイプイベントタイプ

メッセージのタイプはサブシステムにより検出されます。イベントビューパネルには、
システム情報ウィンドウで使用されているのと同じアイコンを使用して特定のカテゴ
リを表すアイコンが表示されます
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パート 2 システムの管理にRAID Watchを使用する

パート2：システムの管理にRAIDWatch

を使用する

パート2では、RAIDWatchを使用して、システムをどのように管理・運用
していくかについて詳述します。パート２はRAIDの構築方法とI/Oチャネ
ルの設定の構成方法を説明し、ハードディスクの管理について説明します。
ハードディスクドライブの管理には、論理ドライブと論理ボリュームの作
成・削除・拡張・パーティションの作成が含まれます。別の章では、論理
ドライブ・論理ボリューム・それらの中のパーティションへの個別のLUN

のマッピング方法について説明いたします。

このセクションは、以下の章で構成されています。

◆第第第第第 5章　基本操作章　基本操作章　基本操作章　基本操作章　基本操作

◆第第第第第 6章　章　章　章　章　RAIDWatchの考慮事項の考慮事項の考慮事項の考慮事項の考慮事項

◆第第第第第 7章　設定パラメータ章　設定パラメータ章　設定パラメータ章　設定パラメータ章　設定パラメータ

◆第第第第第 8章　チャネル設定章　チャネル設定章　チャネル設定章　チャネル設定章　チャネル設定

◆第第第第第 9章　ドライブ管理章　ドライブ管理章　ドライブ管理章　ドライブ管理章　ドライブ管理

◆第第第第第 10章　章　章　章　章　LUNのマッピングのマッピングのマッピングのマッピングのマッピング
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第５章　基本操作

第５章　基本操作
　本章では RAIDWatchのGUIスクリーンの構成と基本操作について詳述します。

◆ RAIDWatchの起動の起動の起動の起動の起動 －セクション５．１

・ ５．１．１　Windows XP/2000/2003の場合

◆ RAIDWatch Managerの起動の起動の起動の起動の起動　－セクション５．２

・ ５．２．１ ローカルまたはWindows XP/2000/2003環境でLANを経
由して

・ ５．２．２ Webブラウザを使用したリモート管理（サポートして
いる全てのOS）

・ ５．２．３ ディスクアレイシステムからの切断

◆セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ：：：：：許可されたアクセスレベル許可されたアクセスレベル許可されたアクセスレベル許可されたアクセスレベル許可されたアクセスレベル －セクション５．３

◆ Look and Feel　－セクション５．４

・ ５．４．１　Look and Feel 概要
・ ５．４．２　画面の構成要素
・ ５．４．３　コマンドメニュー
・ ５．４．４　メニューコマンド

◆アレイインフォメーションカテゴリアレイインフォメーションカテゴリアレイインフォメーションカテゴリアレイインフォメーションカテゴリアレイインフォメーションカテゴリ －セクション５．５

・ ５．５．１ Enclosure View（筐体確認画面）へアクセスする
・ ５．５．２ Enclosure View （筐体確認）ウィンドウを使用する
・ ５．５．３ Tasks Under Process（実行中のタスク） ウィンドウを使

用する
・ ５．５．４ Logical Drive Information（論理ドライブインフォメー

ション） ウィンドウを使用する
・ ５．５．５ Logical Volume Information（論理ボリュームインフォ

メーション） ウィンドウを使用する
・ ５．５．６ Fibre Channel Status（ファイバチャネルステータス）

ウィンドウを使用する
・ ５．５．７ System Information（システムインフォメーション） ウィ

ンドウを使用する
・ ５．５．８ Statistics（統計）ウィンドウを使用する

◆メンテナンス項目メンテナンス項目メンテナンス項目メンテナンス項目メンテナンス項目 －セクション５．６

・ ５．６．１ 論理ドライブ メンテナンスウィンドウにアクセスする
・ ５．６．２ 物理ドライブ メンテナンスウィンドウにアクセスする
・ ５．６．３ タスクスケジュール メンテナンスウィンドウにアクセ

スする
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第５章　基本操作

◆設定項目◆設定項目◆設定項目◆設定項目◆設定項目 －セクション５．７

・ ５．７．１ Create Logical Drive（論理ドライブの作成）ウィンド
ウにアクセスする

・ ５．７．２ Existing Logical Drive（既存の論理ドライブ）ウィン
ドウにアクセスする

・ ５．７．３ Create Logical Volume（論理ボリュームの作成）ウィ
ンドウにアクセスする

・ ５．７．４ Existing Logical Volume（既存の論理ボリューム）ウィ
ンドウにアクセスする

・ ５．７．５ Channel（チャネル）ウィンドウにアクセスする
・ ５．７．６ Host LUN Mapping（ホスト LUNマッピング）ウィン

ドウにアクセスする
・ ５．７．７ Configuration Parameters（設定パラメータ）ウィンド

ウにアクセスする

◆ウィンドウをアレンジするウィンドウをアレンジするウィンドウをアレンジするウィンドウをアレンジするウィンドウをアレンジする　－セクション５．８
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5.1 　RAIDWatchの起動

基本操作

５．１　RAIDWatchの起動

５．１．１　Windows XP/2000/2003の場合

いったん適切にインストールすると、Windows OS環境でホストコンピュータが
起動またはリセットしたときに、必要なソフトウェアエージェントが毎回自動的
に起動するようになります。インストールスキームによって、Congiguration Cli-

entサーバはおのおの別個に動作・管理を行います。

ほとんど全てのRAIDストレージ アプリケーションはノンストップでの稼動が
必要とされるため、Configuration Client ユーティリティがインストールされて
いる管理サーバは常に電源がONの状態でなければなりません。常に稼動してい
る状態を維持するため、Configuration Clientは2つ（以上）のサーバにインストー
ルしておく必要があります。以下の図（図 4-1）に示すように、インストールさ
れている RAIDWatchが集中管理スキームを使用している場合、インストール
ウィザードプロンプトで、それぞれのサーバを指定する必要があります。このプ
ロセスは、マスターホストとなるサーバとスレーブホストとなるサーバの IPア
ドレスを入力することで完了します。

　図 4-1:インストールウィザード プロンプト：冗長サーバ

特定のディスクアレイに対して管理を開始する前に、はじめにアレイとネット
ワークの接続、またはアレイとサーバとの直接接続を確立しておく必要がありま
す。正常に接続が確立されたら、管理を開始することができます。

 以下のセクションではディスクアレイとの接続方法について説明します。切断
方法については、セクションの最後をご参照ください。
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5.2　RAIDWatch Managerの起動

基本操作

５．２　RAIDWatch Managerの起動

RAIDWatch ManagerのGUI管理インターフェースは、どのOSを使用しているかに関
係なく、ネットワークまたはRAIDシステムマネージャーによって開始されなければな
りません。

セットアップ方法に応じて、多様な方法でRAIDWatch Managerを起動することができ
ます。

プログラムの起動は、ローカル管理または遠隔管理いずれの場合も、多くのOS環境で、
とてもシンプルに行えます。インフォメーションについては、以下の該当するサブセク
ションをご参照ください。

デフォルト パスワード：インフォーメーションにログインする際にはデフォルトのパ
スワードが必要となります。

Configuration（設定）

パスワードはデフォルトで
は設定されていません。

Maintenance（メンテナンス）

RAIDWatch configurationウィ
ンドウで設定します。

Information（情報）

デフォルトは 1234で
す。

５．２．１　ローカルまたはWindows XP/2000環境で
LANを経由して

ポイントポイントポイントポイントポイント

LDA-ASシリーズを使用している場合、サブシステム接続後、本体の前面と背面のイ
メージを表示した Enclosure Viewが現れます。

ステップステップステップステップステップ 1

Windowsの「スタート」メニューから「（すべての）プログラム」→「Infotrend

Inc」→「RAIDWatch Manager」と選択してください。
インストールの際に、デスクトップにショートカットを作成した場合は、ショー
トカットのアイコンをダブルクリックして起動することもできます。

ステップステップステップステップステップ 2

管理を行いたいディスクアレイシステムのTCP/IPポートのIPアドレスを入力し
ます。
Root Agentの IPは、「Show Root Agent List」ボタンを押して選ぶことができま
す。それから、「Retrieve IP List（検索 IPリスト）」をクリックして、Root Agent

が管理しているRAIDアレイの表示を選びます。そうすると、使用可能な IPが表
示される IPアドレスのプルダウンリストが使用できます。



-71-

RAIDWatch ユーザーズガイド

5.2 　RAIDWatch Managerの起動

基本操作

ステップステップステップステップステップ 3

特定のRAID arrayの IPアドレスが念頭にあり、アレイを1つだけ管理したいと考
えている場合、次へ進むために、IPアドレスと適切なポート名だけを入力します。

「Enable SSL」のチェックボックスをONにすることにより、SSLセキュリティ
オプションを使用することができます。

図 4-3 Connectionウィザードオプション

ステップステップステップステップステップ 4

プルダウンメニューからユーザー名を選択し、許可されたアクセスレベルを選択
して、次へ進むためにパスワードを入力します。「OK」ボタンをクリックして
「RAIDWatch Manager」を起動します。



-72-

RAIDWatch ユーザーズガイド

5.2　RAIDWatch Managerの起動

基本操作

５．２．２　Webブラウザを使用したリモート管理（サ
ポートしている全てのOS）

ステップステップステップステップステップ 1

webブラウザを起動し、RAIDサブシステムのイーサネットポート割り当てられて
いる IPアドレス、またはRAIDを接続しているサーバの IPアドレスをURLの欄
に入力してください（例：222.212.121.123）。RAIDを接続しているサーバの IPア
ドレスは、サーバがインバンドプロトコルを使用して接続先のRAID アレイとコ
ミュニケーションをとる時に使用します。少し遅れてJava アプレットがスタート
し、スクリーンにRAIDWatch Managerのメイン接続ウィザードが表示されます。

ステップステップステップステップステップ 2

すぐ後に、RAIDWatchの管理ウィンドウがスタートします。第二の（他の）ア
レイと接続する場合は、別に無頼座を起動し、そのアレイのIPを入力する必要が
あります。

５．２．３　ディスクアレイシステムからの切断

「System」メニューから「Logout」を選択します。

図 4-4：RAID Watchからの切断

「Logout」をクリックすると、ソフトウェアの現在のセッションが終了し、接
続プロンプトに戻ります。別の RAID アレイと接続したい場合は、「SYSTEM」
メニューより「Open Device」を選択して、そのアレイの IPアドレスを入力して
「OK」ボタンを押して次に進みます。「Cancel」ボタンをクリックすると接続プ
ロンプトが終了します。
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5.3 　セキュリティ：許可されたアクセスレベル

基本操作

５．３　セキュリティ：許可されたアクセスレベル

構築されたアレイに対する未許可のアクセスを防ぐため、「Connection Wizard」
でパスワードの保護を設定する事ができます。セキュリティアクセスレベルにし
たがって実行されるパスワードの保護は、ステーションのユーザーが、最初にサ
ブシステムにアクセスしようとしたときに、パスワードの入力を指示します。

パスワードはアレイへのアクセスの際に要求され、"Configuration（管理者）"と
"Maintenaice（ユーザ）"の、2つの保護レベルの承認に使用されます。インフォ
メーションユーザーには、デフォルトのパスワード「1234」が要求されます。イ
ンフォメーションユーザーは、アレイの状態の監視とイベントメッセージの確認
ができます。Maintenanceのアクセスレベルでログインしたユーザは、構築され
ているアレイに対して、メンテナンスを行うことができます。Congigurationロ
グインを使用してログインしたユーザは、関連付けられている全てのアレイの構
築について、作成・修正・削除・の全てのアクセス権が与えられます。

一番初めのログイン時には、デフォルトのパスワードはありません。Configura-

tionログインに使用するパスワードは、RAIDコントローラ /サブシステムのパ
スワード保護に設定されたパスワードです。パスワードセットアップの詳細につ
いては、第 7章をご参照ください。

５．４　ルック & フィール

５．４．１　ルック & フィール概要

RAIDWatch Managerは JavaベースのGUIプログラムですので、多様なOSでの
「ルック & フィール」スタンダードを提供することができます。現在のバージョ
ンでは、Windowsインターフェースの外観をサポートしています。

RAIDWatch Managerは、現在稼動しているOSを自動判別し、そのOSと適合す
るように設定します。

互換性の問題、または、不明なOS/OSのバージョンを使用しているなどの現象
が発生した場合、プログラムは Java ルック & フィールのデフォルトを使用し
ます。

他のGUIベースのアプリケーションのように、RAIDWatch Managerは、多様な
ディスクアレイの操作の手助けをするために、「ウィンドウ」「ボタン」「メ
ニュー」で全ての機能を実行することができます。これらのウィンドウは、標準
のWindows 「ルック & フィール」の仕様に従っています。ですから、全ての
RAIDWatch Managerウィンドウ内の構成要素とウィンドウの操作のステップは、
おおむね標準的な手続きに従います。管理セッションは 1024 x 768のスクリー
ン解像度で最も見やすく表示されます。
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5.4 　ルック &フィール

基本操作

５．４．２　画面の構成要素

図 4-5 GUIスクリーンの構成要素

GUIスクリーンは、主に 3つの別々のウィンドウに分けることができます。：3

つのウィンドウは、「ナビゲーションナビゲーションナビゲーションナビゲーションナビゲーション パネルパネルパネルパネルパネル」「情報情報情報情報情報 /設定設定設定設定設定 ウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ」、それ
から下の部分にある「イベントログイベントログイベントログイベントログイベントログ /Config View」ウィンドウです。

「information」と「Configuration」それぞれのウィンドウは、GUIの左上部のコマ
ンドメニューからもアクセスできます。下の部分にある「Event Log」ウィンド
ウは、タブを選択することによって、「Configuration View」ウィンドウに切り替
えることができます。

５．４．３　コマンドメニュー

図 4-6は使用可能なメニューを示しています。

図 4-6：コマンドメニューバー

コマンドメニュー 情報 /設定 ウィンドウ

ナビゲーション
パネル

イベントログ
ウィンドウ

イベントログ /

Config View

切替タブ
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5.4 　ルック &フィール

基本操作

全てのメニューは多様なディスクアレイとディスプレイに関連する操作を呼び出
すためのコマンドのリストを提供します。（図 4-8参照）

コマンドメニューは、各Configurarionスクリーンで選ばれたアイテムに関係し、
例えば RAID partitionや host LUN entyなど、特定の設定アイテムがマウスのク
リックで選択されたときのみ現れます。例を以下に示します。あるアイテムが選
択されると、それに相当するコマンドメニューと、関係したコマンドが自動的に
メニューバーに現れます。

図 4-7 :コマンドメニュー欄

コマンドの要約については、付録Aのコマンド要約をご参照ください。

注：複数で同時に動作している RAIDWatch Managerは、ひとつの RAIDアレイ
と接続することが可能です。

５．４．４　メニューコマンド

以下のコマンドはセクション 5.4.2で説明した物です。

図 4-8メニューコマンド

・「System」メニューにある「Logout」コマンドは、コントローラ /サブシステ
ムからの接続を解除し、ソフトウェアセッションを終了することができます。
このコマンドは、RAID Watchマネージャが RAIDアレイと接続されている
時のみ使用可能です。

・「System」メニューにある「Exit」コマンドは、現在の RAIDWatch Manager

セッションを終了するときに使用し、いつでも使用可能です。

・「Action」メニューは、多様なオプションにアクセスすることができる
「Information」「Maintenance」「Configuration」の 3つの設定カテゴリのサ
ブメニューを提示します。
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基本操作

・「Command」メニューは、functional display（機能表示）ウィンドウで、特定
の設定アイテムが選択された場合に、それぞれに対応した設定オプションを
表示します。

・「Help」トピックコマンドの「Help」メニューは、Java Helpフォーマットで
提供されるオンラインヘルプを起動します。

「Help」メニューの「About」コマンドは、RAIDWatchのバージョン情報を表示
します。
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5.5 　アレイインフォメーションカテゴリ

基本操作

５．５　アレイ インフォメーションカテゴリ

アレイ インフォメーションカテゴリは、システム操作に関する全ての様子につ
いての情報への簡単なアクセスを提供します。

Enclosure View

ドライブスロットや、本体の各部品を含む、主要な全ての部品を視覚的に確認す
ることができます。

Task under Process

サブシステムで処理を実行中のタスク。例：：アレイの初期化

Logical drive information（（（（（論論論論論理理理理理ドドドドドララララライイイイイブブブブブ情情情情情報報報報報）））））
適用されているRAIDレベルやメンバードライブの配置の視覚的な表示を含む全
ての構成されているアレイの情報を表示します。

Logical volume information（（（（（論論論論論理理理理理ボボボボボリリリリリュュュュューーーーームムムムム情情情情情報報報報報）））））
論理ボリュームを構成している全ての情報を表示します。

Fibre Channel status（（（（（フフフフファァァァァイイイイイバババババチチチチチャャャャャネネネネネルルルルルススススステテテテテーーーーータタタタタススススス）））））
本機能は未サポートとなっております。

System information（（（（（シシシシシススススステテテテテムムムムム情情情情情報報報報報）））））
コントローラボードの温度や電圧、バッテリ等を含む、RAIDコントローラ /サ
ブシステムの稼動状態をリアルタイムで表示します。

Statistics（（（（（統統統統統計計計計計）））））
キャッシュヒットと読み込み/書き込み動作のシステムのパフォーマンスを視覚
的に提示します。

いずれの情報ウィンドウにアクセスする場合も、GUIスクリーンの右上に配置さ
れているナビゲーションツリー上の対応するアイコンをクリックしてください。

５．５．１ Enclosure View（筐体確認画面）にアクセ
スする

Enclosure Viewウィンドウを開くには、ナビゲーションパネルの構成ツリーから
Enclosureアイコンを選択するか、または図 4-8（*示されてないが）で示されて
いるように、「INFORMATION」から「Enclosure View」コマンドを選択します。
選択後、LDA-ASシリーズ本体のフロントとリアの確認画面が表示されます
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5.5 　アレイインフォメーションカテゴリ

基本操作

５．５．２　Enclosure Viewウィンドウを使用する

Enclosureウィンドウは異なるコンポーネントを視覚的に表示します。Enclosure

ウィンドウは、とりわけ物理ドライブの状態のモニタリングに役に立ちます。さ
まざまな稼動状態をあらわす LEDの色を使用して、ドライブの状態をリアルタ
イムでレポートします。

図 4-10　コンポーネント LEDディスプレイ

各コンポーネントに対応するアイコンにマウスポインタを置くだけで特定のドラ
イブや各部品の情報を表示させることもできます。ポイントした部分にメッセー
ジタグが表示されます。

図 4-11　コンポーネントインフォメーションメッセージタグ

メッセージタグは、ドライブが接続されているサブシステムのドライブスロット
のチャネルナンバー、ドライブの容量、転送レート、現在の状態、を含むドライ
ブの現在の構成を表示します。その他の各部品のメッセージタグは、稼動状態を
表示します。
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5.5 　アレイインフォメーションカテゴリ

基本操作

５．５．３ Tasks Under Process（実行中のタスク）
ウィンドウを使用する

Task Unde processウィンドウはサブシステムが処理中でまだ完了していないタ
スクを確認することができます。スクリーンには開始時間と進行状況のパーセン
トが表示されます。

図 4-12　タスクステータス ウィンドウ

５．５．４ Logical Drive Information（論理ドライブイ
ンフォメーション） ウィンドウを使用する

Logica Drive InformationウィンドウはRAIDWatchで使用可能な設定・管理・モニ
タリングの機能を提供します。Logical Drive Viewウィンドウは「Logica Drive

Status」「Front View」「Logical Drive Message」の3つのサブウィンドウを含みます。

図 4-13　Logical Drive Information

Logical Drive Status

このサブウィンドウは、アレイ固有の ID、RAIDレベル、容量、アレイの状態、
手動で付けられた名前を示し、構成されているアレイ（論理ドライブ）の情報を
表示します。
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Front View

このサブウィンドウは、構成されているアレイの物理的な配置を示すことによ
り、ユーザがすぐに識別できるようにします。異なるアレイは、異なる色で識別
されます。マウスをクリックしてあるメンバーのドライブを選択すると、残りの
メンバーのドライブは明るいブルーのラインでハイライト表示され、選択したア
レイのメンバーであることを示します。

論理パーティションの構造は、フロントビュー ウィンドウの隣に表示されます。

論理ドライブメッセージ論理ドライブメッセージ論理ドライブメッセージ論理ドライブメッセージ論理ドライブメッセージ
選択したアレイに関連するメッセージは、自動的にスクリーン下部にリストされ
ます。

５．５．５ Logical Volume Information（論理ボリュー
ムインフォメーション） ウィンドウを使用
する

Logica Volume Informationウィンドウは、構成されているボリュームの配置を
示します。Logical Volume Windowsは「Logical Volume Status」「Member　Logica

Drive（s）」「Related Information」の 3つのサブウィンドウを含みます・

図 4-14　Logical Volume Information
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基本操作

５．５．６ Fibre Channel Status（ファイバチャネル
ステータス） ウィンドウを使用する

Fibre Channel Statusウィンドウはファイバ ホスト チャネル ID、接続スピード、
ホスト側の接続プロトコル（接続形態）、リンク状態、WWNポート名、ノード
名、ファイバチャネルアドレスの情報を表示します。RAIDWatchが SCSIホス
トサブシステムで動作している場合は、対応するアイコンは灰色に変化し使用
することができません。

注：LDA-ASシリーズはこのウィンドウはサポートしておりません。

５．５．７ System Information（システムインフォ
メーション） ウィンドウを使用する

System Informationでは、RAIDサブシステムとサブシステムに動力を供給する
RAIDコントローラユニットについての主要な情報を提供します。Enclosure In-

formationには、電源の供給状況、温度センサー、冷却ファンユニットの情報が
含まれます。Controller Informationには、CPU、ファームウェア /ブートレコー
ド バージョン、シリアル番号、CPUとボードの温度、バッテリの状態の情報が
含まれます。

図 4-16 System Information Window
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5.5 　アレイインフォメーションカテゴリ

基本操作

５．５．８　Statistics（統計）ウィンドウを使用する

構成ツリーから「Statistics」ウィンドウを選択し、「Cache Hits」「Disk R/W」の
チェックボックスをクリックすると、計算をはじめます。

図 4-17　Statisticsウィンドウのパフォーマンス

Cache Hits

「Cache Hits」を選択すると、図 4-17のようなウィンドウが表示されます。RAID

アレイの現在の稼働能力についての情報が、Cache Hitsアベレージと履歴により
示されます。

◆◆◆◆◆ Cache Hits Graph

Cache Hits Graphは過去数分間の読み込み・書き込みキャッシュのデータ
を示し、データキャッシュの整合性と頻度を示します。

Disk R/W

　Disk R/Wを選択すると、図 4-17で示されたようなウィンドウが現れ、読み込
み・書き込み動作を示します。
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5.6 　メンテナンス項目

基本操作

５．６　メンテナンス項目

Maintenance項目からは、論理ドライブ・物理ドライブへアクセスしメンテナン
ス機能を実行することができます。これらのメンテナンス機能は構成されたアレ
イの整合性を確保します。Maintenanceウィンドウの操作は、ナビゲーションパ
ネルと機能的なウィンドウも含みます。

５．６．１ 論理ドライブ メンテナンスウィンドウにア
クセスする

　論理ドライブのメンテナンスウィンドウを開くには、図4-19に示されたよう
にナビゲーションツリーからLogical Drives（論理ドライブ）のアイコンを選択
するか、スクリーン上部のコマンドメニューから選択します。

Logical Drivesのウィンドウを開いたら、図4-19で示されるような画面が現れます。

図 4-18 Maintenance Commandへのアクセス

図 4-19 論理ドライブのメンテナンス

Logiacal Drive（メンテナンスモード）ウィンドウは3つのサブウィンドウを持っ
ています。

◆ Logical Drivesウィンドウは構成されている全てのアレイのリストを提
供します。メンテナンスを行いたい論理ドライブをマウスでクリックし
て選択します。
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◆ Front Viewウィンドウでは論理ドライブの配置を見ることができます。
論理ドライブは、画面下部の配置されたアレイのリストからマウスをク
リックして選びます。

◆ Functionウィンドウには、メンテナンスタスクの設定オプションとメン
テナンスタスクを開始するボタンがあります。

５．６．２ 物理ドライブ メンテナンスウィンドウにア
クセスする

物理ドライブのメンテナンスウィンドウを開くには、ナビゲーションパネルの
「Mentenance」カテゴリから「Physical Drives」のアイコンを選択するか、GUIス
クリーン上部のコマンドメニューから選択します。

図 4-20　物理ドライブのメンテナンス

Physical Drive（メンテナンスモード）ウィンドウは、2つのサブウィンドウがあ
ります。

◆ Front Viewウィンドウでは、メンテナンスを行いたいハードディスクド
ライブを選択することができます。選択したドライブは明るい青色でハ
イライトされ、Function ウィンドウの「Selected Drive Slot」の欄にスロッ
トナンバーが表示されます。

◆ Functionsウィンドウでは、メンテナンスタスクの設定オプションを提供
し、下のボタンで設定を適用します。
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基本操作

５．６．３タスクスケジュール メンテナンスウィンドウ
にアクセスする

タスクスケジュールのメンテナンスウィンドウにアクセスするには、ナビゲー
ションパネルから関係するアイコンを選択するか、GUIスクリーン上部のコマ
ンドメニューから選択します。

図 4-21：Task Schedules ウィンドウ

タスクスケジュール機能を使用するには、フィー
ルド内で右クリックして「Add New Schedule Task」
を選択します。

タスクスケジュール（メンテナンスモード）には、2つのサブウィンドウがあり
ます。

◆ Task Schedulesウィンドウは、以前に設定され現在はNVRAMで行われ
ているスケジュールが表示されます。

◆ Configure Task Scheduleウィンドウでは、スケジュールを組んだタスク
を実行するためにハードディスクドライブまたは論理ドライブを選択し
ます。選択されたドライブは明るい青色でハイライトされ、関係する設
定オプションが画面右側の選択ボックスに表示されます。

◆ Applyボタンを押すと、プロセスが完了し、スケジュールが追加されます。
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5.7　設定項目

基本操作

５．７　設定項目

このカテゴリには、システムの管理者が、論理構成を作成することと、システ
ムの運用について適切な構成を設定することができる機能的なウィンドウが含
まれています。このカテゴリは、正しいパスワードを使用してRootのアクセス
権でログインしなければ利用できません。

このカテゴリは以下の 7つの機能的なウィンドウがあります。

◆ 論理ドライブの作成

◆ 現在ある論理ドライブ

◆ 論理ボリュームの作成

◆ 現在ある論理ボリューム

◆ ホストチャネル

◆ ホスト LUNマッピング

◆ 設定パラメータ

５．７．１ Create Logical Drive（論理ドライブの作
成）ウィンドウにアクセスする

論理ドライブの作成ウィンドウを開くには、ナビゲーションパネルから関係する
アイコンを選択するか、GUIスクリーン上部のコマンドメニューから選択します。

作成ウィンドウで機能的な要素を使用する基本的なルールは以下の通りです。

◆ このウィンドウでは原則として画面を並べて使用します。論理ドライブ
を作成するには、Front Viewウィンドウで、それぞれのドライブをマウ
スでクリックして構成するメンバーを選択します。Selected Membersウィ
ンドウにはディスクドライブのスロット IDと、サイズが表示されます。

◆ 設定は、また、構築プロセスでup-then-downパターンを採用しています。
重要なドライブの特性は、設定画面下部のプルダウンメニューを使用し
てそれぞれ設定します。作成手順が終了したら、画面下部の「OK」ボタ
ンをクリックします。

◆ 選択され明るい青色でハイライト表示された物理ドライブ：再度マウス
でクリックすると選択が解除されます。
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図 4-22　新しい論理ドライブのメンバーの選択
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5.7　設定項目

基本操作

５．７．２ Existing Logical Drive（既存の論理ドライ
ブ）ウィンドウにアクセスする

既存の論理ドライブウィンドウを開くには、ナビゲーションパネルから関係す
るアイコンを選択するか、GUIスクリーン上部のコマンドメニューから選択し
ます。

作成ウィンドウで機能的な要素を使用する基本的なルールは以下の通りです。

◆ 既存のアレイの設定をはじめるには、前記のLogical Driveリストから構
成されたアレイを選択します。選択されたアレイの論理ドライブのメン
バーが自動的に表示され、使用可能な機能が、Functionウィンドウに示
されます。

◆ このウィンドウは、マウスの右クリックからはじめることのできる4つ
の編集コマンドを含んでいます。

図 4-23　既存の論理ドライブ　ウィンドウ

５．７．３ Create Logical Volume（論理ボリュームの
作成）ウィンドウにアクセスする

このウィンドウの操作手順はCreate Logical Drive ウィンドウと同じです。

５．７．４ Existing Logical Volume（既存の論理ボ
リューム）ウィンドウにアクセスする

このウィンドウの操作手順は Existing Logical Drive ウィンドウと同じです。ま
た、このウィンドウにはマウスを右クリックでのみアクセスができる編集モー
ドのコマンドが含まれていることをご留意ください。
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基本操作

５．７．５ Channel（チャネル）ウィンドウにアクセ
スする

Host Channelウィンドウからは、ホストまたはドライブポートのデータレート、データレート、データレート、データレート、データレート、
チャネルモードの変更チャネルモードの変更チャネルモードの変更チャネルモードの変更チャネルモードの変更とチャネルャネルャネルャネルャネル IDの追加と削除の追加と削除の追加と削除の追加と削除の追加と削除ができます。

図 4-24　チャネルウィンドウ

Channel Mode

I/Oチャネルの操作モードを変更することができます。チャネルモードの変更は、
コントローラのデフォルトの設定が必要と異なる場合のみ行ってください。

Default Data Rate

例えば、光学ケーブルとアダプタが異なる波長で動作している場合等、設定変更
の飛鳥がある場合のみ適用します。

SCSI ID

IDボックスの選択または解除により IDの追加または削除を行います。

図 5-25　ホストチャネル ID設定
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基本操作

Apply

設定を有効にするにはこのボタンをクリックします。チャネルモードの変更や
IDの追加 /削除を行った場合はコントローラ /サブシステムをリセットする必要
がある点にご留意ください。

５．７．６ Host LUN Mapping（ホスト LUNマッピン
グ）ウィンドウにアクセスする

Host LUN Mappingウィンドウでは、構成されたアレイとホストチャネル IDま
たは LUNナンバーを関連付けることができます。

◆ LUN Mappingウィンドウは「Host LUN（s）」「Host WWN Filter（s）」「WWN

Name（s）」「Logical Drive（s）またはVolume（s）」の 4つのサブウィン
ドウによって構成されています。

◆ このウィンドウは、プライマリコントローラ IDまたはセカンダリコント
ローラ IDとの関連付けを行う右クリックメニューも含んでいます。

図 5-26　Host LUN Mapping 右クリックメニュー

５．７．７ Configuration Parameters（設定パラメー
タ）ウィンドウにアクセスする

Configuration Parametersオプションからは、多様なシステムの選択オプションの
変更を行うことができます。このウィンドウは 5つの機能的なサブウィンドウ
を切り替えるタブパネルを使用します。それぞれのサブウィンドウはチェック
ボックスやチェックサークル、プルダウンメニューを使用した設定可能なオプ
ションを提供しています。設定プロセスは「Apply」ボタンをクリックすると完
了します。メッセージプロンプト・ファイルパスウィンドウ・テキストフィー
ルド・確認ボックスで構成された画面は簡単に使用できます。
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基本操作

５．８　ウィンドウをアレンジする

それぞれのアレイ設定ウィンドウは system viewウィンドウに含まれています。
スクリーンの上のWindowメニューからは、コマンドを使用して現在開いている
RAIDWatch Managerウィンドウの再アレンジを行うことができます。手動でウィ
ンドウのフレームを表示させたり、開いているウィンドウをアレンジするため
に、Windowメニューの下の「Next Window」「Tile All」「Cascade All」「Hide All」
「Close All」コマンドを使用することもできます。また、Windowメニュー下部に
リストされているアレイをクリックして、接続されているそれぞれのアレイを選
択することもできます。

図 5-27　「Outer Shell」システムビューウィンドウ

複数のアレイの管理は、Systemメニューの下にある「Open Device」コマンドを
クリックして行うことができます。「Exit」コマンドは、配置されている全てのア
レイに対してRAIDWatch マネージャのセッションを終了します。「Open Device」
コマンドは接続ウィザードプロンプトをフォローします。複数の管理ウィンドウ
を開くことができます。

図 5-28　「Outer Shell」システムビューウィンドウ
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第６章　RAIDWatchの考慮事項

第６章　RAIDWatchの考慮事項

本章は以下のトピックをフォローします。

◆バックグラウンド情報◆バックグラウンド情報◆バックグラウンド情報◆バックグラウンド情報◆バックグラウンド情報　－セクション６．１
◆用語の定義◆用語の定義◆用語の定義◆用語の定義◆用語の定義　 －セクション６．２
◆スペアドライブがついている状態での操作◆スペアドライブがついている状態での操作◆スペアドライブがついている状態での操作◆スペアドライブがついている状態での操作◆スペアドライブがついている状態での操作 －セクション６．３
◆スペアドライブついていない状態での操作◆スペアドライブついていない状態での操作◆スペアドライブついていない状態での操作◆スペアドライブついていない状態での操作◆スペアドライブついていない状態での操作 －セクション６．４
◆はじめる前に◆はじめる前に◆はじめる前に◆はじめる前に◆はじめる前に －セクション６．５
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6.1 　バックグラウンド情報

RAIDWatchの考慮事項

６．１　バックグラウンド情報

RAID（Redundant Arrays of Independent Disks）は、ストレージシステムの処理性
能を向上させるストレージテクノロジです。このテクノロジは、ディスクアレイ
システムに（フォルトトレランス等の）信頼性を与え、そのパフォーマンスを活
かして複数のディスクを提供できるようにデザインされています。

RAIDは、フォルトトレラントによる中断のないディスクストレージの運用を確実
にする冗長化機能を搭載しています。ディスクに障害が発生した場合でも、ホス
トへは障害が透過的ですので、ディスクアクセスは通常通り続けられます。

RAIDは 0～ 5の 6つのレベルがあります。RAID 1,3,5がもっとも普通に使用され
るレベルです。RAID 2と 4はあまり使用されません。付録 Cではこれらの RAID

レベルやそれぞれの利点について説明しています。

LDA-ASシリーズのディスクアレイコントローラは、システムを停止することなく
障害の発生したとライブを交換するホットスワップに対応しています。ドライブ
に障害が発生したら、すぐにスペアドライブが自動的にアレイの構成に加わり再
構築を開始するために割り当て可能です。
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6.2 　用語の定義

RAIDWatchの考慮事項

６．２　用語の定義

このセクションでは、本書で使用しているディスクアレイの用語について幾つ
かご説明いたします。

◆物理ドライブ物理ドライブ物理ドライブ物理ドライブ物理ドライブ
本体のドライブスロットに接続する、実際のハードディスクドライブです。
このドライブは「Enclosure View」「Front View」の設定ウィンドウに表示さ
れます。

◆スペアドライブスペアドライブスペアドライブスペアドライブスペアドライブ
バックアップとして予約されている物理ドライブです。あるドライブに障害
が発生するとスペアドライブは自動的にアレイに加わり、データの再構築が
すぐに開始されます。専用のスペアドライブとグローバルスペアドライブは
異なる色で表示されます。専用のスペアドライブは属している論理ドライブ
のほかのメンバーを同じ色で表示されます。グローバルスペアドライブは、
デフォルトのカラー（黒）で表示されます。いずれのスペアドライブもオレ
ンジ色の十字がそれぞれの色の上に重ねられます。

◆交換用ドライブ交換用ドライブ交換用ドライブ交換用ドライブ交換用ドライブ
障害が発生したドライブと手動で置き換えられたドライブです。スペアドラ
イブに余裕がない場合、再構築の前に不良ドライブを置き換えるために交換
用ドライブを使用する必要があります。スペアドライブがアレイの再構築に
使用している場合にも、他のドライブの障害に備えて、別のスペアを作成す
るために障害の発生したドライブを手動で置き換えなければなりません。

◆障害の発生したドライブ障害の発生したドライブ障害の発生したドライブ障害の発生したドライブ障害の発生したドライブ
何らかのエラーにより障害の発生した物理ドライブ。障害の発生したドライ
ブは対応するアイコンの LEDが赤色に表示されます。

◆論理ドライブ論理ドライブ論理ドライブ論理ドライブ論理ドライブ
複数の物理ドライブが組み合わされた論理的なユニット。物理ドライブを結
合した論理ドライブは、特定のRAIDレベルを持つディスクアレイとなりま
す。論理ドライブを確認するには、ナビゲーションツリーの「Existing Logical

Drives」を使用します。

◆論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム
論理ボリュームは、幾つかの論理ドライブが組み合わされたボリュームのこ
とをいいます。論理ドライブを組み合わせて論理ボリュームを作成すると、
大きな容量をもつひとつの論理ユニットとして使用することができます。論
理ボリュームもしくはボリュームのパーティションはさまざまなホストLUN

にマップされます。論理ボリュームを確認するには、ナビゲーションツリー
の「Existing Logical Volumes」を使用します。
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6.3 　スペアドライブが割り当てられている状態での操作

RAIDWatchの考慮事項

６．３　スペアドライブが割り当てられている状態での操作

スペアドライブはバックアップドライブとして確保しておくために特定の論理
ドライブに割り付けておくことができます。論理ドライブ内のドライブに障害
が発生したとき、割り当てられていたスペアドライブが自動的に論理ドライブ
に組み込まれ、すぐにデータの再構築が行われます。

スペアドライブが使用可能な時のディスク障害からの復旧のガイドラインを以
下に示します：

◆ スペアドライブが同じ論理ドライブ内にある場合、コントローラは自動
的にスペアドライブをマウントさせ、バックグラウンドでデータの再構
築をはじめます。

システム設計によっては、システムをシャットダウンすることなく
（ホットスワップ）、不良ドライブを取り除き新しいドライブに交換する
ことが可能です。LDA-ASシリーズはドライブのホットスワップに対応
しています。

交換したドライブは新しいスペアドライブとして割り付けられます。
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6.4 　スペアドライブが割り当てられていない状態での操作

RAIDWatchの考慮事項

６．４　スペアドライブが割り当てられていない状態での操作

スペアドライブが使用できないときのディスク障害からの復旧についてのガイド
ラインを以下に示します：

◆ システム設計によっては、システムをシャットダウンすることなく（ホッ
トスワップ）、不良ドライブを取り除き新しいドライブに交換することが可
能です。LDA-ASシリーズはドライブのホットスワップに対応しています。

交換したドライブが（障害が発生したドライブがあったドライブスロット
と）同じチャネルと ID上にインストールされた場合、データの再構築が
できるようになります。

交換したドライブが異なるチャネルまたはID（異なるドライブスロット）
上にインストールされた場合、または定期的なドライブスキャン機能が使
用できない場合は、はじめに新しいドライブをスキャンして、それから障
害が発生したドライブがある論理ドライブのスペアドライブとして割り当
てます。データの再構築はマニュアルではじめられます。

重要重要重要重要重要：：：：：
RAIDシステムはディスクに障害が発生した場合でも中断なくディスクへのアク
セスを行えますが、障害が発生したドライブをそのままにしておかないでくださ
い。交換しないでいると、次に同じ論理ドライブに物理ドライブの障害があった
ときにシステムが完全に壊れてしまいます。不良ドライブは即座に交換し、デー
タを再構築してください。

警告警告警告警告警告：：：：：
ホットスワップ実行中は、不良ドライブだけを取り外してください。誤って別の
ドライブを取り外すと、完全に回復不能なデータの消失を招きます。「Enclosure

View」ウィンドウまたは「Logical Drive Information」ウィンドウを使用して、
障害の発生したドライブの正確な位置を確認してください。
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6.4 　スペアドライブが割り当てられていない状態での操作

RAIDWatchの考慮事項

６．５　はじめる前に

RAIDWatch Managerはディスクアレイの配置に対する不正な変更を防ぐために
パスワード保護機能を搭載しています。システム構成を修正しようとする試み
が行われている間、設定はパスワードにより保護されます。

RAIDWatch Managerステーションはデフォルトではパスワードが設定されてい
ません。パスワードの設定とその他のセキュリティ機能についての情報は「第第第第第
5章　基本操作章　基本操作章　基本操作章　基本操作章　基本操作」の「セキュリティの設定セキュリティの設定セキュリティの設定セキュリティの設定セキュリティの設定」をご参照ください。
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第７章　設定パラメータ

第７章　設定パラメータ
（（（（（Configuration Parameters）））））

RAIDWatch Managerは管理コンソールからディスクアレイコントローラの設定の変更を可
能にします。本性では以下のサブシステムの設定機能についてご説明します。

◆設定パラメータオプションにアクセスする◆設定パラメータオプションにアクセスする◆設定パラメータオプションにアクセスする◆設定パラメータオプションにアクセスする◆設定パラメータオプションにアクセスする －セクション７．１

◆コントローラ◆コントローラ◆コントローラ◆コントローラ◆コントローラ　－セクション７．２

◆通信◆通信◆通信◆通信◆通信 －セクション７．３

◆システム◆システム◆システム◆システム◆システム －セクション７．４

◆パスワード◆パスワード◆パスワード◆パスワード◆パスワード －セクション７．５

◆その他◆その他◆その他◆その他◆その他 －セクション７．６

◆イベントをトリガとする操作◆イベントをトリガとする操作◆イベントをトリガとする操作◆イベントをトリガとする操作◆イベントをトリガとする操作 －セクション７．７
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7.1 　設定パラメータオプションにアクセスする

設定パラメータ

７．１　設定パラメータオプションにアクセスする

コントローラの設定オプションへのアクセスを可能にするには、「Configuration

Parameters」を開くために、ナビゲーションツリー上の「Configuration category」
アイコンを使用するか、コマンドメニューから「Configuration Parameters」コ
マンドを選択します。configurationウィンドウには直接アレイのパフォーマンス
に影響を与える多くのオプションが含まれ、それらのオプションは、論理ドライ
ブ /ボリュームを作成する前に設定する必要があります。

次セクション以降で全ての設定コントロールのリストと、「Conf igura t ion

Parameter」オプションが選択されたときにユーザーが設定可能なオプションメ
ニューについてご紹介します。
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7.2 　コントローラ

設定パラメータ

７．２　コントローラ

ここでは「コントローラ」といった場合、RAIDサブシステムの主要な処理を行
う RAIDコントローラユニットを指します。configurationのウィンドウには
「Caching Parameters」と「Controller Parameters」の 2つのサブウィンドウが
含まれます。コントローラのキャッシング動作を設定するには、図7-1で示され
るようにそれぞれのプルダウンメニューより適切な値を設定します。

図 7-1　Controller Tabの選択

データキャッシュはオプションのI/Oパフォーマンスで以下の変数を使用して設
定する事ができます：

キャッシュキャッシュキャッシュキャッシュキャッシュ パラメータパラメータパラメータパラメータパラメータ（（（（（Chache Parameters）））））

◆Write-Back Cache

・・・・・ Enabled；；；；； ホストライトはハードドライブに配信される前にキャッシュさホストライトはハードドライブに配信される前にキャッシュさホストライトはハードドライブに配信される前にキャッシュさホストライトはハードドライブに配信される前にキャッシュさホストライトはハードドライブに配信される前にキャッシュさ
れます。れます。れます。れます。れます。
書き込みパフォーマンスは向上しますが、電源異常が発生した場合デー
タインテグリティのためにバッテリのバックアップが必要となります。
「Enable」に設定する場合はUPS等の装置を接続してご使用ください。

・ Disabled；；；；；　キャッシュは書き込まれません。　キャッシュは書き込まれません。　キャッシュは書き込まれません。　キャッシュは書き込まれません。　キャッシュは書き込まれません。
バッテリのバックアップがインストールされていない場合に、主に使用
されますが、電源障害の可能性が増大します。
バッテリのバックアップがない場合はこの設定を使用してください。

◆◆◆◆◆Optimizationポリシーポリシーポリシーポリシーポリシー

・ Optimization for Random I/O

通常の設定です。I/Oトランザクションの少ない（例えばデータベースや
メンテナンスなどの）環境にこのオプションを使用します。
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7.2 　コントローラ

設定パラメータ

・・・・・ Optimization for Sequential I/O

ビデオの記録や編集などのI/Oトランザクションの大きな環境で使用しま
す。I/Oの読み込み /書き込みが起こった順に実行されなければいけない
時に特に有効です。

◆◆◆◆◆ Sync. Period

（この機能は未サポートとなっています）

このオプションでは、デュアルコントローラ構成でパートナーのコント
ローラとキャッシュデータの同期化を行うのに望ましいインターバルを選
択することができます。RAIDコントローラはデフォルトでこの値を持って
いますが、このオプションからは更に同期時間を選択することができます。

コントローラコントローラコントローラコントローラコントローラ パラメータパラメータパラメータパラメータパラメータ（（（（（Controller Parameters）））））

◆◆◆◆◆ Controller Name

RAIDコントローラのニックネームを入力します。この名前は、複数の
RAIDサブシステムが存在する環境で、RAIDサブシステムを識別するた
めに使用します。

◆◆◆◆◆Unique Identifier

（この機能は、設定を変更した場合未サポートとなっています）

サブシステムの設定に必要となります。特に、それらのデュアルコント
ローラやファイバホストポートには必須です。固有の IDはノード名と
ポート名の固有のファイバチャネルとして統合されます。コントローラの
フェイルオーバとフェイルバックのイベント時に、この IDがホストサイ
ドの開始プログラムが RAIDサブシステムを識別するのを助けます。
通常はデフォルト設定のままご使用ください。

◆◆◆◆◆ Time Zone

24時間刻みで、GMT（グリニッジ標準時）を使用しています。お住まい
の地域にあわせて時刻を変更するには、ドロップダウンメニューから時間
を選択してください。時刻は、+記号がついているグリニッジ標準時より
遅いものを選択してください。例えば +9を選択すれば、それが日本の標
準時になります。通常はデフォルト設定のままご使用ください。

◆◆◆◆◆Date/Time

　次のように半角数字を使用して日付と時刻を入力してください。
　月、日、時、分、年（西暦）

◆◆◆◆◆ SDRAM DCC

データキャッシュのためにインストールされているDIMMモジュールが
ECC（誤り訂正符合）をサポートしている場合、ここでエラーチェック機
能の可否を選択することができます。

Apply

前記の諸設定が終わったら変更内容を反映するためにこのボタンをクリッ
クします。
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7.3 　通信

設定パラメータ

７．３　通信

通信オプションを設定可能にするには、「Configuration Parameters」ウィンドウ
タブから、図 7-2で示されるように「Communication」タブを選択します。

図 7-2　Communication タブの選択

◆◆◆◆◆RS-232ポートポートポートポートポート

設定に進む前に、はじめにCOM 1をクリックしてください。

・・・・・ Terminal Emulation

ターミナルエミュレーションオプションの使用 /非使用を選択します。
通常はデフォルトの設定のままご使用ください。COMポートにコン
ピュータを接続し、ターミナルエミュレーションで動かしたい場合は、
このオプションを「enable」に設定し、コンピュータのCOMポートと同
じ通信速度に設定してください。

・・・・・ Baud Rate

シリアルポートの通信速度を制御することができます。プルダウンメ
ニューから適した値を選択してください。

◆◆◆◆◆Network Interface

ご使用のネットワークの構成に応じて、適切なTCP/IPサポートを取得す
るためにプロトコルの選択サークルを選んでください。このコラムはサ
ブシステムのイーサネットポートを設定するために使用します。「Static」
ボックスが選択されている場合は、ご使用のネットワークの管理者に適
切な「IPアドレスアドレスアドレスアドレスアドレス」「サブネットマスクサブネットマスクサブネットマスクサブネットマスクサブネットマスク」「デフォルトゲートウェイデフォルトゲートウェイデフォルトゲートウェイデフォルトゲートウェイデフォルトゲートウェイ」の
各値をお問い合わせください。なお、弊社でのサポートについては「Static

（手動）」と「DHCP」のみとさせていただきます。
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Apply

設定内容を反映するためにこのボタンをクリックします。

７．４　システム

システムの設定をするためには、「Configuration Parameter Window」で、図 7-3

に示されているように、「System」タブを選択してください。

図 7-3 Systemタブ選択画面

それぞれの機能は、2つの手順で実行されます：実行したい機能の選択ボタンを
クリックし、設定を有効にするため「Apply」ボタンをクリックします。

－－－－－ Systemの機能－の機能－の機能－の機能－の機能－

◆◆◆◆◆ Mute Beeper

現在のイベントに対して一時的に警報音をOFFにします。警報音は次の
イベントが起こったときにはアクティブになります。イベントの原因を
しっかりと確認してからこのチェックを使用してください。

◆◆◆◆◆ Reset Controller

電源をOFFにせずにサブシステムをリセットします。

◆◆◆◆◆ Shutdown Controller

サブシステムの電源OFFに備えます。この機能は、サブシステムの電源
を安全にOFFにするためにコントローラのメモリ内の書き込みが完了し
ていないデータをディスクに書き出します。
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－－－－－Download/Upload－－－－－

　この機能は弊社より指定がない限り実行しないでください。

◆◆◆◆◆ Download FW

サブシステムのファームウェアは現在管理されている接続（イーサネッ
トまたはインバンド）を使用して更新することができます。ファイルの
場所のプロンプトを使用して、ファームウェアのファイル名を指定して
ください。RAIDWatchはファームウェアのダウンロードを開始します。
ホストシステムから一時的にアクセスを停止する適切な時間を決めて、
新しいファームウェアを適用するためにコントローラをリセットします。

◆◆◆◆◆ Download FW + BR

ファームウェアとブートレコードを同時にダウンロードできます。ただ
し、ファームウェアのバイナリファイルをアップグレードするたびに
ブートレコードをアップグレードする必要はないでしょう。ファーム
ウェアとともにダウンロードされるReadmeファイルもご参照ください。

◆◆◆◆◆ Download NVRAM from Host Disk

この機能は以前に保存した設定情報プロファイルをシステムディスクか
ら復元することを可能にします。サブシステムの設定はNVRAMに保存
され、システムドライブに保存することが可能です。

◆◆◆◆◆ Upload NVRAM to Host Disk

この機能ではシステムドライブにコントローラが使用している設定情報
をパソコン上に設定ファイルとしてバックアップします。設定を変更し
たときはすぐ、この機能を使用して設定プロファイルを保存することを
強くお勧めします。

◆◆◆◆◆ Save NVRAM to Disk

設定プロファイルはアレイ上のハードディスクドライブにも保存するこ
とができます。ドライブが故障したときや再グループ化されたときに
バックアップを残しておくために、それぞれのハードディスクドライブ
は予約されているスペースにNVRAMのレプリカを持っています。

◆◆◆◆◆ Restore NVRAM from Disk

　　以前に保存したNVRAMのバックアップをアレイのハードディスクドラ
イブから復元します。

Apply

このボタンを押すと設定が有効になります。

全てのダウンロード機能はコンピュータからファイルソースを入手するように促
します。Upload NVRAMは現在のワークステーションへファイルの送信を促し
ます。
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７．５　パスワード

異なるレベルのアクセス権限が与えられたパスワードを設定するには、
「Configuration Parameter 」ウィンドウから、図 7-4で示しているように
「Password」タブを選択します。

図 7-4 パスワードの選択タブ

◆◆◆◆◆ Meintenance Password

Meintenance パスワードでログインしたユーザはインフォメーションと
メンテナンスの 2つの設定カテゴリへアクセスすることができます。

◆◆◆◆◆ Configuration Password

Configuration passwordでログインしたユーザは、全ての設定オプション
へのアクセス権をもちます。このユーザーはナビゲーションツリー上
で、全ての設定カテゴリへアクセスすることができます。



-106-

RAIDWatch ユーザーズガイド

7.6 　その他

設定パラメータ

７．６　その他

ホストサイドおよびドライブサイドのI/Oチャネルやリビルドの優先順位のオプ
ションなどは、「Other」のサブウィンドウに含まれています。これらのオプショ
ンを設定するには、「Configuration Parameter window」タブから、図 7-5で示さ
れるように、「Other」タブを選択します。

図 7-5　「Other」タブ選択

それぞれの機能は、2つの手順で実行することができます：プルダウンメニュー
をクリックして必要な値を選択し、設定を有効にするために「Apply」ボタンを
クリックします。幾つかの設定についてはサブシステムをリセットしなければ有
効にならない物もあります。

Drive-Side Parameters

・・・・・ Disk Access Delay Time（（（（（Sec）））））
電源がONになった後にサブシステムがハードドライブにアクセスをはじ
める前の遅延時間を設定します。デフォルトでは 25秒となります。通常
はそのままの設定でご使用ください。

・・・・・ Disk I/O Timeout（（（（（Sec）））））
I/Oリクエストに対してドライブが反応するまでのサブシステムの待ち時
間のタイムインターバルです。選択可能なインターバルの範囲は 1～ 10

秒となります。デフォルトは 7.0となります。
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・・・・・ Drive Check Periods（（（（（Sec）））））
コントローラの起動時に、ドライブバス上にある全てのディスクドライ
ブをコントローラがチェックするタイムインターバルです。デフォルト
値は「Disabled」となります。「Disabled」では、バスからドライブが取
り外されても、そのドライブにホストアクセスが行われない限り、コン
トローラは知ることができません。任意の値に変更することで、指定し
た秒数の間隔で、全てのアレイのハードドライブに対してコントローラ
がチェックを行うようになります。通常はデフォルトの設定でご使用く
ださい。

・・・・・ SAF-TE Device Check Period（（（（（Sec）））））
本体内の各部品をSAF-TE/SES経由でモニタリングしている場合、この
機能を使用して、サブシステムがどれくらいの間隔でそれら部品に対し
てチェックを行うかを決めます。デフォルトの設定は30.0となります。

・・・・・ Drive Fail Swap Check Period（（（（（Sec）））））
サブシステムはこのインターバルで、障害の発生したドライブが交換さ
れているかチェックするためにドライブバスをスキャンします。デフォ
ルトは 5.0となります。通常はそのままの設定でご使用ください。

◆◆◆◆◆Host Side Parameters

・・・・・ Maximum Queued I/O Count

コントローラ内部のリソースが、多くの現在のホストとの関連付けを使
用するための準備です。これは並列の関連付けですので、キャッシュが
クリアされると、再度異なる関連付けを受け入れます。通常はデフォル
トの設定でご使用ください。

この機能では、コントローラがホストコンピュータから受け取ることの
できる I/Oキューの最大数を設定する事ができます。デフォルトは 256

となります。

・・・・・ LUN per Host ID

それぞれの SCSI IDは 32までの LUN（論理ユニット）を持つことがで
きます。アレイ容量の論理構成は、それぞれのホストチャネル IDに属
しているその論理構成の LUNナンバーを通して提示されます。ほとん
どの SCSIホストアダプタは LUNを他の SCSIデバイスのように扱いま
す。通常はデフォルトの設定でご使用ください。

◆◆◆◆◆Disk-Array Parameters

・・・・・ Rebuild Priority

「Rebuild Prioriy」は、論理ドライブを再構築する際に、どれぐらいのシ
ステムリソースを使用するかを決定します。使用可能なオプションは
「Low」「Normal」「Improved」「High」になります。優先順位（Priority）
を高くすると、システムリソースを多く使用しますが、再構築のプロセ
スはより早く完了します。しかし、その間の I/Oパフォーマンスは、リ
ソースの消費により、必然的に低下します。
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・・・・・ Write-Verify Opitions

ハードディスクドライブにデータの書き込みを行っている時は、エラー
が起こる場合があります。書き込みエラーを回避するために、コント
ローラはハードドライブに書き込みデータの確認を行わせることができ
ます。確認方法には 3つの選択可能な手段があります。

＞＞＞＞＞ Write Verify on LD Normal Access

通常の I/Oリクエスト中に書き込み後の検証（Vrify-after-Write）を実行しま
す。

＞＞＞＞＞ Write Verify on LD Initialization Writes

論理ドライブの初期化中に、書き込み後の検証（Vrify-after-Write）を実行し
ます。

＞＞＞＞＞Write Verify on LD Rebuild Writes

再構築中に書き込み後の検証（Vrify-after-Write）を実行します。
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７．７　イベントをトリガとする操作

図 7-7 Triggerタブの選択

ハードウェアの故障によるデータの消失を減らすために、コントローラ /サブ
システムは自動的に、次の状態の検出し、キャッシュ内のデータをディスク上
に書き出します。キャッシュの内容が複数のハードディスクに分散させられて
いる場合、ライトバックキャッシュモードは、ライトスルーモードに切り替わ
ります。

1. コントローラの障害
2. BBU Low or Failed

3. 電源の供給障害（シングル PSU障害）
4. 冷却ファンの障害
5. 基準値を超える温度上昇

コントローラ /サブシステムがキャッシュの書き出しをはじめるイベントの
チェックボックスを選択してください。

※温度の基準値については、“AID controller board temperature”のデフォル
ト設定をご参照ください。
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第８章　チャネル構成

RAIDWatch Managerを使用すれば、コントローラ上の全てのチャネルの構成を変
更することができます。具体的には、以下の設定が可能です：

・ チャネルオペレーションモードを「ホスト」または「ドライブ」に、
・ チャネルのターミネーションを「Enable」または「Disable」に、
・ IDの設定
・ 同期コミュニケーションのための転送クロックレートの設定
・ 転送幅の選択

チャネル構成の設定は「RAID View」ウィンドウの「Physical View」で行うこと
ができます。本章では、以下のチャネル構成の特徴を詳述します。

◆ホストチャネル構成ウィンドウにアクセスする －セクション８．１

◆ユーザが構成可能なチャネルパラメータ　－セクション８．２

８．２．１ チャネルモード
８．２．２ ターミネーション
８．２．３ デフォルト転送クロック
８．２．４ ID Pool/PID/SID

◆ホストチャネルの構成を設定する －セクション８．３
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８．１　ホストチャネル構成ウィンドウにアクセスする

チャネルの構成オプションは、ナビゲーションパネルの下のほうにある
「Configuration」カテゴリで使用可能です。

「HostChannel」ウィンドウへのアクセスを可能にするには、「Action」メニュー
からコマンドを使用するか、ナビゲーションパネルから「Host Channel」を選択
します。

図 8-1　Channel Configuration ウィンドウへのアクセス

Channelウィンドウを開くと、Configurationウィンドウの左側のコラムにチャネ
ルアイテムが現れます。ここで、設定する必要があるチャネルを選択します。

図 8-2 ホストチャネルの選択：SCSI

以降のセクションではユーザーが構成することのできるチャネルのパラメータに
ついて説明します。
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８．２　ユーザが構成可能なチャネルパラメータ

　チャネルが選択されると、コンテンツウィンドウに図8-3で示されるスクリー
ンが表示されます。異なるオプションについては以下で述べます。

　Channelウィンドウを開くと、Configurationウィンドウの左側のコラムにチャ
ネルアイテムが現れます。ここで、設定する必要があるチャネルを選択します。

図 8-3 ホストチャネルの選択:SCSIホスト（*要キャプチャ）

８．２．１　チャネルモード

この構成オプションは、本製品ではサポートしておりません。

８．２．２　ターミネーション

このパラメータは SCSIホストチャネルを持つサブシステムの、チャネル SCSI

ターミネーションの有効・無効を設定します。SCSIバスは、両方の終端で適切
に終了させなければなりません。つまり、SCSIケーブルの片方を host HBAに
接続したとき、サブシステム側のチャネルのターミネーションは「enabled（有
効）」に設定しなくてはいけません。ホストバスから複数の機器がカスケード接
続されている場合は、別の設定をする必要があります。この場合、中間にある
SCSI機器は「Disabled（無効）」に設定する必要があります。
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８．２．３　デフォルト転送クロック

これらのパラメータは、SCSIバス越しに同期コミュニケーションを行うための
データ転送クロックとワイド転送を行うか否かをそれぞれ設定します。同期転送
モードでバスを経由して転送されるデータは、同期転送クロック信号を使用して
記録されます。この信号の周波数は、データの転送レートを決定します。転送ク
ロックが 10MHzである場合、（ナローバンドと仮定して）データ転送レートは、
1秒あたり 1千万バイトとなります。

SCSIバスを経由のデータ転送は 8ビット単位または 16ビット単位となります。
8ビットはナロー転送として参照され、16ビットはワイド転送として参照されま
す。同じ同期転送クロックレートで、ワイド転送を使用しているデータ転送は、
ナロー転送の 2倍となります。10MHzの転送クロックでは、データ転送速度は
ナロー転送では 10Mbytes/秒、ワイド転送では 20Mbytes/秒となります。

極端にケーブルが長かったり、しっかりと接続されていなかったり、ターミネー
タの設定が誤っているような、SCSI信号の品質が悪い状態では、しばしば、SCSI

チャネルを正常に機能させるために同期転送クロックを下げる必要があります。
最悪の場合、非同期コミュニケーションモードに切り替える必要があります。

さらに、ある種の古いSCSIデバイスはナロー転送しかサポートせず、ワイド転
送でデータの転送を試みると異常な動作を示します。そのような状態の場合、コ
ントローラにそのデバイスに対してはナロー転送モードを使用するように命令
し、ワイド転送は「disabled（無効）」にする必要があります。

８．２．４　ID Pool/PID/SID
（この機能は未サポートとなっております）

PID（プライマリ ID）、SID（セカンダリ ID）はデュアル冗長 RAIDコントロー
ラを備えているコントローラ /サブシステムでのみ設定可能です。

このパラメータは、ホストチャネルに現れる IDの設定を行います。それぞれの
チャネルは適切に動作するため、固有の IDを持っていなくてはいけません。
SCSIホストサブシステムでは IDの範囲は 0から 15になります。ホストチャネ
ルのデフォルト値として、SCSIホストサブシステムには ID 0が割り当てられて
います。事前にセットされた IDはドライブチャネルとして使用することができ
ます。この値はデフォルトのままにしておくことをお勧めします。

ホストチャネルとドライブチャネルの IDについての更なる情報は、ご使用のコ
ントローラ /サブシステムのハードウェアマニュアルをご参照ください。
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８．３　ホストチャネルの構成を設定する

ステップステップステップステップステップ 1

チャネルウィンドウでシングルクリックして正しいチャネルを選択します。チャ
ネルのアイコンは conjfigurationウィンドウの左側のパネルに表示されます。
チャネルの設定画面が、左側に「Parameters」右側に「ID」の 2つに分かれたパ
ネルで表示されます。（図 8-1参照）

ステップステップステップステップステップ 2

「Parameters」パネルから、設定可能な、「transfer clock（転送クロック）」、「transfer

width（転送幅）」、「termination（ターミネーション）」、「parity check（パリティ
チェック）」のプルダウンメニューまたはチェックサークルをチェックして、適
切な値を指定します。それから「Apply」ボタンをクリックして設定を反映させ
ます。

ステップステップステップステップステップ 3

選択しているチャネルに異なるIDを割り当てたい場合は、「ID」パネルを選択し
てください。IDプールのスクロールメニューが表示されます（図 8-5参照）

図 8-5:IDプールメニュー

IDを選択したら、チャネルが他のデバイスと重複していないことをご確認くだ
さい。現在の IDはグレイアウトで表示され、選択肢からは除外されます。リス
ト内のIDは全て使用可能です。使用したいIDのチェックボックスをチェックす
ると IDがハイライト表示されます。「Apply」ボタンをクリックすると設定内容
が反映されます。
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第９章　ドライブ管理

RAIDWatch Managerを使用すると、論理ドライブ（LD）と論理ボリューム（LV）
の作成・削除をすることができます。LD、LVともパーティションを作成すること
ができます。本章では以下のドライブ管理機能についてご説明いたします。

◆ドライブを配置する◆ドライブを配置する◆ドライブを配置する◆ドライブを配置する◆ドライブを配置する －セクション９．１

◆論理ドライブ管理◆論理ドライブ管理◆論理ドライブ管理◆論理ドライブ管理◆論理ドライブ管理 －セクション９．２

・ ９．２．１　Create Logical Driveウィンドウにアクセスする
・ ９．２．２　論理ドライブの作成
・ ９．２．３　論理ドライブ構成ウィンドウにアクセスする
・ ９．２．４　ダイナミック論理ドライブの拡張
・ ９．２．５　スペアドライブの割り当ての追加
・ ９．２．６　論理ドライブのリビルド
・ ９．２．７　論理ドライブの削除
・ ９．２．８　論理ドライブをシャットダウンする

◆論理ボリュームの作成と削除◆論理ボリュームの作成と削除◆論理ボリュームの作成と削除◆論理ボリュームの作成と削除◆論理ボリュームの作成と削除 －セクション９．３

・ ９．３．１　論理ボリューム作成ウィンドウにアクセスする
・ ９．３．２　論理ボリュームを作成する
・ ９．３．３　既存の論理ボリュームウィンドウにアクセスする
・ ９．３．４　論理ボリュームを拡張する
・ ９．３．５　論理ボリュームの削除

◆論理構成をパーティションで分ける◆論理構成をパーティションで分ける◆論理構成をパーティションで分ける◆論理構成をパーティションで分ける◆論理構成をパーティションで分ける－セクション９．４

・ ９．４．１　概要
・ ９．４．２　論理ドライブをパーティションに分ける
・ ９．４．３　論理ボリュームをパーティションに分ける
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９．１　ドライブを配置する

RAIDWatchはサブシステムのドライブトレイを表すために、視覚的なアイコン
を使用します。ほとんどの設定ウィンドウでは、シングルクリックでハードディ
スクドライブを選択します。ドライブの状態は異なるアイコン表示を使用して、
表示され自動的にリフレッシュされます。すぐにドライブの状態を確認するこ
とのできる「Front View」ウィンドウで使用されている、以下のドライブアイコ
ンをご覧ください。「Front View」ウィンドウのドライブの状態を参照すること
により、論理的なアレイの作成や構成をはじめることができます。

新しいドライブまたは、正常なドライブ

不良ドライブまたは失われたドライブ

スペアドライブ

論理アレイを構成する前に知っておかなければいけないことを以下に示します。

・ 論理構成内の全てのメンバーは同じ色で表されます。

・ ディスクドライブがそのアイコンをマウスのシングルクリックによって
選択されたときはいつでも、そのドライブの状態が関連する設定ウィン
ドウに表示されます（*要確認）。例えば、アイコンをクリックしてドラ
イブを選択すると、選択されたメンバーのコラムの中に自動的に現れま
す（*要確認）。このように、関係する特定のドライブの情報をダブル
チェックすることで、誤りを排除しています。
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９．２　論理ドライブの管理

　このセクションでは以下の方法について説明します。

・ 論理ドライブ（LD）の作成と管理ウィンドウへのアクセス

・ 論理ドライブの作成

・ 論理ドライブの拡張

・ 論理ドライブの削除

ご注意

論理ドライブを削除すると、論理ドライブに割り当てられていた全ての物理ドライブは
開放され、それらを使用して、新しい論理ドライブを作成したり、別の論理ドライブを
拡張したりすることが可能となります。

９．２．１　Create Logical Driveウィンドウにアクセス
する

論理ドライブは、「Create Logical Drive」ウィンドウで作成され、「Existing Logical

Drives」ウィンドウで管理されます。これらの機能的なウィンドウは、RAIDWatch

のGUIスクリーン左側にあるナビゲーションパネルからアクセスすることができ
ます。

ステップステップステップステップステップ 1

論理ドライブを作成し、関係するパラメータを設定するなどの論理ドライブの管
理を行うには、ナビゲーションパネルの「Create Logical Drive」アイコンをク
リックするか、GUIスクリーンの上部にある「Action」メニューのアイテムをク
リックして、論理ドライブの作成ウィンドウを表示させます。

図 9-1　論理ドライブウィンドウへのアクセス

ステップステップステップステップステップ 2

設定画面が表示されます。（図 9-2参照）
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図 9-2 Create Logical Driveウィンドウ

９．２．２　論理ドライブの作成

　９．２．２．１　LDの作成

論理ドライブを作成するには、

ステップステップステップステップステップ 1

論理ドライブに使用する物理ドライブを選択します。（9.2.2.2参照）

ステップステップステップステップステップ 2

以下の RAIDパラメータを選択します。（9.2.2.3参照）

・ RAIDレベル

・ ライトポリシー

・ 論理ドライブの割り当て

・ ドライブサイズ

・ ストライプサイズ

・ イニシャルモード

ステップステップステップステップステップ 3

「OK」ボタンをクリックします。（9.2.2.4参照）



-119-

RAIDWatch ユーザーズガイド

9.2 　論理ドライブの管理

ドライブ管理

　９．２．２．２　ドライブの選択

ステップステップステップステップステップ 1

Front View ウィンドウで、ドライブのアイコンをクリックして新しい論理ドラ
イブのメンバーを選択します。不良ドライブや他の論理ドライブで使用されてい
るドライブは、作成プロセスでは使用できません。

ステップステップステップステップステップ 2

新しい論理ドライブとして選択されたドライブは、画面右側の「Selec ted

Menbers」サブウィンドウにリストされます。

ステップステップステップステップステップ 3

設定画面下部の選択メニューから適切な RAIDパラメータの設定を続けます。

　９．２．２．３　RAIDパラメータの設定

論理ドライブで使用する物理ドライブを選択した後は、その論理ドライブに対し
てRAIDパラメータを選択しなければいけません。利用できるRAIDパラメータ
のオプションは設定画面の下のほうからアクセスできます。

RAID Level
プルダウンメニューに表示される「RAIDレベル」から、作成する論理ドライブ
で使用したい RAIDレベルを選択します。

Write Policy
その論理ドライブに適用したい書き込みポリシーを定義します。「Default」はサ
ブシステムのデフォルト設定と同じになります。通常はデフォルトでご使用くだ
さい。

LD Assignment
「LD Assignment」メニューから、「Primary Controller」または「Secondary

Controller」を選択します。論理ドライブを管理する RAIDコントローラを選択
してください。

Drive Size
「Drive Size」フィールドに入力する値によって、その論理ドライブで使用される
各ドライブの容量が決まります。

今回は全ての容量を使用したくない場合は、容量よりも小さな値を入力します。
使用しなかった部分は、「Expand Logical Drive（論理ドライブの拡張）」機能を
使用して、後で利用することができます。
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Initialization
アレイをすぐに使用できるようにします。「Online」とは、I/Oと初期化プロセス
がしばらくして完了すると、すぐに論理ドライブが使用できるようになることを
意味します。

Stripe Size

論理ドライブを作成したときに設定するストライプサイズは、「Stripe Size」の
プルダウンメニューから選択することができます。図で示されているように、次
のストライプサイズが利用可能です。16KB、32KB、64KB、128KB、256KB

ストライプサイズ選択の際は、ストライブサイズのアレンジがアレイのパフォー
マンスに、甚大な影響を与えることを十分に留意してください。十分に経験のあ
るユーザのみ、この項目の値の選択をお勧めします。このメニューでデフォルト
で選択されているストライプサイズは、サブシステムの最適化モードによって決
められたものです。

　９．２．２．４　「OK」ボタンをクリックして論理ドライブを
作成します

論理ドライブ構成に使用する物理ドライブを選択し、論理ドライブの全てのパラ
メータを適切な値に選択したら、

ステップステップステップステップステップ 1

論理ドライブの管理ウィンドウ下部にある「OK」ボタンをクリックしてください。

ステップステップステップステップステップ 2

確認のウィンドウが表示されます。選択した設定内容で論理ドライブを作成する
場合は「了解了解了解了解了解」ボタンをクリックしてください。「Please Confirm」ウィンドウ
で「OK」ボタンを選択すると、「Create In Progress」コンテンツウィンドウが
表示されます。

ステップ 3

論理ドライブの作成が始まります。

ステップ 4

イニシャライズ（初期化）か始まると、「Tasks Under Process」ウィンドウでそ
の過程をチェックすることができます。
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９．２．３　論理ドライブ構成ウィンドウにアクセスする
（本機能は未サポートとなっております）

「Existing Logical Drives」ウィンドウでは、構成されているアレイに対して、多
くの設定を行うことができます。

　９．２．３．１ 「Existing Logical Drives」ウィンドウを開く

ステップステップステップステップステップ 1

図 9-3で示されるように、GUIのナビゲーションパネルから「Existing Logical

Drives」のアイコンを選択します。作成済みの全ての論理ドライブが「Logical

Drives」パネルの下に表示されます。

図 9-3 論理ドライブのリスト

ステップステップステップステップステップ 2

図 9-3で表示されたリストから、設定や構成を変更したい論理ドライブを選択し
ます。論理ドライブを選択したら、「Front View」のサブウィンドウに構成され
ているメンバーのディスクが表示されます。「Finctions」ウィンドウの上部には
「Properties」「Add Disk」「Expand」の３つのタブが現れます。

　９．２．３．２　ドライブを追加して論理ドライブを拡張する

ステップステップステップステップステップ 1

GUIスクリーンの上部にある論理ドライブのリストから拡張したい論理ドライブ
（Logical Drives）を選択します。

ステップ 2

「Add Disk」タブを選択し、コンテンツパネルを表示させます。

ステップ 3

論理ドライブに追加したいドライブを「Front View」ウィンドウから、クリック
して選択します。ドライブは複数選択可能です。ドライブを選択したら、「Add

Disk」のコンテンツパネルに、そのドライブの状態が表示されます。
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ステップステップステップステップステップ 4

「Add Disk」パネルには「Add Disk」と「Add Spare Drive」の２つのファンク
ションボタンがあります。「Add Disk」ボタンをクリックして新しいメンバーを
アレイに追加します。

ステップステップステップステップステップ 5

ディスクの追加プロセスがすぐに開始されます。この様子は「Task Under

Process」ウィンドウでチェックすることができます。

　９．２．３．３ 「Expand」コマンドのサブウィンドウにアク
セスする

「Expand」コマンドのサブウィンドウへは、論理ドライブを選択して「Function」
ウィンドウの「Expand」タブをクリックしてアクセスします。

図 9-4 「Expand」コマンド ブウィンドウ

Available Expand Size（（（（（MB）））））
論理ドライブ内に使用していない領域があれば、論理ドライブは拡張すること
ができます。テキストボックスに容量が表示されていない場合は、論理ドライ
ブは拡張することができません。

Expand Sizeの設定の設定の設定の設定の設定
「Available Expand Size」の欄に容量が表示されている場合のみ、このテキスト
ボックスに値を入力することができます。「Expand Size」のテキストボックスに
は、「Available Expand Size」で示されている値以上は入力できません。ここで
入力した値は、拡張する論理ドライブの拡張サイズとなります。

Execute Expand（（（（（拡拡拡拡拡張張張張張ののののの実実実実実行行行行行）））））
「Execute Expand」では、オンラインまたはオフラインで拡張を行うかどうかを
決定します。オンラインで拡張を行いたい場合、サブシステムがホストからの
I/Oリクエストが比較的低く拡張オペレーションが許される場合に、拡張プロセ
スが完了します。オフラインでの拡張をしたい場合は、「Off-Line」メニューア
イテムが即座に始まります。
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　９．２．３．４　「Expand」をクリックして論理ドライブの拡
張をはじめます

　論理ドライブの拡張をはじめるには、以下のステップをご参照ください。

ステップステップステップステップステップ 1

論理ドライブの拡張パラメータが選択されたら、スクリーン下側にある、
「Expand」ウィンドウ下部にある「Expand」ボタンをクリックしてください。

ステップ 2

拡張プロセスが始まります。進行状況は「Tasks Under Process」ウィンドウで
確認することができます。

ステップ 3

拡張したサイズと同じサイズの新しいパーティションが、論理ドライブの最後に
追加されます。前述の論理ドライブのフィールド内で右クリックして、「Edit

Partition」コマンドで内容を確認することができます。

９．２．４　ダイナミック論理ドライブの拡張
（本機能は未サポートとなっております）

　９．２．４．１　ダイナミック論理ドライブとは？

ダイナミック論理ドライブ拡張の前に、RAIDシステムの容量をバックアップや
再作成などの従来の手法を使って増やしておきリストアしておいてください。ダ
イナミック論理ドライブの拡張では、電源をOFFにすることなくRAID 0,3,5の
論理ドライブに新しいハードディスクを追加し拡張することができます。
（ファームウェア 2.11以降）

　９．２．４．２　ダイナミック論理ドライブ拡張の２つの方法

図 9-5　ダイナミック論理ドライブ拡張

　ダイナミック論理ドライブの拡張には２つの方法があります。

モード１による拡張は、図　9-6に記されています。これは論理ドライブに更に
ハードディスクを追加する必要があります。これには使用可能なドライブが本体
になくてはいけません。データはオリジナルと新しく追加されたディスクにスト
ライピングされなおします。
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図 9-6 RAID拡張　モード１

図9-6では、4ギガバイトのRAID5の論理ドライブに容量を増やすために新しい
ドライブが追加されています。２つのドライブ追加し、容量は8ギガバイトに増
加しました。

これに対してモード2の拡張は、作成されているの論理ドライブと同じの高容量
ハードディスクドライブが必要になります。

図 9-7 RAID 拡張 モード 2（1/3）

図 9-7ではモード 2拡張を使用して同じ 4ギガバイトの RAID5論理ドライブの
拡張を図解しています。ドライブは3つの高容量ドライブにコピーされ置き換え
られます。
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図 9-8 RAID 拡張 モード 2（2/3）

これによって3つの物理ドライブで構成される4ギガバイトの容量をもつRAID

5の論理ドライブが作成されます。増加した 4ギガバイトの容量は新しいパー
ティションとなります。

図 9-9 RAID 拡張 モード 2（3/3）
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3つの新しいドライブが組み込まれます。論理ドライブにどのドライブを追加す
るには、ドライブを追加したい論理ドライブを選択し、前記のプロセスを開始す
るために「Add Disk」タブを選択します。追加するドライブを 1つまたはそれ
以上選択し、「Add Disk」ボタンをクリックしてください。追加したい全てのド
ライブを選択したら「OK」をクリックしてください。

新しいパーティションにホストLUNをマップするには、次章の指示に従ってく
ださい。新しいパーティションは、HBA（ホストバスアダプタ）から見るため
に、ホスト LUNにマップされなければいけません。

９．２．５　スペアドライブの割り当ての追加

障害が発生したドライブのバックアップのために、論理ドライブにスペアドライ
ブを割り当てることができます。ドライブの障害イベント時は、スペアドライブ
は自動的にアレイに配置され、即座に再構築が始まります。

論理ドライブは複数のスペアドライブをサポートしています。しかし、この構成
は、コストが高くつくことと、ドライブの障害が起こらないことによりあまり使
用されません。実際の構成には論理ドライブ1つにつき1つのスペアドライブが
必要となります。このスペアドライブを使用して再構築が終わった後に、障害の
発生したドライブを交換し、交換した新しいドライブをその論理ドライブの新し
いスペアドライブに配置します。

ポイント

スペアドライブは、論理ドライブを作成する際に「logical drive RAID Level selection」
ダイアログボックスから「RAID 1 +Spare」「RAID 3 + Spare」「RAID 5 + Spare」オプ
ションを選択することで、自動的に追加することができます。

　９．２．５．１　スペアドライブ管理画面にアクセスする

スペアドライブ管理画面を開くには以下のステップに従ってください。

ステップステップステップステップステップ 1

前述の論理ドライブのリストから専用のスペアを追加したい論理ドライブを選択
してください。「Functions」ウィンドウで、「Add Disk」タブをクリックしてく
ださい。「Function」ウィンドウには図9-3で示したように「Exiting Logical Drives」
ウィンドウからアクセスします。図 9-10で示すように、「Add Local Spare」ボ
タンが「Add Disk」ボタンの横に配置されています。
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　図 9-10 「Add Spare Drive」ボタン

ステップステップステップステップステップ 2

「Front View」ウィンドウから、マウスをクリックして、専用のスペアとして使
用したいドライブを選択します。

ステップステップステップステップステップ 3

スペアとして使用するドライブを選択したら、そのドライブの状態が表示されま
す。「Add Local Spare」ボタンをクリックしてプロセスを完了させます。

ポイント

スペアドライブの割り当ては「Maintenance」モードウィンドウ、「Physical Drives

functional window」でも行うことができます。グローバルスペアは、「Existing Logical

Drive」ウィンドウからは追加することができない点にご留意ください。

９．２．６　論理ドライブのリビルド

再構築が自動的に行われるかマニュアルで始めなければいけないかは、スペアド
ライブのあるなしによって異なります。スペアドライブがあるとシステムは自動
的にスペアドライブに再構築を行います。プロセスはバックグラウンドで行われ
るので、ユーザは意識する必要がありません。とはいえ、障害の発生したドライ
ブは他のドライブに障害が発生してバックアップドライブが必要になったときに
備えてなるべく早く取り除き、新しいドライブと置き換え、新しいドライブをス
ペアドライブとして設定し直してください。

スペアドライブがない場合は、再構築はマニュアルで開始しなければなりませ
ん。マニュアルでのリビルドを開始する前に、障害の発生したドライブを取り替
えなければなりません。交換するドライブを同じドライブスロットにインストー
ルする場合（同じチャネルと ID）、リビルドボタンをクリックすることにより再
構築を行うことができます。そうでない場合は、始めにドライブのスキャンを行
う必要があります。

障害の発生したドライブは、可能な限り早く交換する必要があります。RAID 3

やRAID 5アレイであっても、2つのドライブのメンバーに障害が発生すると、回
復不能なデータの消失を招きます。
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コントローラ/サブシステムは設定された間隔で交換したドライブのドライブバ
スを再スキャン実行可能です。関係する設定は「Configuration Parameters」 ->

「Other」 ->「Drive Side Parameters」 -> 「Drive Fail Swap Check Period(Sec)」で確
認することができます（*）。

図 9-11 「Rebuild」コマンドメニュー

９．２．７　論理ドライブの削除

ご使用のRAIDサブシステムから論理ドライブを削除したい場合、以下に要約し
てあるステップに従ってください。論理ドライブの削除は、論理ドライブ内にあ
る全てのデータが削除され、事前に保存されていたどのようなデータも復旧不能
になることに十分ご注意ください。

重要なご注意

論理ドライブの削除は、その論理ドライブ上に現在保存されている全てのデータを回復
できない状態に消去します。



-129-

RAIDWatch ユーザーズガイド

9.2 　論理ドライブの管理

ドライブ管理

論理ドライブを削除するには論理ドライブを削除するには論理ドライブを削除するには論理ドライブを削除するには論理ドライブを削除するには：：：：：

ステップステップステップステップステップ 1

削除したい論理ドライブをクリックして選択します。スクリーンエリアの近くを
右クリックします。図 9-12のようにコマンドメニューが現れます。

図 9-12 「Logical Drives」のコマンドメニュー

ステップステップステップステップステップ 2

「Delete Logica Drive」コマンドを選択してください。すぐに削除プロセスが完了
します。

ステップステップステップステップステップ 3

「Delete」コマンドを選択したら、確認のメッセージボックスが表示されます。

ステップステップステップステップステップ 4

論理ドライブを削除してもかまわない場合は「OK」を、中止する場合は「Cancel」
をクリックします。

９．２．８　論理ドライブをシャットダウンする
（本機能は未サポートとなっております）

論理ドライブのシャットダウンは、特定の論理ドライブへのアクセスを手動で停
止する場合に使用します。この機能は工場出荷時のテストとデバック目的でのみ
使用してください。通常の稼動状態では使用してはいけません。シャットダウン
したいドライブを選択してクリックしてください。スクリーンエリアの近くを右右右右右
クリッククリッククリッククリッククリックします。図 9-13のようにコマンドメニューが現れ、「Shutdown Logical

Drive」コマンドが表示されます。

論理ドライブをオンラインにすることもできます。論理ドライブが I/O の準備を
するためにコントローラをリセットする必要があります。
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図 9-13 「Shoutdown Logical Drive」コマンド
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９．３　論理ボリュームの作成と削除
（本機能は未サポートとなっております）

RAIDWatch Managerを使用して論理ボリュームの作成と削除を行うことができ
ます。論理ボリュームは、複数の論理ドライブをまとめて作られます。異なる容
量、RAIDレベルの論理ドライブをひとつの論理ボリュームとしてまとめること
ができるのです。また、既存の論理ボリュームを削除することもできます。削除
する前に、保存されているデータが、もう必要ではないことをよくご確認くださ
い。論理ボリュームを削除すると、その論理ボリューム内に保存されていた全て
の情報は消去されます。

ポイント

論理ボリュームを削除すると、ボリュームに割り当てられていた全ての論理ドライブは
開放され、新しい論理ボリュームを作成するのに使用することができます。

９．３．１　論理ボリューム作成ウィンドウにアクセスする

 論理ボリュームは、ナビゲーションパネルのアイコンまたは、GUIスクリーンの
上部にあるコマンドメニューからアクセスできる「Create Logica View」ウィン
ドウで作成できます。

ステップステップステップステップステップ 1

論理ボリュームを作成するには、ナビゲーションパネル関係するアイコンのボタ
ン、または「Action」メニューバーのコマンドから関係するアイコンのボタンを
クリックして「Create Logical Volime」ウィンドウを表示させます。

図  9-14 「Create Logica Volume」ウィンドウへのアクセス

ステップステップステップステップステップ 2

「Create Logical Volume」ウィンドウが現れます。

図 9-15 「Create Logical Volume」ウィンドウ
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９．３．２　論理ボリュームを作成する

　９．３．２．１　論理ボリュームの作成

論理ボリュームを作成するには、論理ボリュームを作成するには、論理ボリュームを作成するには、論理ボリュームを作成するには、論理ボリュームを作成するには、

ステップステップステップステップステップ 1

「Logical Drives Available」パネルより、論理ボリュームで使用する論理ドライ
ブを選択してください。

ステップステップステップステップステップ 2

以下のRAIDパラメータを設定してください。

・ Write Policy（書き込みポリシー）

ステップステップステップステップステップ 3

「Selected Members」パネルに選択した論理ドライブの情報が表示されます。問
題がなければ「OK」ボタンをクリックしてください。

　９．３．２．２　論理ドライブの選択

ステップステップステップステップステップ 1

マウスをクリックして新しい論理ボリュームに含めて、ひとつにまとめたい論理
ドライブをおのおの選択してください。「Available」メニューの下にある「Add」
ボタンをクリックしてください。

ステップステップステップステップステップ 2

全ての使用可能な論理ドライブは左側にリストされています。論理ボリュームに
含めたい論理ドライブの数に制限はありません。正しいメンバーが選択されてい
るか、ここでダブルチェックしてください。

　９．３．２．３　論理ボリュームパラメータを設定する

論理ボリュームで使用する論理ドライブを選択したら、その論理ボリュームのた
めの LVパラメータを選択しなければなりません。LVパラメータオプションは
論理ドライブの作成ウィンドウの下の部分からアクセスすることができます。

論理ボリュームの割り当て論理ボリュームの割り当て論理ボリュームの割り当て論理ボリュームの割り当て論理ボリュームの割り当て（（（（（Assignment）））））

「LV Assignment」メニューから、「Primary Controller」か「Secondary Controller」
を選択してください。
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ポイント

冗長コントローラ機能が有効になっていないか、SIDがドライブチャネルに割り当てら
れていない場合、「LD Assignment」プルダウンメニューは使用することはできません。

書き込みポリシーの選択書き込みポリシーの選択書き込みポリシーの選択書き込みポリシーの選択書き込みポリシーの選択
「Write Policy」メニューを使用して、「Write Through」または「Write Back」ど
ちらかをデフォルトに選択します。ここで設定したポリシーが、論理ボリューム
を構成している全ての論理ドライブに適用されます。

　９．３．２．４　「OK」をクリックして論理ボリュームを作成
します。

論理ボリュームで使用されている論理ドライブが選択され、必要なな論理ボ
リュームのパラメータが選択されたら、

ステップステップステップステップステップ 1

論理ボリュームの作成ウィンドウで「OK」ボタンをクリックします。

ステップステップステップステップステップ 2

すぐに論理ボリュームの作成が完了します。

９．３．３　既存の論理ボリュームウィンドウにアクセ
スする

　既存の論理ボリュームウィンドウ（Existing Logical Volumes Window）からは
論理ボリュームの拡張と関連する構成オプションの変更を行うことができます。
以下に示すように、設定ウィンドウへはナビゲーションパネルまたはGUIスク
リーンの上部にあるコマンドメニューからアクセスすることができます。

図 9-16　Existing Logical Volumeウィンドウへのアクセス
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９．３．４　論理ボリュームを拡張する

論理ボリュームのメンバーが自由で使用されていない容量をもっているとき、既
存の論理ボリュームに更に容量を追加することができます。使用されていない
領域は、以下の状況ににより生じ得ます。

・ 論理ドライブの作成（設定可能な最大アレイ容量）の際に、特定の容量
が意図的に未使用領域として残されている場合。

・ 論理ボリュームの幾つかまたは全てのメンバーが、新しいドライブを追
加するか、より大きな容量をもつドライブへオリジナルドライブをコ
ピーし置き換えられたことにより、拡張された場合。

　９．３．４．１　"Expand Logical Volume" ウィンドウを開く

ステップステップステップステップステップ 1

図 9-17で示されているように「Exising Logical Volumes」ウィンドウから、設
定済みの論理ボリュームを選択します。以下に示すように「Logical Volume

Status」パネルの下部に作成済みの全ての論理ボリュームが現れます。

図 9-17 Existing Logical Volumes ウィンドウ

ステップ 2

拡張コマンドは「Logical Volume Parameters」ウィンドウの「Expand」タブを
クリックすると表示されます。

図 9-18 「Logical Volume Parameters」ウィンドウ
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ステップステップステップステップステップ 3

未使用の容量がある場合、テキストボックスに「使用可能な拡張サイズ」
（Available expansion size）が表示されます。

ステップステップステップステップステップ 4

設定パネル下部にある「Expand」ボタンをクリックしてください。論理ボリュー
ムのメンバーの全ての未使用の容量は同じ拡張プロセスにより作成されなければ
ならないので、拡張プロセスは短い時間で完了しなければなりません。論理ボ
リュームの拡張プロセスは、単純にサブシステムのファームウェアに自由な容量
のアレンジメントの変更を認識させるだけです。

ポイント

以前のパーティションサイズを拡張するには、「View and Edit LV partition」テーブル
でパーティションを結合することができます（パーティション0の容量を、全てのパー
ティションをひとつのパーティションに結合して、同じ容量にするように）。パーティ
ションの結合は既存のドライブパーティション内のデータを全て削除します。

ステップステップステップステップステップ 5

論理ボリュームは、拡張サイズと同じ新しいひとつのパーティションになりまし
た。拡張したボリュームを右クリックして右クリックして右クリックして右クリックして右クリックしてパーティションを確認し、「Edit

Partition」を選択して点検します。

９．３．５　論理ボリュームの削除

ステップステップステップステップステップ 1

削除したい設定済みのボリュームをクリックして選択します。コマンドメニュー
を表示させるために、その近くのエリアで右クリックします。図 9-19に示され
るように「Logical Volume Status」パネルの下に、作成済みの全ての論理ボリュー
ムが表示されます。

図 9-19：論理ボリューム編集モードメニューの表示

ステップ 2

論理ボリュームの削除を実行する際、確認のメッセージが表示されます。選択し
た論理ボリュームを削除してもかまわない場合は「OK」ボタンをクリックして
ください。論理ボリュームが削除され、リストから取り除かれます。
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９．４　論理構成をパーティションで分ける
（本機能は未サポートとなっております）

９．４．１　概要

パーティションは論理ドライブ・論理ボリュームのいずれでも作成することがで
きます。目的に応じて、論理ドライブ・論理ボリュームを幾つかの小さなサイズ
の複数のパーティションに分けるか、（ひとつのパーティションで論理ドライブ・
論理ボリュームをカバーして）デフォルトのサイズのままにする事ができます。

全ての論理ドライブ・論理ボリュームを単一のホストLUNにマップするのであ
れば、パーティションは意味がありません。パーティションは、大容量のアレイ
を扱う際や、異なるOSで稼動している複数のホストよりアクセスする必要のあ
るアプリケーションのために容量を再配置するときに役に立ちます（※）。

※弊社では複数のホストからのアクセスはサポートしておりません。

参考

論理ドライブ・論理ボリュームにつき 8つのパーティションを作成することができま
す。パーティションで分けられた論理ドライブは、論理ボリュームに加えることはでき
ません

９．４．２　論理ドライブをパーティションに分ける

警告警告警告警告警告：：：：：構成済みのアレイをパーティションに分ける場合、既に保存され
ていたデータは全て消去されます。

ステップステップステップステップステップ 1

パーティションに分けたい論理ドライブを選択します。「Logical Drive」ウィン
ドウにカーソルを移動させます。編集モードのコマンドメニューを表示させるた
めに右クリックします。

図 9-20　「Edit Partition」コマンド
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ステップステップステップステップステップ 2

メニューから「Edit Partition」を選択します。

ステップステップステップステップステップ 3

「Edit Partition mode」ウィンドウが表示されます。

図 9-21：「Edit Partition」コマンドウィンドウ

ステップステップステップステップステップ 4

アレイがパーティションに分けられていない場合、全ての容量がひとつのパー
ティションで現れます。シングルクリックでパーティション（カラーバー）を
選択します。

ステップステップステップステップステップ 5

右クリック右クリック右クリック右クリック右クリックして「Add Partition」を選択するか「Edit」コマンドを選択して、「Add

Partition」コマンドを表示させます。クリックして進みます。

ステップステップステップステップステップ 6

パーティションサイズ ウィンドウが表示されます。希望の容量を入力し、「了解」
ボタンをクリックしてください。

ステップステップステップステップステップ 7

容量を2つに分けた画面を以下に示します。各パーティションは異なる色で表示
されます。更にパーティションを作成したい場合は、同じ操作を繰り返します。
また、パーティションをクリックすると情報が表示されます。新しいパーティ
ションは作成されたパーティションを分ける形で作成します。

図 9-22：Edit partitionコマンドウィンドウ

矢印矢印矢印矢印矢印のボタンをクリックするとパーティションの選択を切り替えます。
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９．４．３　論理ボリュームをパーティションに分ける

警告警告警告警告警告：：：：：構成済みのアレイをパーティションに分ける場合、既に保存され
ていたデータは全て消去されます。

ステップ 1

パーティションに分けたい論理ボリュームを選択します。「Logical Volume

Status」ウィンドウへカーソルを移動させます。編集モードのコマンドメニュー
を表示させるために右クリック右クリック右クリック右クリック右クリックします。

図 9-23：　「Edit Partition」コマンド

ステップステップステップステップステップ 2

メニューから「Edit Partition」を選択します。

ステップステップステップステップステップ 3

「Edit Partition」ウィンドウが表示されます。

図 9-24：　「Edit Partition」ウィンドウ

ステップステップステップステップステップ 4

ボリュームがパーティションに分けられていない場合、全ての容量がひとつの
パーティションで現れます。シングルクリックでパーティション（カラーバー）
を選択します。

ステップステップステップステップステップ 5

右クリック右クリック右クリック右クリック右クリックするか「Edit」コマンドを選択して、「Add Partition」コマンドを表
示させます。クリックして進みます。
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ステップステップステップステップステップ 6

パーティションサイズ ウィンドウが表示されます。希望の容量を入力し、「了解了解了解了解了解」
ボタンをクリックしてください。

ステップ 7

容量を2つに分けた画面を以下に示します。各パーティションは異なる色で表示
されます。更にパーティションを作成したい場合は、同じ操作を繰り返します。
また、パーティションをクリックすると情報が表示されます。新しいパーティ
ションは作成されたパーティションを分ける形で作成します。

矢印のボタンをクリックするとパーティションの選択を切り替えます。
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第１０章　LUNのマッピング

論理ドライブまたは論理ボリュームを作成した後、それをホスト LUNへマップす
ることができます。また、パーティションが作成されている場合は、それぞれの
パーティションを特定のホスト L U N へマッピングすることができます。
RAIDWatchはホストチャネルあたり8つのLUN（0-7）をサポートしています。マッ
プされた論理ドライブ・論理ボリュームまたはパーティションはそれぞれ、ホスト
には単一のドライブレターで表示されます。既存のホスト LUNに対するマッピン
グは削除することもできます。特定のマッピングが役に立っていないのを発見した
場合や、ディスクアレイの再構築が必要な場合、システムの不必要なマッピングを
削除することができます。

本章では以下の LUN Mapping機能について説明します。

◆◆◆◆◆LUNマップテーブルにアクセスするマップテーブルにアクセスするマップテーブルにアクセスするマップテーブルにアクセスするマップテーブルにアクセスする －セクション１０．１

◆◆◆◆◆ LUNマッピングマッピングマッピングマッピングマッピング －セクション１０．２

１０．２．１完全な論理ドライブ・論理ボリュームをマッピングする
１０．２．２ホストLUNへ論理ドライブまたは論理ボリュームのパーティ

ションをマップする
１０．２．３ホスト LUNのマッピングを削除する

◆拡張◆拡張◆拡張◆拡張◆拡張LUNマッピングマッピングマッピングマッピングマッピング －セクション１０．３

１０．３．１　準備
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１０．１　LUNマップテーブルにアクセスする

LUNマッピングの作成・削除または拡張 LUNマッピングを行いたい場合、
「LUN Map Table」へアクセスする必要があります。「LUN Map Table」には
マッピング済みの論理ドライブ・論理ボリュームとパーティションがリストさ
れています。「LUN Map Table」へアクセスするには、以下のステップをご参
照ください。

ステップステップステップステップステップ 1

「Configuration」カテゴリのナビゲーションパネル内で、「Configuration」オプ
ションの下にある「Host LUN Mapping」をクリックしてマッピング捜査を始
めます。（図　10-1参照）

ステップステップステップステップステップ 2

「Host LUN Mapping 」Window が右側に表示されます。図図図図図 10-2で示されている
ように、PID（プライマリ コントローラ ID）/SID（セカンダリ コントローラ
ID）コマンドメニューを表示させるため、Host LUN（s）サブウィンドウ上で
右クリックしてください。LDA-ASシリーズのコントローラ /サブシステムの
事前に設定された IDが表示されます。代替の IDを追加する必要がある場合、
ナビゲーションパネルから「Host Channel」ウィンドウを選択してください。

図 10-1：ホスト LUNマッピングウィンドウの選択

図 10-2　ホストチャネル IDナンバーの選択

ステップステップステップステップステップ 3

 IDを選択した後、図 10-3で示されるように、「LUN Map Setting」ウィンドウ
が現れます。
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図 10.3　LUN Map Settingウィンドウ

１０．２　LUN マッピング

１０．２．１　完全な論理ドライブ・論理ボリュームを
マッピングする

ステップステップステップステップステップ 1

完全な論理ドライブまたは論理ボリュームをマッピングしたい場合は、パーティ
ションに分けられていないことをご確認ください。

ステップステップステップステップステップ 2

セクションセクションセクションセクションセクション 10.1で示されたステップにしたがって「Host LUN Mappig」ウィン
ドウにアクセスしてください。

ステップステップステップステップステップ 3

前記のプルダウンリストから、適切な「Channel」「SCSI ID」「LUN」ナンバー
をそれぞれ選択します。

ステップステップステップステップステップ 4

マウスをクリックして、論路ドライブまたは論理ボリュームを選択し、その後
パーティションのカラーバーを選択します。パーティションバーが右側に現れま
す。パーティションに分けられていない論理ドライブ・論理ボリュームはひとつ
のパーティションで表示されます。

ステップステップステップステップステップ 5

「Map LUN」ボタンをクリックして作業を終了します。
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ステップステップステップステップステップ 6

ご使用のサブシステムがファイバチャネルホストインターフェースを使用して
いる場合、「Map LUN and Add Filter」ボタンを選択して、別のプロセス続け
ることができます。詳細については「拡張拡張拡張拡張拡張LUNマッピングマッピングマッピングマッピングマッピング」をご参照ください。

１０．２．２　ホストLUNへ論理ドライブまたは論理ボ
リュームのパーティションをマップする

ステップステップステップステップステップ 1

はじめに論理ドライブまたは論理ボリュームをパーティションに分けます。

ステップステップステップステップステップ 2

セクションセクションセクションセクションセクション 10.1で示されたステップにしたがって「LUN Map Setting」ウィン
ドウにアクセスしてください。

ステップステップステップステップステップ 3

「LUN Map」ウィンドウが表示されたら、プルダウンリストから適切な
「Channel」「SCSI ID」「LUN」ナンバーを選択してください。

ステップステップステップステップステップ 4

論理ドライブまたは論理ボリュームをクリックして選択します。選択したチャ
ネル・ID・LUNナンバーに関連付けしたいパーティションをパーティションの
カラーバーから選択します。

ステップステップステップステップステップ 5

ご使用のサブシステムがファイバチャネルホストインターフェースを使用して
いる場合、「Map LUN and Add Filter」ボタンを選択して、別のプロセス続け
ることができます。詳細については「拡張拡張拡張拡張拡張 LUNマッピングマッピングマッピングマッピングマッピング」をご参照くださ
い。

ステップステップステップステップステップ 6

LUNフィルタリングの設定を必要としない場合は、「Map LUN」ボタンをク
リックして、プロセスを終了します。
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１０．２．３　ホスト LUNのマッピングを削除する

ステップステップステップステップステップ 1

10.1で示されたステップにしたがって「LUN Map Setting」ウィンドウにアクセ
スしてください。

ステップステップステップステップステップ 2

設定済みのLUNを左クリックして、それからその近くで右クリックします。図
10-6で示されるようにコマンドメニューが表示されます。「Remove LUN Map」
を選択してプロセスを完了させます。

図 10-6　Remove LUN Mapコマンド

ステップステップステップステップステップ 3

パスワードの入力と返答を促された場合は、入力して「OK」ボタンをクリックし
てください。LUN Mapテーブルテーブルテーブルテーブルテーブルのリストから LUNマッピングが削除されます。
LUNマッピングを削除した後は、ホスト LUNには何も表示されなくなります。

ステップステップステップステップステップ 4

更に LUN マッピングを削除したい場合には、同じ手順を繰り返します。
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１０．３　拡張 LUNマッピング
（本機能は未サポートとなります）

拡張拡張拡張拡張拡張LUNマッピングマッピングマッピングマッピングマッピング（Extended LUN Mapping）は、LUNの割付だけを許可
する通常のLUNマッピングに拡張機能を付加します。拡張LUNマッピングは
ユーザーにマスキングの追加とフィルタリング機能を提供します。この機能に
より特定の LUNに対して制限を加えたアクセスが可能になります。あらかじ
め指定したLUNに対して、異なるアクセスモード（読み込み /書き込み可能・
読み込みのみ）をユーザーに割り当てることができます。

１０．３．１　準備

◆拡張 LUNマッピング機能を使用する前に、論理ドライブまたは論理ボ
リュームを作成しておかなければなりません。

◆論理ドライブまたは論理ボリューム全体のマッピングに拡張LUNマッピン
グを使用したい場合は、論理ドライブまたは論理ボリュームが複数のパー
ティションに分けられていないことを確認してください。

◆論理ドライブのパーティションまたは論路ボリュームのパーティションの
マッピングに拡張LUNマッピングを使用したい場合は、拡張LUNマッピン
グ機能にアクセスする前に論理ドライブまたは論理ボリュームがパーティ
ションに分けられていることをご確認ください。
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パート 3 ：システムのモニタリングと管理

パート3ではアレイをモニタし管理する方法について説明します。障
害の発生したコンポーネントの場所を特定する方法についての詳細が
説明されています。通知手段の全ての説明を含み、ユーザーが継続的
にアレイの状態をモニタリングできるようにします。「Enclosure

View」についても説明しています。

このセクションは以下の各章により構成されています。

第第第第第 11章　システムのモニタリングと管理章　システムのモニタリングと管理章　システムのモニタリングと管理章　システムのモニタリングと管理章　システムのモニタリングと管理
第第第第第 12章　本体の表示章　本体の表示章　本体の表示章　本体の表示章　本体の表示
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第１１章　システムのモニタリングと管理

◆アレイ情報◆アレイ情報◆アレイ情報◆アレイ情報◆アレイ情報 －セクション１１．１

１１．１．１　アレイ情報カテゴリ
１１．１．２　Enclosure View

１１．１．３　実行中のタスク

◆論理ドライブ情報◆論理ドライブ情報◆論理ドライブ情報◆論理ドライブ情報◆論理ドライブ情報 －セクション１１．２

１１．２．１　論理ドライブ情報へアクセスする

◆論理ボリューム情報◆論理ボリューム情報◆論理ボリューム情報◆論理ボリューム情報◆論理ボリューム情報 －セクション１１．３

１１．３．１　論理ボリュームへアクセスする

◆システム情報◆システム情報◆システム情報◆システム情報◆システム情報　－セクション１１．４

◆統計◆統計◆統計◆統計◆統計　 －セクション１１．５
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１１．１　アレイ情報

RAIDWatch 2.0は「Array Status」カテゴリの全ての情報サービスへのアクセス
を提供しています。ゲスト権限でログインしたユーザーは、他の設定ウィンドウ
へはアクセスできませんが、インフォメーションウィンドウにアクセスすること
はできます。

現バージョンのRAIDWatchは、ご使用のLDA-ASシリーズの本体を正確に識別
できる本体のグラフィックを表示する、よりオブジェクト指向の強いアプローチ
を採用しています。RAIDWatchは接続されたアレイから識別データを読み取り、
本体の正しい外形をグラフィックで表示します。このプロセスはユーザのセット
アップなしに自動的に完了します。ただし、RAIDWatchは LDA-ASシリーズ以
外の外形を表示することはできない点にご留意ください。

１１．１．１　アレイ情報カテゴリ

RAIDアレイを正しく接続しセットアップを行ったら、GUIスクリーンの左上部
にナビゲーションパネルが表示されます。RAIDWatchははじめに「Enclosure

View」をデフォルトに設定しています。

それぞれの情報ウィンドウにアクセスするには、ナビゲーションパネル上の表示
アイコンをクリックします。また、GUIスクリーン上部にあるメニューバーの
「Action」メニューから選択してそれぞれのウィンドウにアクセスすることもでき
ます。図図図図図 11-1をご参照ください。

図 11-1　インフォメーションウィンドウの選択
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アレイ情報カテゴリから以下に示す7つのディスプレイウィンドウにアクセス
することができます。

・ Icon for the Array Information category

・ Opens the Enclosure View ウィンドウ

・ Display the Configuration Tasks currently being processed by sub-

system

・ Opens the Logical Drive Information window

・ Opens the Logical Volume Information window

・ Opens the System View window

・ Opens the Statistics window

１１．１．２　Enclosure View

「enclosure view」ウィンドウでは接続しているLDA-ASシリーズのフロントと
リアの外観を表示します。ドライブトレイを front viewで、システムモジュー
ル（電源サプライ、冷却ファンなど）を rear viewで確認することができます。

複数のLDA-ASシリーズをRAIDサブシステムにカスケード接続して管理して
いる場合、RAIDWatchはデフォルトの設定で LDAシリーズの本体を表示し、
カスケード接続された機器のグラフィックにはタブボタンをクリックしてアク
セスすることができます。

RAIDWatchはSAF-TE、SES、I2Cデータバスより提供されるどのような情報に
ついても表示することができます。典型的に提供される情報の種類は以下の通
りです。

◆ 電源サプライ

◆ ファン

◆ 周囲の温度

◆ 電圧

◆ UPS

◆ ディスクドライブ

◆ システムモジュールのLED

　各部品に対する詳細な情報を確認したい場合は、対応する部品の上にカーソ
ルを合わせます。以下のような情報のテキストフィールドが現れます。
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図 11-2 Enclosure Device Information画面（*要キャプチャ）

各部品の更なる情報についてはSystem Informationウィンドウをご参照ください。

１１．１．３　実行中のタスク

「Task Under Process」ウィンドウへのアクセスは、RAIDWatchのナビゲーショ
ンパネルで表示されているアイコンをクリックします。

図 11-3　現在実行中のタスク

◆このウィンドウでは、サブシステムにより現在処理中で完了していないタス
クを確認することができます。Task Statusの表示には以下のものが含まれま
す。
・ メディアスキャンやパリティの再生成などのディスクドライブのメン
テナンス項目、

・ 論理ドライブの初期化や容量の拡張などのアレイの構成プロセス

◆間違った設定を選択したのに気が付いた場合、タ
スクインフォメーション上で左クリックした後に
右クリックして「Abort（中止）」コマンドを表示
させます。

◆開始時間とパーセンテージインジケータのタスクの説明の要約は、そせぞれ
の実行中のタスクで参照できます。
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１１．２　論理ドライブ情報

論理ドライブの情報（Logical Drive Information）からは、物理的な配置とディ
スクドライブのメンバー間の論理的な関係を確認することができます。大規模な
ストレージアプリケーションでは、論理的なアレイは異なる機器にセットされて
いるディスクドライブから構成されます。

論理ドライブの情報（Logical Drive Information）は、現在の複雑化したRAIDア
レイの構成を想定してデザインされています。情報ウィンドウは、以下のことを
実現するための助けとなります。

◆ドライブ間の関係を明確に把握しておくことは、ドライブに障害が発生した
ときに異なったドライブを取り外すことを避けることを助けます。論理ドラ
イブ（RAID）のディスクドライブの設定は、2台のディスクドライブの障害
には対応していません。

◆論理ドライブには、異なる機器に存在するまたは異なるチャネルを持つメン
バーも含みます。そのようなケースでハードウェア障害が起こったときにダ
ウンタイムの機会を低減させます。

◆「コピー&リプレース」のやり方で、手動での再構築や容量の拡張操作を行う
時、オリジナルのメンバーと交換するドライブを識別するのはとても重要です。

１１．２．１　論理ドライブ情報へアクセスする

ステップステップステップステップステップ 1

論理ドライブの情報へアクセスするには、GUIナビゲーションパネルで「Logical

Drive Information」アイコンをクリックするか、「Action」コマンドメニューか
らコマンドを選択します。「information」ウィンドウを開いた後、マウスをクリッ
クして該当の論理ドライブを選択します。図図図図図 11-4で示される表示ウィンドウが
現れます。
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図　11-4　論理ドライブ情報の画面を開く（*要キャプチャ）

ステップステップステップステップステップ 2

前に記したように、構成済みのアレイが選択されると、Front Viewウィンドウ
でメンバーのドライブトレイがハイライト表示されます。アレイのパーティ
ションが右側に表示されます。それぞれのドライブの論理構成は、異なる色で
表示されます。選択した論理ドライブが異なる機器のメンバーを含む場合、そ
の場所を確認するために、Front View画面内の上部にある「JBOD」タブボタン
をクリックします。

ポイント

「Logical Drive Messages」のコラムには選択したアレイと関係するメッセージ
だけが表示される点にご留意ください。
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１１．３　論理ボリューム情報

論理ボリュームは、ひとつまたは複数の論理ドライブにより構成されます。論理
ボリューム上に書き込まれたデータはメンバーのドライブの間をストライピング
されます。

１１．３．１　論理ボリュームの情報へアクセスする

ステップステップステップステップステップ 1

論理ボリュームの情報論理ボリュームの情報論理ボリュームの情報論理ボリュームの情報論理ボリュームの情報（Logical Volume Information）へアクセスするには、GUI

ナビゲーションパネル上で表示されるアイコンをクリックするか、「Action」コ
マンドメニューからコマンドを選択します。情報ウィンドウを開いたら、論理ボ
リュームをクリックして選択します。デフォルトではリストのはじめのボリュー
ムの画面が表示されます。図図図図図 11-5に示されるようなディスプレイウィンドウが
表示されます。

図　11-5　論理ボリューム情報画面を開く

ステップステップステップステップステップ 2

前に記したように、構成済みのボリュームを選択すると、そのメンバーが
「Member Logical Drive（s）」のコラム内に表示されます。そのボリュームの論理
パーティションは、分割されたカラーバーによって右側に表示されます。各断片
はボリューム容量のパーティションを表します。

ポイント

「Related Information」のコラムには選択したボリュームと関係するメッセージ
だけが表示される点にご留意ください。



-154-

RAIDWatch ユーザーズガイド

11.4 　システム情報

システムのモニタリングと管理

１１．４　システム情報

　システム情報（Sytem Information）ウィンドウ参照だけとなります。このウィ
ンドウには、「CPU」「ボードの温度」「冷却ファンや電源ユニット等の各部品」
を含む主要な部品の稼動状態についての情報が含まれます。

アプリケーションに複数のカスケード接続されたLDA-ASシリーズが含まれる
場合、enclosure viewウィンドウを参照すると、障害の発生したユニットは赤
色のLEDの点滅により示されます。LEDのカラー表示は本体の実際の状態に
対応して、グラフィック上に表示されます。

図 11-7 :System Infotmation 画面

ステップ 1

このウィンドウにアクセスするには、GUIナビゲーションパネル上の「System

Information」アイコンをクリックするか、「Action」コマンドメニューから
「Information」－「System Information」を選択します。

ステップ 2

デバイス名の前にあるアイコンを注意してチェックします。各デバイスは接続
されているデータバスにより分類されています。次のアイコンリストをご参照
ください。

RAID controllerの状態

I2Cバスデバイスの状態

SAF-TE デバイスの状態

SESデバイスの状態

温度センサー
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システムのモニタリングと管理

特定のアイテム上にカーソルを置くと、そのデバイスのカテゴリが表示されます。

コンポーネントの状態は、デバイスバスのポーリングインターバルに設定した値
に依存しますが、常に更新されます。（例：SAF-TEまたはSESデバイスに設定し
たポーリングピリオド等）

LDA-ASシリーズはカスケード接続された本体の自動ポーリングをサポートして
います。つまり、接続されたLDA-ASシリーズの状態は、ユーザーの手間をかけ
ることなく、自動的にシステムインフォメーションウィンドウに追加されます。
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システムのモニタリングと管理

１１．５　統計

RAIDWatchマネージャはディスクアレイスステムの全てのパフォーマンスをレ
ポートするための統計モニタリング機能を持っています。この機能は1秒あた
りに読み書きされるバイト数とキャッシュメモリによって処理されるデータア
クセスのパーセンテージを表示して、システムの現在のスループットを継続的
に更新してリアルタイムでレポートします。これらの値は、視覚的なフォー
マットで表示されます。

図 11-8　Statistics 表示ウィンドウ

Statisticsウィンドウにアクセスするには、GUIナビゲーションパネルから
「Statistics」のアイコンをクリックするか「Action」メニューから「Statistics」
コマンドを選択します。それから、「Chache Hits」または「Disk R/W（（（（（disk read/

write）））））」を、それぞれのチェックボックスをチェックして選択します。

・「Chash Hits」統計ウィンドウではキャッシュメモリ経由でアクセスさ
れているデータのパーセンテージを表示します。読込み値は青色で、書
き込み値は赤色で示されます。

・「Read/Write Performance」ウィンドウは、ディスクアレイシステムから
の読み込み /ディスクアレイシステムへの書き込みデータの総量をMB/

秒で表示します。読込み値は青色で、書き込み値は赤色で示されます。
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第１２章　本体の表示

第１２章　本体の表示

本章では「Enclosure View」についてご紹介します。以下のトピックについて説明
します。

◆◆◆◆◆「「「「「Enclosure View」」」」」についてについてについてについてについて －セクション１２．１

１２．１．１　はじめに
１２．１．２　各部品の情報

◆◆◆◆◆「「「「「Enclosure View」」」」」へのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス －セクション１２．２

１２．２．１　RAID エージェントへ接続する
１２．２．２　「Enclosure View」を開く

◆◆◆◆◆ 「「「「「Enclosure View」」」」」のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ －セクション１２．３

１２．３．１　生成されるメッセージタグ

◆◆◆◆◆ LEDの説明の説明の説明の説明の説明 －セクション１２．４
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12.1 　「Enclosure View」について

本体の表示

１２．１　「Enclosure View」について

１２．１．１　はじめに

「RAIDWatch Enclosure View」は、RAIDWatchスクリーンのEnclosure Viewウィ
ンドウ内で本体の各コンポーネントを視覚的に描写して表すよう特別にカスタ
マイズされています。

「Enclosure View」ではフロントとリアパネルの両方を表示します。タブパネル
はカスケード接続している場合に別のLDA-ASシリーズにアクセスする場合に
使用します。

図 12-2　LDA-ASシリーズの Enclosure View

１２．１．２　各部品の情報

RAIDWatchのEnclosure Viewを使用すると、以下のRAIDデバイスコンポーネ
ントの状態のインフォメーションを得ることができます。

◆ RAID Controller－ RAIDコントローラはRAIDシステムの中核をなし、
ストレージデバイスからのデータフォローを制御します。

◆ I/Oチャネルチャネルチャネルチャネルチャネル－I/OチャネルはRAIDコントローラへデータフローを通す
チャネルです。

◆ Battery Backup Unit（（（（（BBU）））））－本機能は未サポートとなります。

◆ Power Supply Unit（（（（（PSU）））））－LDA-ASシリーズは、メインパワーソース
から RAIDデバイスに電源を供給する PSUを 2つ搭載しています。

◆ Cooling Fan Module－全てのRAIDデバイスは最低でも 1つの冷却ファ
ンモジュールを搭載しています。冷却ファンモジュールはRAIDデバイ
スの温度を下げオーバーヒートを防ぐ役割を持ちます。
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本体の表示

１２．２　「Enclosure View」へのアクセス

１２．２．１　RAIDエージェントに接続する

「Enclosure View」を開くには、RAIDWatchプログラムにアクセスする必要があ
ります。本マニュアルの第第第第第 3章章章章章で説明したように、RAID Agentに接続してくだ
さい。本章はRAIDWatchプログラムの開き方の、更なる説明としてご参照くだ
さい。

１２．２．２　「Enclosure View」を開く

RAIDWatchがRAIDデバイスと正しく接続されたら、すぐにご使用のデバイス
の「Enclosure View」が表示されます。表示されない場合または、「Enclosure View」
を閉じていて再アクセスしたい場合は、図 12-3で示されるようにナビゲーショ
ンパネルメニューから「Enclosure View」を選択します。

図 12-3 ナビゲーションパネルから「Enclosure View」にアクセスする

または、図図図図図 12-4で示されるように、画面上部のメニューバーから「Enclosure

View」コマンドを選択しても、ご使用のRAIDデバイスの「Enclosure View」を
開くことができます。

図 12-4 コマンドメニューから「Enclosure View」にアクセスする
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12.3 　「Enclosure View」のメッセージ

本体の表示

１２．３　「Enclosure View」のメッセージ

「Enclosure View」ウィンドウで示されるメッセージは、モニタリングしている
RAIDデバイス上の各部品についての情報へ簡単にアクセスすることを可能に
します。スクリーン上のカーソルを、表示されているフロントまたはリアパネ
ル上に移動させると、主要なデバイスの状態をリポートするメッセージタグが
現れます。これらの状態についてのメッセージは次に示します。

１２．３．１　生成されるメッセージタグ

画面上でマウスカーソルを関連するRAIDデバイスの各部品上に移動させると、
その部品のメッセージタグが生成されます。例えば、ユーザーがRAIDサブシ
ステムの稼動状態を判断したいときは、カーソルを「Enclosure」グラフィック
上に移動させると、対応したメッセージタグが現れます。

「Enclosure View」はシステムの情報と密接に関連しています。更なるデバイス
についての情報は「System Information」ウィンドウで提供されます。

メッセージタグには、各部品の稼動状態についての要約が表示されます。各部
品の操作状態は、正常に稼動しているか障害が発生しているかが示されます。

ポイント

メッセージは常にすぐに表示されるわけではありません。各部品にカーソルを
移動させた後、メッセージタグが表示されるまで、数秒かかることもあります。
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12.4 　LEDの説明

本体の表示

１２．４　LEDの説明

セクションセクションセクションセクションセクション12.1で述べたように「Enclosure View」は物理的なデバイスの直接の
描写を行います。RAIDデバイスは通常、アレイの状態を示すLEDを持っていま
す。部品の障害（または、何か別のイベントの発生）が LEDによって示される
時、関係する LEDの表示色も変わります。LEDの物理的な状態は、「Enclosure

View」画面で示されるLEDに直接反映されます。つまり、実際のデバイスのLED

の表示色が変わった場合、「Enclosure View」内の対応するLEDの表示色もまた
変わります。

各LEDについての説明は「LDA-ASシリーズ取扱説明書」をご参照ください。こ
のマニュアルは、異なる LEDの記述について判断するのにご参照ください。
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付録 A コマンド要約

付録

付録A　コマンド要約

ここでは、RAIDWatch Manager上で実行可能なコマンドについて説明します。
これらのコマンドは、各設定ウィンドウで、プルダウンメニュー上のコマンド
ボタンまたは、マウスを右クリックして表示されるポップアップメニュー上か
ら表示されます。

RAIDWatch Window Menu Commands （Base-Level Window）

A.1　メニューコマンド

このセクションでは、メニューバーにあるメニューから実行可能なコマンドについて
ご説明します。

A.1.1　RAIDWatchプログラムコマンド

RAIDWatch System Menu Commands （Base-Level Window）

コマンド 説明

Open Device
管理を行うために、特定のディスクアレイシステムに
RAIDWatch Maneger を接続します。

Exit < X > RAIDWatch Manager アプリケーションを終了します。

コマンド 説明

Next Window
このコマンドは、接続されている次のアレイへ表示を切
り替えることができます。

Tile All
このコマンドは、現在開いているウィンドウを
RAIDWatchのアプリケーションウィンドウ全てを使い見
ることができるようにアレンジします。

Cascade All
このコマンドは、現在開いているウィンドウを別のウィ
ンドウ越しに配置し、全てのウィンドウを見ることがで
きるようにアレンジします。

Hide All
このコマンドはキャプションボタンを最小化する機能を
持ちます。

Close All
このコマンドは現在開いている全てのウィンドウを閉
じ、全てのソフトウェア接続を終了します。
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付録

RAIDWatch Help Menu Commands （Base-Level Window）

コマンド 説明

About <A> RAIDWatch Manager プログラムの情報を表示します。

What's this

矢印マークに双方向的な機能を付加します。ファンク
ションメニューまたはプッシュボタンに矢印ボタンをあ
わせてクリックすると、関係するヘルプページが表示さ
れます。

Help Topic
RAIDWatch Manager のオンラインヘルプ（英語）が表
示されます。

コマンド 説明

Logout
現在開いているウィンドウを閉じ、アレイとのソフト
ウェア接続を終了します。

RAIDWatch System Menu Commands （Each Connection Window）

RAIDWatch Action Menu Commands （Each Connection Window）

コマンド 説明

Array Information
全ての情報ウィンドウへアクセスができるセカンドレベ
ルのメニューを表示します。情報ウィンドウへのアクセ
スは、ナビゲーションパネルから行うこともできます。

Maintenance

全てのメンテナンスタスクウィンドウへアクセスができ
るセカンドレベルのメニューを表示します。メンテナン
スタスクウィンドウへのアクセスは、ナビゲーションパ
ネルから行うこともできます。

Configuration
全ての設定ウィンドウへアクセスができるセカンドレベ
ルのメニューを表示します。設定ウィンドウへのアクセ
スはナビゲーションパネルから行うこともできます。

A.2　Configuration Client Utilityコマンド

File Menu Commands

コマンド 説明

Add Host
Root Agent サーバのIPを入力して、新しいエントリを作
成します。

Exit Configuration Client アプリケーションを終了します。
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付録

Tool Bar Commands

コマンド 説明

Open Bookmark File
以前に保存したconnection viewのプロファイルを開きます。このプ
ロファイルはRoot Agent サーバと Root Agentに管理されている
RAID アレイの情報を含みます。

Save Bookmark File
現在のconnection view プロファイルをシステムドライブに保存しま
す。デフォルトのファイル名は default.npc.となります。

Connect Root Agent
Server

通常はConfiguration Client utility をインストールする管理サーバとし
て選択されるRoot Agent サーバに接続します。

Disconnect Root Agent 現在接続しているRoot Agent サーバとの接続を解除します。

Help
RAIDWatch マネージャのオンラインヘルプ（英語）を表示します。
Configuration Client utilityの詳細についても述べられています。

Help Menu Commands

コマンド 説明

About Configuration Client programの情報を表示します。

Root Agent 右クリック メニュー Commands

コマンド 説明

Add Host

通常はConfiguration Client utility をインストールする管理サーバとし
て選択されるRoot Agent サーバに接続します。ただし、単一のワー
クステーションから複数のRoot Agentサーバに接続することもでき
ます。

Delete Host connection viewからRoot Agentのエントリを削除します。

Disconnect 現在接続しているRoot Agent サーバとの接続を解除します。

Refresh
conection viewの状態を更新します。RootAgentと管理しているRAID
アレイの接続情報をアップデートします。
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付録

付録 B グロサリー

Fibre

高転送速度を実現するデバイスプロトコル。ファイバチャネルとしても知
られています。ファイバチャネル（Fibre Channel）はデータバスの共有を
簡素化し、高速での転送だけでなく、複数のデバイスを同一バスで使用す
ることができます。

Fiber

光学式ネットワークデータ転送ケーブルの種類です。前出のFibreチャネ
ルとは関係がありません。

HBA（（（（（Host-Bus-Adapter）））））

HBAは PCバスにストレージバス（SCSIやファイバチャネル）とのデー
タの受け渡しを許可するデバイスです。

Host LUN

（LUNの項もご参照ください）"Host LUN"は LUNの別の言い方です。

I2C　　　　　Inter－－－－－ IC（（（（（IスケアスケアスケアスケアスケアC）））））

Philips Semiconductorsによってデザインされた集積回路を接続するのに使
用するバスのタイプです。I2Cはマルチマスタバスです。マルチマスタバ
スとは、複数のチップを同じバスに接続し、それぞれがデータの転送をお
こなう際にマスタとして動作することが可能なバスを指します。

In-Band SCSI（（（（（イイイイインンンンンバババババンンンンンドドドドド SCSI）））））

RAID管理ソフトウェアがコントローラの管理を行う際に SCSIケーブル
とプロトコルを使用することができるようにします。（注：In-Band SCSI

は通常RS-232Cの代わりに、コントローラの管理に使用します。）

In-Bandは、ファイバチャネルホスト接続でも実行されます。

ISEMS（（（（（Infotrend Simple Enclosure Management System）））））

Infortrend社による I2Cベースの本体モニタリング標準テクノロジです。

JBOD（（（（（Just a Brunch of Drives）））））

データストレージとして、RAIDを構築しないで、複数のハードディスク
を単一のデバイスとして使用します。
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付録

JRE（（（（（Java Runtime Enviroment）））））

SolarisのJavaプログラムが、ローカルまたはネットワーク経由もしくは
インターネットで.JARアプリケーションを動作させるのに使用します。

Logical Drive

一般に、単一の大容量ストレージユニットを形成するため、論理的に結
合されたハードディスクのグループをさします。より広範には、スト
レージの管理にドライブに IDを割り当てることを言います。本書では
「LD」と略している場合があります。

Logical Volume

単一の大容量ストレージユニットを形成するため、論理的に結合された
論理ドライブのグループです。本書では「LV」と略している場合があり
ます。

LUN（（（（（Logica Unit Number）））））

同じ ID上で 8デバイス（論理ユニット）までを識別するのに使用する 3

ビットの識別子をいいます。

Mapping

データストレージ、またはデータ転送、デバイス管理のために、デバイ
スにプロトコルまたは論理 IDを割り当てること。

Mirroring

2つ以上の同一のデータのコピーが別々のディスクに保存されている
RAIDの形式。RAID 1とも呼ばれます。

Configuration Client

ブリッジのエレメントにRoot Agentを使用して集中管理を行い、E-mail

やFAXを含む多様な手段によるイベント通知を可能にした、RAIDWatch

に含まれる独立して動作するソフトウェアアプリケーション。

NRAID

Non RAID

Parity（（（（（パパパパパリリリリリテテテテティィィィィ）））））

パリティチェックは、2進数データのエラーの検出に使用します。全て
の数字がパリティを持ち、データの通信に使用されてることによって、
データの正当性を保証します。
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付録

RAID（（（（（Redundunt Arrays of Independent Disks）））））

2つ以上のドライブを使用して、重要なデータに対して、よりよいディス
クパフォーマンス、（エラーの復旧、フォルトトレラント機能、交互配列
のストレージテクニック、ミラーリングの各機能）を提供します。

RAID Agent

RAIDコントローラの管理とモニタリングを行い、このRAID Agentを経
由して RAIDWatchマネージャのコマンドを受ける RAIDWatchのモ
ジュールです。

RAID Agentは、RAIDアレイのファームウェアに埋め込まれています。
RAID Agentはまた、直接RAIDアレイが接続され In-bandプロトコルを使
用してそのアレイと通信を行っているサーバ上にマニュアルでインストー
ルすることもできます。

RAIDWatch Manager

RAIDWatchのグラフィカルユーザインターフェースの部分です。

SAF-TE（（（（（SCSI Accessed Fault-Tolerant Enclosures）））））

本体のUPS、FAN、その他の部品の正常 /異常の状態をシンプルにリアル
タイムでチェックするのに用いる進歩した筐体監視デバイス形式です。

SAN（（（（（Strage Area Network）））））

共有ストレージデバイスの高速サブネットワークです。ストレージデバイ
スはデータを保存するためのディスクしか持ちません。SANのアーケテ
クチャは、LANまたはWAN上の全てのサーバで全てのストレージデバ
イスを使用可能にするような形で機能します。保存したデータはネット
ワークサーバ上に直接存在しないので、サーバのパワーはデータパスより
アプリケーションに利用されます。

SCSI（（（（（Small Computer Systems Interface）））））

ハードディスクドライブやCD-ROMドライブ、フロッピードライブ、テー
プデバイスなどコンピュータに接続することができるマスストレージのた
めの高速インターフェースです。

SES（（（（（SCSI Enclosure Services）））））

電源サプライ、冷却モジュール、温度センサー、個別のドライブ、ファイ
バチャネル JBOD筐体にインストールされている他の非SCSIエレメント
に対する各状態の管理と感知に使用されるプロトコルです。



-168-

RAIDWatch ユーザーズガイド

付録 B グロサリー

付録

S.M.A.R.T（（（（（Self-Monitoring, Analysis and Reporting Technology）））））

自動的にディスクドライブの状態を監視し、潜在的な問題をレポートす
る、ディスクドライブとソフトウェアシステムを発展させるオープンス
タンダードです。このテクノロジで、ユーザは差し迫ったディスクのク
ラッシュを防ぐために積極的にアクションを起こすことをができます。

Spare

スペアは専用（ローカル）とグローバルに定義されます。実際には使用
せずに待機しており（ホットレディ）、障害の発生したドライブと自動的
に置き換えられる、RAIDシステムで使用される指定ドライブです。ロー
カルスペアは同じ論理ドライブ内で障害が発生したドライブとだけ置き
換えられます。グローバルスペアは障害の発生したRAID内のいずれの
ドライブとも置き換わります。

Stripe

ディスクスペースの連続的な領域です。ストライブは1セクタと同じ大
きさ、または複数の連続したセクタにより構成されます。

Striping

RAID 0 とも呼ばれます。各ドライブを連結し交互に配置してストライ
プすることによりアレイ内の全ドライブにデータを均等に分配する手法
です。

Stripe Size（（（（（まままままたたたたたははははは、、、、、chunk size）））））

物理ドライブに読み込みまたは書き込みを行うデータの最小ブロック。
最新のハードウェアは、最も一般的なシステムアプリケーションの典型
的なアクセスパターンにあわせて、このブロックをチューニングできる
ようになっています。

Stripe Width

ストライプに使用する物理ドライブの数。ストライプを広く取るとパ
フォーマンスがよくなるという法則があります。

Write-back Cache

多くの最新のディスクコントローラは、オンボードで数メガバイトの
キャッシュを持っています。オンボードキャッシュは、コントローラに
接続されたディスクへの読み込みと書き込みスケジュールに対して、コ
ントローラに大きな自由度を与えます。ライトバックモードでは、コン
トローラはデータがキャッシュに格納されるとすぐにライトオペレー
ションの完了をリポートします。この手順は信頼性を犠牲にして書き込
みパフォーマンスを向上させます。電源の障害やシステムの故障は
キャッシュ内のデータの消失を招き、場合によってはファイルシステム
が崩壊します。
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Write-Through Cache

Write-Backと逆の手法です。ライトスルーモードで動作しているときは、
コントローラはディスクに書き込みが行われるまでは書き込み完了のレ
ポートを行いません。この手順は、書き込みが完了するまでコントロー
ラに操作を一時停止させるので、読み込み/書き込みのパフォーマンスが
低下します。
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付録C RAID レベル

■論理ドライブ

RAIDシステムを構築すると可用性やパフォーマンスが向上します。正しい
RAIDレベルを選択し、ドライブ障害時に正しい取り扱いをすれば、可用性
が上がり、パフォーマンスも向上します。これらの機能を使用するには、「論
理ドライブ」を作成する必要があります。

■ローカルスペアドライブ（ホットスペア）

特定の論理ドライブ内に割り当てられている予備ドライブを「ローカル ス
ペア ドライブ」と呼びます。特定の論理ドライブを構成しているドライブ
に障害が発生した時に、「ローカル スペア ドライブ」は障害が発生したド
ライブの代わとなり、自動的にデータの再構築を行います。
これに対して、どの論理ドライブにも属さず、いずれかの論理ドライブの障
害発生時に、障害の発生したドライブの代わりになるドライブを「グローバ
ル スペアドライブ」と呼びます。

ここではRAIDシステムの各レベルの特徴についてご説明いたします。RAIDレ
ベルの説明の前にRAIDを構築するドライブの役割についてご説明いたします。

論理ドライブとは、複数のハードディスクド
ライブが、まとめて１つのドライブとして認
識されているドライブのことです。ホストコ
ンピュータからは１つのハードディスクドラ
イブとして認識されます。
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■NRAID

NRAIDはNon-RAIDとも呼ばれます。複数のディスクをつなげ合わせ、１つの
論理ドライブを構成します。データはブロックに分割されずストライピングも
行われません。この場合の論理ドライブの総容量は物理ディスク（各ハードディ
スクドライブ）の総容量に相当します。NRAIDでは、では、では、では、では、データが重複して書き込データが重複して書き込データが重複して書き込データが重複して書き込データが重複して書き込
まれることがないため、まれることがないため、まれることがないため、まれることがないため、まれることがないため、ハードウェア的な障害が起こった場合、ハードウェア的な障害が起こった場合、ハードウェア的な障害が起こった場合、ハードウェア的な障害が起こった場合、ハードウェア的な障害が起こった場合、データの復旧データの復旧データの復旧データの復旧データの復旧
はできません。はできません。はできません。はできません。はできません。

■ JBOD

JBODは複数のディスクを束ねて１つのドライブとして使用する技術です。コン
トローラ側は個々のドライブを独立したディスクとして扱いますので、各物理
ディスクは独立した論理ドライブを持ちます。データはブロックに分割されず
ストライピングも行われません。JBODでは、では、では、では、では、データが重複して書き込まれるこデータが重複して書き込まれるこデータが重複して書き込まれるこデータが重複して書き込まれるこデータが重複して書き込まれるこ
とがないため、とがないため、とがないため、とがないため、とがないため、ハードウェア的な障害が起こった場合、ハードウェア的な障害が起こった場合、ハードウェア的な障害が起こった場合、ハードウェア的な障害が起こった場合、ハードウェア的な障害が起こった場合、データの復旧はできまデータの復旧はできまデータの復旧はできまデータの復旧はできまデータの復旧はできま
せん。せん。せん。せん。せん。

■RAIDの各レベルの特徴について

ここでは、本製品で設定可能な各 RAIDレベルおよびNRAID、JBODの特徴に
ついてご説明します。
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■RAIDレベル 0

RAIDレベル０は単純にデータを複数のハードディスクに分散して書き込む形態
です。例えば10GBのハードディスクドライブ4台をレベル０にした場合、トー
タルの容量は40GBとなり、40GBの容量のハードディスク１台として使用する
ことができます。
データの書き込みはストライピング（複数のハードディスクにデータを分散し
て書き込む方法）で行いますので高速なアクセスが可能です。ただし、ただし、ただし、ただし、ただし、フォルフォルフォルフォルフォル
トトレラント機能を持たないため、トトレラント機能を持たないため、トトレラント機能を持たないため、トトレラント機能を持たないため、トトレラント機能を持たないため、ハードウェア的な故障が起こった場合のハードウェア的な故障が起こった場合のハードウェア的な故障が起こった場合のハードウェア的な故障が起こった場合のハードウェア的な故障が起こった場合の
データ復旧はできません。データ復旧はできません。データ復旧はできません。データ復旧はできません。データ復旧はできません。

■RAIDレベル 1

RAIDレベル1は２台以上のハードディスクドライブを使用して、同じ内容を同
時に書き込む技術のことです。片方のドライブにハードウェア上の不具合が発
生した場合でも、もう片方のドライブに同じ内容が保存されているため、デー
タが失われないという利点があります。
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■RAIDレベル 0+1

RAIDレベル0+1はRAIDレベル0とRAIDレベル1を組み合わせた物です。デー
タの書き込みをストライピングで行い、書き込まれたデータはミラーリングさ
れています。任意のドライブに障害が発生した場合でも、別のドライブに同じ
内容が保存されているためデータが失われません。このレベルの設定を行うに
は最低４台以上のハードディスクドライブが必要となります。
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もう１つ RAIDレベル３には欠点があります。それはパリティデータが特定の
ハードディスクドライブに書き込まれるため、パリティデータ書き込み用のド
ライブにアクセスが集中することです。結果として、パフォーマンスが低下し
たり、パリティデータ書き込み用のドライブの寿命を短くすることになります。

■RAIDレベル 3

＊１ パリティデータは通常 X O R の論理演算処理で作成されます。これは
「a X O R b = p a r i t y」である場合、「b = p a r i t y X O R a」であり、かつ
「a = parity XOR b」であるという性質に基づいています。

RAIDレベル３は、レベル０と同じようにデータの書き込みをストライピングで
分散して行い、データの書き込みごとに自動的にパリティデータ＊１（データ復
旧のためのキー情報）を作成して、特定のハードディスクドライブに書き込み
ます。これによって１台のハードディスクドライブにハードウェア的な故障がこれによって１台のハードディスクドライブにハードウェア的な故障がこれによって１台のハードディスクドライブにハードウェア的な故障がこれによって１台のハードディスクドライブにハードウェア的な故障がこれによって１台のハードディスクドライブにハードウェア的な故障が
発生しても、発生しても、発生しても、発生しても、発生しても、その他のドライブのデータから、その他のドライブのデータから、その他のドライブのデータから、その他のドライブのデータから、その他のドライブのデータから、故障の発生したドライブのデー故障の発生したドライブのデー故障の発生したドライブのデー故障の発生したドライブのデー故障の発生したドライブのデー
タを自動復旧することが可能です。タを自動復旧することが可能です。タを自動復旧することが可能です。タを自動復旧することが可能です。タを自動復旧することが可能です。これをフォルトトレラント機能と呼びます。これをフォルトトレラント機能と呼びます。これをフォルトトレラント機能と呼びます。これをフォルトトレラント機能と呼びます。これをフォルトトレラント機能と呼びます。
RAIDレベル３では、パリティデータのために必ずハードディスクドライブ１台
分の領域が必要になります。そのため、10GBのハードディスク３台をレベル３
に構成した場合、10GB× 3台－ 10GB（パリティ）＝ 20GBの容量が使用可能
になります。（レベル０に比べて使用可能な容量が減少します。）また、ストラ
イピングと同時に、パリティデータの自動作成も行なうため、アクセス速度は
単体のハードディスクよりも高速ですが、レベル０ほどではありません。
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■RAIDレベル 5

RAIDレベル５はレベル３の欠点を改良したものです。RAIDレベル３ではパリ
ティデータ *1（データ復旧のためのキー情報）を特定のハードディスクドライ
ブに書き込むのでパリティデータ書き込み用のドライブにアクセスが集中し、結
果としてパフォーマンスが低下したり、パリティデータ書き込み用のドライブ
の寿命が短くなることがありましたが、レベル５ではパリティデータもその他
のデータと同じように各ドライブに分散して書き込みます。
結果として、RAIDレベル３と同じように、フォルトトレラント機能を実現しな
がら、レベル３ほどパフォーマンスは低下しません。使用可能な容量は、n-1台
となります。例えば、10GBのハードディスク８台をレベル５に構成した場合、
10GB×８台－ 10GB（パリティ）＝ 70GBとなります。

■ホットスペア対応RAID5

ホットスペア搭載RAID 5 は、RAID 5 にさらに 1 台のスペアディスクを装備し
た構成です。論理ドライブ内のディスクがどれか 1 台使用不能になると、スペ
アディスクが自動的にオンラインになり、損傷したデータを復元します。

ご注意

RAID はシステムの安全性のレベルを大幅に引き上げますが、定期的にデータを
バックアップすることは習慣にしておいてください。不意にデータを失うと、
RAID アレイでも復元できません。RAID 5 は1 台のディスクで起きる使用不能
を補償する手段にすぎません。2 台のディスクが同時に使用不能になると、デー
タは消失してしまいます。
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■まとめ -各RAIDレベルの比較

※Nは任意のドライブの台数となります。

RAID
レベル

機能 総容量
データの
保全性

データ
転送速度

HDの最低
必要量

NRAID スパニング N台 なし ドライブと同じ 1

RAID 0 ストライピング N台 なし 最も早い 2

RAID 1 ミラーリング N / 2台 あり 最も遅い 2

RAID 0 + 1
ストライピング +
ミラーリング

N / 2台 あり 遅い 4

RAID 3
ストライピング +
記録用パリティ

N - 1台 あり 早い 3

RAID 5
ストライピング +
分散パリティ

N - 1台 あり 早い 3

ホットスペア対
応

RAID 5

ストライピング +
分散パリティ +
ローカル

スペアディスク

N - 2台 あり 早い 4
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Logitec  RAIDWatch　ユーザーズガイド

お問い合わせについて

弊社ではお客様からのお問い合わせの窓口を用意しています。製品に対する技術的
なご質問、取扱説明書に対する質問等は、弊社テクニカルサポートまでお問い合わ
せください。なお、回線が混み合いご迷惑をおかけすることもございますので、そ
のような時には、FAXまたはお手紙にてお願い致します。その際、下記 ①～③の
内容をご記入ください。特にご連絡先の電話番号は必ずご記入ください。

①お名前、住所、電話番号
②ソフトウェアのバージョン
③故障の状態、接続構成、使用ソフトウェア（なるべく詳しく）

ご注意：電子メールによるサポートは行っておりません。文書でお問い合わせをいただく
場合には、必ず電話番号／FAX番号をご記入ください。

※ お問い合わせ先

〒 396-0192 長野県伊那市美すず六道原 8268

ロジテック株式会社　テクニカルサポート

　 TEL. 03-5326-3672（東京）※祝祭日を除く月～金曜日
FAX. 0265-74-1456（長野）　9:30～ 12:00、13:00～ 17:00

※ 間違い電話が多くなっております。お問い合わせの際は番号をよく確認して、上記の番号
へおかけください。
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